AV 7 ルチチヤンネルアンプ 

VSA-1018AH 



インターネットによるおさ様登録のお願い 


http://pioneer-jp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしていまず。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせな 
どをお届けいたしまず。なお上記アドレスは、困ったとさのよくある質問や各種お 
問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てる 
サービスの提供を目的としたページでず。 


取扱説明書 


ホームシアタ—入門各部の名祿接続 再生 応用操作 設定 リモコン H キスパート参寒/技術資料困つたとを 









準備 


巧を上のごミ主意 


♦安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r ま全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま全に 
正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵 
表示をしています。その表示と意味は次のようになっ 
ています。 

内容をよく理解してか 5 本文をお読みください。 

絵表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む)しなければな 5 
\ ない内容であることを示しています。 

• -^図の中に具体的なま意内容(左図の場合は感 

函*’壬ち' \ hS 紀わ\わていホホ 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び 
死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 

を 

Q 記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)び描かれています。 

参記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか 5 巧け)び描かれて 
います。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び 
損害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


A 警告 


異常時の処置 


を 


万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼<だ 
さい。お客様による修理は危険ですから絶 
巧おやめ < ださい。 


を 


万一内部に水や異物等び入った場合は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグを〕ンセントから抜いて販売店にご連 
絡ください。そのまま使用すると乂災•感電 
の原因となります。 


を 


万一本機を落としたり、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売店に 
ご連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 




• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてから乾いた巧で取り除いて< 
ださい。そのまま使用すると乂災•感電の 
原因となります。 


0 


• 電源コードの上に重いちのをのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないように 
してください。また、電源コードび引っ張 
られないよラにして < ださい。コードび 
傷ついて、乂災•感電の原因となります。 
コードの上を敷物などで覆うことによ 
り、それに気付かず、重い物をのせてしま 
ラことびあります。 


0 


• 放熱をよくするため他の機器、壁等から 
間隔をとり、またラックに入れる時はす 
さ間をあけて < ださい。また、次のよラな 
使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し、内部に熱びこをり、乂災の原因となる 
ことびあります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-► じゅラたんやふとんの上に置<。 
テーブル ク□スなどをかける。 


0 


着脱式の電源コード(インレツトタイプ)び 
付属している場合のごま意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場合、発熱により火災 • 
感電の原因となることびあります。また電 
源コードは本製品に付属のもの！;(外は使 
用しないでください。他の電源コードを使 
用した場合、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱から乂 
災•感電の原因となることびあります。 


0 本機の上に乂びついたろうそくなどの裸 

乂を置かないで < ださい。乂災の原因とな 
ります。 












準備 


• この機器に水び入ったり、めらさないよう 
にごを意ください。乂災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にごま意ください。 

• 風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。乂災•感電の原因となります。 

• 表示された電源電圧（交流] 0日ボルト 
已〇 Hz / 目0 Hz ) じ(外の電圧で使用しない 
でください。乂災•感電の原因となります。 

• この機器を使用でさるのは日本国内のみで 
す。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続し 
ないで < ださい。乂災の原因となります。 


本機の上になびん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物を置かないでください。こぼれた 
り、中に入った場合、乂災•感電の原因とな 
ります。 

めれた手で(電源）プラグを抜さ差ししな 
いでください。感電の原因となることびあ 
ります。 


0 

(D 

0 

0 

0 


• 本機の通風孔などから、内部に金属類や燃 
えやすいをのなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。乂災•感電の 
原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではごま意 < ださい。 

• 本機のカバーを外したり、改造したりしな 
いでください。内部には電圧の高い部分び 
あり、乂災•感電の原因となります。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼 < ださい。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に ffl げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱したりしないでください。コードび破 
損して乂災•感電の原因となります。コー 
ドび傷んだら(芯線の露出、断線など)、販 
売店に交換をご依頼ください。 

• 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因と 
なります。 

• 製品に付属の電源コンセントには、そのパ 
ネルおよび取扱説明書に表示された容量 
を超える消費電力を持つ電気機器を接続 
しないで < ださい。乂災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないでください。また表示してあ 
る電力内であっても、電源を入れた閒こ大 
電流の流れる機器などは接続しないで < だ 
さい。 


A 注意 


電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んで < ださい。差し込みび不完全 
ですと発熱したり、ほこりび付着して乂災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあ 
ります。 

電源プラグは、根元まで差し込んでちゆる 
みびあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して乂災の原因となることびあ 
ります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないで<ださい。落ちた 
り、倒れたりしてけびの原因となることび 
あります。 

本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりの多い場所に置かない 
でください。乂災•感電の原因となること 
びあります。 


A 

A 

A 

0 

0 


キャスター付さの場合にはキャスター止 
めをして<ださい。動いたり、倒れたりして 
けびの原因となることびあります。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、それぞれの機器の 
取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、説明 
に従って接続してくださし、また、接続は 
指定のコードを使用してください。 

電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大さな音び出て聴力障害など 
の原因となることびあります。 

本機の上に重いものや外枠からはみ出る 
ような大さなちのを置かないでください。 
ノ くランスびくずれて倒れたり、落下してけ 
びの原因となることびあります。 

本機の上にテレビを置かないでください。 
放熱や通風び妨げられて、乂災や故障の原 
因となることびあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除きます。） 


^#000 ® ^ 〇 000 

度 庭 _镇 


3 
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異常時の処置 


0 


• 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張らないでください。コードび傷つさ乂 
災•感電の原因となることびあります。必 
ずプラグを持って抜いてください。 


0 


• 電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被ふくび溶けて、乂災•感電 
の原因となることびあります。 


を 


• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントから抜さ、外部 
の接続コードを外してから、行ってくださ 
し、コードび傷つさ义災•感電の原因とな 
ることびあります。 


0 


• 本機の上にテレビやオーディオ機器をの 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあり 
ます。重い場合は、持ち運びは2人!; Lb で 
行ってください。 


A 


• アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

-►送配電線から離れた場所に設置して<だ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることびあります。 

- BS.C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取りつけてく 
ださい。 


0 


• 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。乂災の原因と 
なることびあります。 


瓜 


• お子様びカセットテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないようにごを意ください。 
けびの原因になることびあります。 


A 


参ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすざないよラにごを意<ださい。耳を刺 
激するよラな大さな音量で長時間続けて 
聞 < と、聴力に悪い影響を与えることびあ 
ります。 


を 


• 旅行などで長期間ご使用にならない時は 
安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いて < ださい。 



0 


• 指定外の電池は使用しないで < ださい。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでくださし、電池の破裂、液漏れに 
より、乂災 • けびや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


A 


• 電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
(プラス什)マイナス (一) の向き)にを意し、 
表示どおりに入れてください。間違えると 
電池の破裂、液漏れにより、乂災 • けびや周 
囲を巧損する原因となることびあります。 



• 長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいて < ださい。電池から液び漏れて乂 
災、けび、周囲を巧損する原因となること 
びあります。をし液び漏れた場合は、電池 
ケースについた液をよ<おさ取ってから 
新しい電池を入れてください。また万一、 
漏れた液び身体についた時は、水でよ < 洗 
い流してください。 


使巧方法 


0 


• ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器内で高速回転しますので、飛び 
散ってけびの原因となることびあります。 


0 


• レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞさこまないでください。 
レーヴー光び目に当たると視力障害を起 
こすことびあります。 


0 


• 長時間音び歪んだ状態で使わないで<だ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因と 
なることびあります。 


0 գ 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れたり、壊れたりしてけびの原因になる 
ことびあります。 


4 


0 


• 電池は加熱したり分解したり、乂や水の中 
に入れないでください。電池の破裂、液漏 
れにより、乂災、けびの原因となることび 
あります。 


保守■点検 


A 


• 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにご相談ください。内部にほこりびた 
まったまま、長い間掃除をしないと乂災や 
故障の原因となることびあります。特に湿 
気の多くなる梅雨期の前に行ラとより効 
果的です。なお掃除費用については販売店 
などにご相談ください。 


を 


• お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから抜いて行ってください。 


本機の使用環境温度範囲は已む〜3已む、使用 
環境湿度は8曰％1ソ下(通風孔び妨げられ てい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置 
しないで < ださい。 

_ D3-4-2-1-7C Ja 








付属品を確認する 


準備 


四四回回 


リモコン 



単3お乾電池 (2 本) 
(IEC R6P) 



セツトアップ用マイク 電源コード 

(5 m ) 


• 保証書 

• 取扱説明書(本書) 


設置について 


A * 放熱のため本機の上に物を置いたり、布 
やシートなどをかぶせた状態でのご使用 
警告は絶対におやめください。異常発熱によ 
り故障の原因となる場合びあります。 

• ラックなどに設置する場合は、上部に 
20 cm 上空間をあけてください。 



20 cnU ソ上離ず 


本機 


リモコンに電池を入れる 



f . U モコンの操作範囲び極端に狭くなってさたら、電池を交換してください。 

• 電池を交換する際は、なるべく已分 I ソ内に行ってください。それ I ソ上では、 U モコンの設定び解除される可能性びあります。 
再度 U モコンの設定を行う場合は、「他機器を操作するための U モコン設定をする」をご覧ください (8 已ページ)。 


A 電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で 
使用•放置しないでください。電池の液漏れ、発熱、破裂、発乂の原因になります。 
胃ちまた、電池の性能や寿命び低下することびあります。 

A\ 電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性びあります。(下の点につ 
ま意 いて特にごま意ください。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でを電圧の異なるちのびあります。種類の違5乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月じし b ) IJ モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよく}式さ取ってから新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示（条例）に従って処理して<ださい。 










































アンプから音を出す〜基本再生〜 . 

音声入力信号の切り換え . 

へッドホンで聴く . 

IJ スニングモードでいろいろな音を楽しむ 
いろいろな状況に合わせた機能を選択/調整する 
いろいろな状況ごとに最適な音場補正の 

設定を選択する . 

サラウンドバック ch 処理を切り換える . 

再生中にスピーカーの出カレベルを調整する 
位相を合わせて音の打ち消し合いを防ぐ 
(PHASE CONTROL ). 


目次 


準備 


安全上のごを意 . 2 

付属品を確認する . 已 

設置について . 已 

IJ モコンに電池を入れる . 已 

本機の特長〜こんなことびでさます〜 . 8 


ホームシアター乂 P 3 


ホームシアター 入門 . 9 

接続する（テレビ/ DVD プレーヤーとの接続） . 10 

設定する （ IJ スニング環境を測定して 

最適な設定をする 〜 Auto MCACC 〜） . 12 

1 ) オートセットアップで自動測定を開始する.…12 

2) 測定/設定結果を確認する .] 已 

再生する （ DVD のサラウンド再生） . 16 


る部の名祿 


フ□ントパネル . 17 

フ□ントパネルディスプレイ . 19 

IJ モートコント□ール . 20 

アンプコント□ール部 . 20 

テレビ/他機器コント□ール部 . 21 

U アパネル . 22 


接続 


XL 一力一の接を冗 . 24 

スピーカーインピーダンスの切り換え . 25 

映像機器の接続について 

(パイオニアビデオコンバーター） . 26 

HDMI 対応機器の接続 . 27 

TV (モニター)の接続 . 28 

DVD プレーヤーの接続 . 28 

ブルーレイディスクプレーヤーの接続 . 29 

地上デジタル/衛星チューナーの接続 . 29 

DVD レコーダーやビデオデッキの接続 . 30 

前面端テを使った接続 . 30 

映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続 . 31 

アナ□グ音声機器の接続 . 32 

プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 . 32 

デジタル音声機器の接続 . 33 

電源コードの接続 . 34 


再生 


オーディオ調整機能を使用する . 44 

ビデオ調整機能を使用する . 47 

iPod をつないで再生する . 49 

iPod の音楽を再生する . 49 

iPod の操作を切り換える . 已1 

US 目メモ U —を再生する . 已1 

マルチチャンネルアナ□グ信号を再生する . 已3 

マルチチャンネ J レアナ □ グ接続 . 已3 

マルチチャンネルアナ□グ再生する . 已3 


応用操作 


接続した機器間で録音/録画をする . 已4 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 已4 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する . 已已 

ス U —プタイマーを設定する . 已已 

再生中の音声や設定内容を確認する 

(ステータス表示） . 已已 

スピーカーシステムを切り換える . 已6 


設定 


本機で設定でさること . 已7 

IJ スニング環境の設定について 

〜ヴラウンド再生のための設定〜 . 已8 

本機の Advanced MCACC とは . 已8 

システムセットアップ設定の手順 . 已9 

Auto MCACC をより詳細に測定/設定する . 60 

スピーカーの使用用途を選択する 

〜 Surround Back System 〜 . 62 

IJ スニング環境をお好みに調整する 

〜 Manual MCACC 〜 . 62 

スピーカー出カレベルの微調整 

(Fine Channel Level ). 63 

スピーカーまでの距離の微調整 

(Fine SP Distance ). 64 

定在波制御 (Standing Wave ). 65 

チャンネルごとの周波数特性の補正 (EQ Adjust )...... 66 

部屋の残響特性の測定と残響を 

考慮した補正 (EQ Professional ). 67 

MCACC MEM 日 RY のデータ管理をする 

〜 Data Mana 呂 ement 〜 . 72 

設定データを確認する 

(MCACC Data Check ). 72 

設定データの名前を変更する 

(Memory Rename ). 73 

設定データをコピーする 

(MCACC Memory Copy ). 73 

設定データを消去する 

(MCACC Memory Clear ). 74 

スピーカーやヴブウーファーの音を調整する 

〜 Manual SP Setup 〜 . 75 

スピーカー接続と低音再生能力を設定する 

(Speaker Settin 呂 j . 7已 

テスト I -ーンを聞いて出カレベルを調整する 
(Channel Level ). 77 


5 6 6 7 1 12 2 3 
33334 444 4 


6 






















































































スピーカーまでの距離を調整する 

(Speaker Distance ). 78 

広い部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ). 79 

サラウンドバックスピーカー間の距離を 

設定する (THX Audio Settin 呂) . 80 

IJ アノ くネル端テに入力した音声/映像信号を 

設定する 〜 Input Setup 〜 . 81 

ディスプレイに表示される入力名を変更する . 82 

その他の機器の設定をする 〜 Other Setup 〜 ...... 83 

システムセットアップ画面の位置を調整する ...... 83 

マルチチャンネル入力を設定する 

(Multi Ch In Setup ).84 

他機器を操作するための U モコン設定をする . 8已 

他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す 

(プ IJ セットコード設定） . 8已 

IJ モコンで他機器を操作する . 87 

スピーカーの応用接続 . 88 

フ□ントスピーカーを高品位接続する 

〜バイアンプ接続〜 . 88 

別の部屋でのステレオ再生用スピーカーを接続する 

〜 Speaker 巨接続〜 . 88 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マルチソーン機能〜 . 89 

マルチゾーン接続 ( Z 日 NE 2). 89 

マルチゾーンの設定 . 90 

本機でマルチゾーンの操作をする . 91 

IJ モコンでマルチゾーンの操作をする . 92 

IR レシーバーを使って集中コント□ールする . 93 

他のパイオニア製品をつないで 

集中コント□ールする . 93 

HDMI コント□ール機能で HDMI 機器を 

連動動作する . 94 

HDMI コント□ール機器を接続する . 94 

HDMI コント□ールモードを設定する 

(HDMI Control Setup ). 9已 

連動動作を開始する前に動作確認する . 9已 

アンプ連動モードを使う . 96 

パイオニアのフラットテレビと連動操作する . 97 

フラットテレビとの接続 . 97 

フラットテレビとの連動モードを設定する 

( SR + Setup ). 98 

フラットテレビの入力連動設定 

〜 PDP ln ( SR +) 〜 . 99 

連動モードを実行する . 99 

] 2 V 卜 IJ ガー対応機器との連動 . 100 

連動機器を接続する . 100 

] 2 V 卜 U ガー端テの連動設定 . 100 
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本機の特長 


〜こんなことがでをます〜 


高音質•多機能な本機 VSA -1 日 18 AH の主な特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能 


や操作を楽しんでいただけます。 



Advanced MCACC を搭載 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調 
整を家庭でち実現でさるよラに自動化し、チャンネル 
間の空間情報の歪みを補正。正確なマ>1レチチャンネル 
の音場を再現します。 

最新型の MCACC では、 IJ スニングルームの残響特性 
や定在波を解析した補正を行い、補正前後の特性の差 
を PC で表示することちでさます。 


本書の掲載ページ 



P.12 

ru スニング環境を測定して最適な 
設定をする 〜 Auto MCACC 〜」 

P.67 

「部屋の残響特性の測定と残響を考 
慮した補正 (EQ Professional )」 


… ASE CONTROL 11能 

ソースからスピーカーまでの信号伝送経路によって生 
じていた低域の位相とタイミングのズレを補正し、原 
音に忠実な力強いヴウンドを実現します。 


「細を合ねせてきの打ち消し合い 
~を防ぐ （PHASE CONTROL )」 


(^3) フ□ントサラウンド•アドバンス機能 

フ□ントスピーカーとヴブウーファーのみで自然なヴ 
ラウンド再生を行います。 


(^ HDMI 搭載 

映像と音声をデジタル伝送でさる HDMI 端テ（ドル 
ビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD や DTS - 
EXPRESS 、 DTS-HD Master Audi 日などを含む 
あらゆるデジタル音声フォーマットに対応。また、 
DeepColor 出力にも対応。 HDMI コント□-ル機能も 
搭載し、 HDMI 機器との連動動作も実現） 

(5 )THX selects plus の認証を取得 

^厳しい規格基準をク IJ アして 「THX SELECT 2 
PLUS 」 規格の認証を受けています。 THX 認定映画 
館と同等の再生環境をホームシアターで実現するた 
めの、さまざまな機能び搭載されています。 


「| J スニングモードでいろいろな音 
を楽しむ」 



P.27 

「 HDMI 対応機器の接続」 


P.94 

「 HDMI コント□-ル機能で HDMI 機 
器を連動動作する」 


P.102 

「デジタル音声フォーマツトについて」 


I― P.102 

l _ j ^ 「デジタル音声フオーマツトについて」 


多彩な接続端モ 

^ • iPod の音楽や US 目メモ IJ 一に記録されている音楽 
データを 再生でさる iPod USB 端テ 
-映像と音声をデジタル伝送できる HDM 喘テ 


P.49 

I― K 「 iPod をつないで再生する」 

* ~ P-51 

「 US 目メモ U —を再生する」 


その他の主な特長 

パイオニアビデオコンバーターを搭載 
-多機能 IJ モコンを付属 
. 省エネルギー設計(待機時日.6 VV ) 



P.26 

r 映像機器の接続について（パイオニア 
ビデオコンパ'-夕一)」 
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まずは巧つてみましよう 


ホームシアター乂 P 5 


本章「ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチヤンネル再生を楽しむことびでさます。 

( T , . 

をブッ:巧）接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」「スピーカーとの接続」 

設定する . 「 IJ スニング環境を測定して最適な設定をする 〜 Auto MCACC 〜」 

な另^ 再生する .「 DVD のサラウンド再生」 

V 






7ルチチヤンネルサラウンド再生とは 


3本1；(上のスピーカーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待で 
さます。 

①ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生ずる場合 

マルチ ch ソフト® . Ich 収録び一般的)には各チャンネルに独立した音声び収録されているため、忠実な己. Ich 再生でも 
十分な立体感び得られますび、いろいろなモードとの組み合わせにより、最大 7.1 ch での臨場感あふれる再生を可能です。 
この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

⑤ CD またはドルビーサラウンドなどの 2 ch (ステレオ)ソフトを再生する場合 

ソフトび 2 ch 収録の場合でも、ドルビープ□□ジック llx や Neo :6 技術などを施すことで、最大 7. 1 ch での再生び可能です。 
ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることを、ホームシアターの醒關味です。 



再生ずるソフトの音声記録方式(フオーマツト)を知るには？ 




③)） 


収録音声数 


1. 英語（已 . Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 日. Ich サラウンド） 

記録ち式 


n m DOLBY I 

DIGITAL 


□□1 DOLBY SURROUND I 


lefts 

Digital Surround 


音声記録ち式(フオーマット） 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマツトであ 
るため、単に「已 . Ich サラウンド」と記載されている場 
合は、「ドルビーデジタル(己. Ich )」 であることを示しま 
す。 


ホームシアタ—入門 
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-映像入力^ 

彩 


ビデオコード 


©lift 

馨^獲 


t 



まずは巧つてみましよう 


スブッブ J 巧続ずる 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


テレビ/ DVD プレーヤーとの接続 


ドルビーデジタルや DTS といったマルチチヤンネル音声の再生にはデジタル接続び必要です。 

接続の前に、別売りのビデオコード2本、同卽ケーブル(または光ファイバーケーブル）1本をご用意ください。 

同軸ケーブルにはビデオコードび代用でさます。 

光ファイバーケーブルで接続する場合は設定の変更び必要です。詳しくは、入力の設定 (Input Setup ) (一 81ぺージ)を 


VSA -1018 AH 


ビデオコード 




[(ifiD 


ご覧ください。 


① 


同軸ケーブル 

雕势 


テレビ 


IN 曰 
(CD) 


馨 


OPTICAL 

入力設定, 
頸可能 ■ 


端阁 
圆 

鼠 


IN 旦 
(DVR1) 


泻 

；! 


錦 i B - 日 

(DVD) 

'话參 


'况圆 
，圆 
ぶ岛间 


…图 


© 

™ i ) 


晒 


m 


m 

m 


①〜⑨はいずれか 
1つを接続 



光ファイバーケーブル 


DVD プレーヤー 



1 


一映像出力^ 
(^^=0 



參參馨 

1#1## 



■光ファイバーケーブル/同卽ケーブル 光ファイバーケーブル 


■ビデオコード 

-急な角度に折り ffl げないでください。保管 1^ 


一般的な映像用コードで、 

するときは、直径び]已 cm じ(上になるよ 


コンポジットフオーマット 

うにしてください。 


の映像信号を伝送します。 

-接続の際は端テの向さを合わせてしっかり 



奥まで差し込んでください。誤った向さで 同卽ケーブ J レ^ 


ビデオコード 

むりやり挿入すると、端テび変形し、ケー 給 


黄 ^ 

ブルを抜いてもシャッターび閑まらなくな 



ることびあります。 

V _ J 


V J 



画 ■ III 画 
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まずは巧つてみましよう 


スピーカーとの接続 


7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を行うことで、サラウンドバックやセンター 
スピーカーびない場合でもお持ちのスピーカーに応じたサラウン ドサウンドび楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用ください。 



サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときは L(Single) 端 
テ側に接続してください。 

己. Ich の スピーカーセッ トを接続するときは、 FRONT L/R、 
CENTER、SURROUND L/R および PRE OUT の SUBWOOFER 
に接続して < ださし、 SURROUND L/R を接続せずに SURROUND 
BACK に接続すると正しく動作しないことびあります。 


■ SPEAKER ( スピーカー）端子 


① 


10 mm 




①線をねじる。 

⑥スピーカー端テを緩め、スピー 
カーコードを差し込む。 

③スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
をでさます（詳しくはプラグ 
の説明書をお読み < ださい)。 



注意 


公称インピーダンスび 6 Q ~ 16 Q のスピーカーをご使用ください。 

目 n じ(上8 n 未満のスピーカーをご使用になるとさは「スピーカーインピーダンスの切り換え」（一2已 
ページ）を行ってください。 

スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していないこと 
を確認してください。お線び U アパネルに接触したり、©および@び接触すると保護回路び働いて電源 
びスタンバイ状態になることびあります。 

センタースピーカーをテレビの上に設置するとさは、適切な方法で固定してください。固定しないと地 
震などの外部の振動により、スピーカーび落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずは巧つてみましよう 


スブッ鬼設定ずる 


リスニング預境を測定して最適な設定をする 〜 Auto MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは、従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することび 
でさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです4^。 

*1 ち記の全体の流れは 、 Auto MCACC の 「 GUST 日 M 」 で [ ALL ] (全項目を自動 
測定)を選択したとさのちのです。 


も記①〜⑨の測定/解析にかかる時間 

合計3〜7分程度_ 


A 广 測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力され 
ます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお 
、ま意 願いします。 


.サラウンドバックシステムの設定 
.測定、設定値の保存先選択 


初期測定（測定環境のチェック） 

①暗騒音馆 B 屋の騒音）の測定 
③マイク感度の診断 
③各 ch のスピーカー有り無し判定 

_ i _ 

b ピーカーの有り無し判定結果のユーヴー確認(または修正）） 


システム全体の解析/測定 

④ スピーカー システム 

(各 ch の 低域再生能力を判定） 
⑥ スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正) 

⑥ スピーカーまでの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑦ 定在波制御 

(定在波の影響を軽減） 

⑨残響特性の測定 
⑨視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


システム全体の解析結果のチェック 


1) オートセットアップで自動測定を開始する 


. システムセットアップなどの日 SD 画面を表示するには、本機の映像出力端子とテレビの入力端テを HDMI ケーブルまたはビデオ 
コードで接続してください。 

. 入力び iPod US 日になっているとさはシステムセットアップを行ラことびでさません。また 、 ZONE 2び日 N のとさちシステムセッ 
トアップを行うことびでさません。 

• 測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容は確定されません。 

. システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び働さますび、いずれかのボタンを押すこ 
とで 再び同じ画面を表示します。 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

. スピーカーと U スニングポジション(マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でさないことびあります。 

• 測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーの外側から U モコンで操作を行ってください。 



1 本機とテレビの電源を入れる。 

本体のむ STAND 目丫 / ON ボタンを押します。 


. サブウーファーを接続しているとさは、測定のためサブウーファー 
の電源を入れてボ U ユームレべルを適度に上げておいてください。 

. テレビにメニュー画面び表示されるようテレビ側の入力切換を合 
わせて < ださい。 


2 付属のセットアップ用マイクを接続する。 

U スニングポジションにマイクを配置します。 
マイクの接続は次ページをご覧ください。 

マイクを差し込むと Auto MCACC 画面び表示され 
ます。 
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まずは巧つてみましよう 




DIRECT ん L.C. STANDARD advsurr 
音声 表示 CH 

□ □ CZHU 

TV CTRL AV アンプ 

□ E —— 


3 


3 


I-Auto MCACC 


Surround Back System 
[ Normal ] 


Save SYMMETRY to 

[M1.MEMORY 


ENTER:S ねけ 


I.Auto MCACC 


Surround Back System 


Save SYMMETRY to 

[M1.MEMORY 


[START ] 

ENTER:S ねけ ろ : Cancel 


3 


[ START ] び選ばれているので、リモコンをアン 
プ操作モードにしてか!5決定する。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

手順4 (次ページ)へお進みください。 


A オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 

ボ IJ ュームを下げることもでさますび、正しく設定さ 
ま意 れない場合びあります。小さなお子様びおくにいる場 
_合などはご注意ください。_ 

サラウンドバックシステムの設定 （Surround Back 
System ) や測定/設定値の保存先 (Save SYMMETRY 
to ) を変更したいとさは、 t ボタンで変更したい項目を 
選択し、和-►ボタンで内容を変更してから [ START ] 
を選択します。 

サラウンドバックシステムについて、詳しくは「スピー 
カーの使用用途を選択する」（^62ぺージ)をご覧くだ 
さい。 

S 丫 MMETR 丫 1；(外の補正力ーブ (ALL CH ADJUST 
や FRONT ALIGN ) で補正したいときは!; CUST 日 M ] を 
選び、設定します。また [ CUSTOM ] を選んで決定す 
ると、項目別の測定を行うことびできます。詳しくは 
「Auto MCACC をより詳細に測定/設定する」 (-60 
ページ)をご覧ください。 


■Auto MCACC 


Surround Back System 
[ Normal ] 


Save SYMMETRY to 


[START ] 

ENTER :Start か Cancel 


ホームシアタ—乂巧 
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まずは巧つてみましよう 


4 



5 



P エラー が表示をれた6 

判定結果で [ ERR ] び表示された場合は、スピー 
力一の接続を間違えている可能性びあります。 
[ RETRY ] しても結果び同じような場合は一度電 
源を切り、スピーカーの接続を確認してください。 
また、途中で測定エラーによる警告び表示されて 
いる場合びありますので、そのとさは画面の指示 
に従ってください。指示の詳しい内容については 
「システムセッ ト アップでの MCACC (音場補正） 
時に表示されるメッセージの意味」（一121ペー 
ジ)をご覧ください。 


スピーカー有り無しの確認画面で 、 S W を 「 N 日」 
から 「 YES 」 に直してミ夫定すると、サブウー 
ファーのレベルを確認するためにサブウー 
ファーのみ再測定を行います。 





4 自動測定が開始されます。 

まずは初期測定(測定環境チェック)です。 

Ambient Noise :暗騒音(部屋の騒音)の測定 
Microphone :マイクの感度を診断 
Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 
「Ambient Noise 」 および 「1\/11(：「日か日11巨」のチェックでエ 
ラーび表示されたとさは、測定環境およびマイクの接続 
をもう一度確認し、 [ RETRY ] を選んでもう一度測定する 
ことをお勧めします。和-►で [ G 日 NEXT ] を選択し、次の 
測定へ進むこともでさます。 


ら スピーカー有り無しの確認画面になりまず。 

スピーカーの 判定結果に エラーび な<、確認画面で何ち 
操作びないときは10秒後に自動で手順6 へ 進み、 才ート 
セッ ト アップび再開されます。 

スピーカー有り無し判定については、じ(下の表をご覧く 
ださい。 


スピーカー有り無し確認画面の見かた 


スピーカ 

接続している 

接続していない 

規定がの接続 

Front 

フ□ント左ち 

YES 

ERR 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N 0 

--- 

Suit 

サラウンド左ち 

YES 

N 0 

ERR 

SB 

サラウンドバック 

YESXUI つ 接続） 
YESX 2 につ接続) 

--- 

ERR 

SW 

サブウーファー 

YES 

N 0 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[0 K ] を選んで決定ボタンを押します。 

らう一度自動測定をやり直すとき 

[ RETRY ] を選んで決定ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

[ RETRY ] を選んでもう一度自動測定をやり直してみてく 
ださい。それでも間違ってしまうときは、 t * 和-►ボタ 
ンで正しし觸定に直したあと決定ボタンを押します。 


6 補正用測定が開始されます。 

Speaker System :各スピーカーの低域再生能力判定 
Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 
Speaker Distance :スピーカーまでの距離を解析 
Standing Wave :定在波の影響を軽減 
Reverb :残響特性の測定 
Aco Cal EQ Pro. :出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって3〜7分程度かかりますので、手順7の画面になる 
__までしばらくお待ちください。_ 

7 [MCACC Data Check 」 の画面が表示された5 
自動測定は終了でず。 

に)測定/設定結果を確認する」にお進みください。 
オートセットアップび終わりましたら、必ずセットアッ 
プ用マイクを本機から抜いてください。 























































まずは®つてみましよう 


2) 測定/設定結ちを確認する 


1.スピーカーシステム 



2.スピーカーの出カレべ J レ 



3.スピーカーまでの距離 



12〜14ぺージの手順1 
<ださい。 


-7を行ってか5似下にお進み 


4^ f ボタンで項目を選んで決定し、測定された内 
容を確認する。 

確認後は戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 

各測定項目について、詳しくは「設定データを確認する」 
(一72ページ)をご覧ください。 



? 設定ボタンを巧して才ートセットアップ (Auto 
MCACC ) を終了する。 

通常動作に戻ります。 


4a3.Speaker Distance 


SBR 

SBL 

SL 

SW 


UiUi'il 

1.50 m 
0.50 m 

固固姐 

因©回 

1.50 m 
5.05 m 

图固 


4 .定在波制御 



己視聴環境の周波数特性 


Data Check 


MCACC 
Ch 

dB 


ィ 

[SBL] 


63Hz 

125Hz 

250Hz 

500Hz 


迟巧を客ゴち g 黄^ 

も Return 


8kHz 

16kHz 

TRIM 


ホームシアタ—入門 
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まずは巧つてみましよう 


スブッ为再生ずる 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再生 


1 

本機、テレビ(モニター)、プレーヤ ー 、ヴブウーファーの電源を入れる。 

(!) STAND 目丫 / ON ボタンを押して電源を日 N にします。 

(サブウーファーは、「ステップ2」の Auto MCACC を行ったときと同じ音量にしておきます。） 

2 

テレビに本機の出力映像が表示されるようにテレビの入力切換を設定する。 

たとえば、本機の MONITOR 日 UT 端テとテレビの「ビデオ1」端テを接続した場合は、テレビの入力を 
「ビデオ1」に切り換えます。 

3 

リモコンの DVD ボタンを押して、本機の入力を 「 DVD 」 にする。 

4 

AUTO SURROUND モード(工場出荷時の設定)にする。 

ディスプレイに AUTO SURROUND と表示されるまで 、 AUTO SURR/STREAM DIRECT ボ'タンを 
押します。 


5 DVD を再生する。 

再生する前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認をしてください。 


① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および96 kHz PCM の音声信号び出力されるように設定してください。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音芦の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(己.1 ch サラウンドまたはドル 
ビーサラウンドなど)を選んでください。 

CD などの場合はステレオに ch ) 再生になります。 


0 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調整ずる。 



STREAM DIRECT 
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フ□ントパネル 


各部の名称とはた5き 



① INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

② む STANDBY/ON 

本機の電源を入/切（スタンノ くイ）にします。 

③ 入カフアンクシヨン切換ボタン 

フ□ントノ V ° ネルおよび IJ アノネルに接続した各機 
器から再生機器を選びます。 

④ リモコン受光部 

「 IJ モコンの操作範囲」を参照してください 
(一下記)。 

⑥ 表示部(フ□ントパネルディスプレイ） 

(一19ぺージ） 

⑥ PHASE CONTR 日 L インジケーター 

PHASE CONTROL モードを ON に言受定してし^る 
とさに点打します。（一43ページ） 

ADVANCED MCACC インジケーター 

MCACC MEMOR 丫の1〜6のいずれかび選択 
されているときに点巧します。（一 4] ページ） 


オーディオ調整機能のに Q 」 び日 FF に設定され 
ている MCACC MEMOR 丫のとをは点打しませ 
ん。（一44ページ） 

DIGITAL PRECISION PROCESSING インジ 
ケーター 

デジタル信号を処理しているとさに点打します。 

HDMI インジケーター 

HDM I ケーブルで接続されている機器び選択され 
ているとさに点打します。 

⑦ MULTI CH IN 

マルチチヤンネルアナ□グ入力を選びます。 

(一己3ぺージ） 

⑧ MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 


リモコンの操作節囲 

本機を IJ モコンで操作するときは、 IJ モコ 
ンをフ□ントパネルの IJ モコン信号受光部 
に向けて < ださい。 



IJ モコンと本機との間に障書物びあったり、 IJ モコン 
受光部との角度び悪いと操作びでさない場合びありま 
す。 

IJ モコン受光部に直射日光や堂光灯などの強い光び当 
たると誤動作することびあります。 

赤外線を出す機器のおくで本機を使用したり、赤外線を 
利用した他の IJ モコン装置を使用したりすると、本機び 
誤動作することびあります。逆にこの IJ モコンを操作す 
ると、他の機器を誤動作させることもあります。 


る部の名祿 
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各部の名称とはた 5 を 


⑨ リスニングモードボタン (— ^37ぺー ジ） 

AUTO SURR/STREAM DIRECT 

オートサラウンド再生とダイレクト再生を切り換 
スます。 

HOME THX 

THX の各モードを切り換えます。 

STANDARD SURROUND 

サラウンドモードの Dolby Pro Logic の各モード 
を切り換えます。 

ADVANCED SURROUND 

アドバンスドサラウンドモードを切り換えます。 

STEREO/A.LC. 

ステレオ再生およびフ□ントサラウンド•アドバ 
ンス再生を切り換えます。 

⑩ PHONES 端子 

へッドホン端テです。（一36ページ） 

⑩ MULTI-Z 日 NE ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチゾーン機能）に使用します。（一89ページ） 

CONTROL 

メインゾーンとサブゾーンを切り換えます。 
ZONE 2で再生する入カフアンクシヨンを選んだ 
り、 MASTER VOLUME ダイヤルで別の部屋の 
音量を調整するとさに使用します。 

ON/OFF 

マルチゾーン機能を入/切します。 

⑩ SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一己6ページ) 

〇 SOUND RETRIEVER ボタン 

ヴウンドレト IJ バー機能の日 N/OFF を切り換えま 
す。（一4己ページ） 

® SB ch PROCESSING 

サラウンドバックチャンネル、またはバーチャル 
サラウンドバック処理の 日 N/AUT 日/日 FF を切り 
換えます。（一42ページ） 

© VIDEO INPUT 端子 

ビデオカメラやゲーム機などのため、前面に備え 
た入力端テです。（一30ページ） 


® iPod DIRECT USB 入力端子 

iPod . またはマスストレージクラスに対応した 
US 己メモ IJ 一を接続して再生することびできます。 
(一49、己1ぺージ） 

⑩ MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアッ 
プマイクを差し込みます。（一12ページ） 
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各部の名称とはた 5 き 


フ□ントパネルデイスプレイ 


(4) (D 


® @ 


⑩ 


rlAUTOj 

PCM 

HDMI 

DIGITAL 

ANALOG 


に R I 


[SL l[ S I SR] 


□□DIGITAL □□HDi 
り TS WMA9 Pro! 
DSD^PCIN/li 


rSBLMSB IISBRI 

(い画))， 


: PHASE CONTROL 1 i DNR 
1 MULTI-ZONEi i DIALOG E ATT OVER 
1 S.RTR がを OUNDi [V.SB 


< — > 


titt 


dB 


CD 

CD-R 


iPod 


DVD TV 
BDP DVR 


VIDEO 

HDMI 


靴 


iSR+ 卜 J 


*6^ ^ ----- ggggg □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


THX ADV；SURROUND i 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


!□□□□□ 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


を）® み扳饭 


愈 


① S に NAL インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類び 
点打します。 

② プ□グラムフオーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号び持っているチャンネルを表示します。 

L :フ□ント左 
C :センター 
R :フ□ントち 
SL : サラウンド左 
S : サラウンド(モノラル） 

SR : サラウンドち 

SBL : サラウンドバック左 

SB ： サラウンドバック(モノラル） 

SBR :サラウンドバックち 

LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect) 〇 
超低音び再生されているとさに （(（ ))] び点打し 
ます。 

⑤ デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点打します。 
DSD^PCM は SACD を PCM に変換しているときに 
点打します。 

④ S . RTRV インジケーター 

ヴウンドレト IJ ノ く一機能び日 N のときに点打します。 
(一4己ぺージ） 

⑥ MULTI - ZONE インジケーター 

マルチゾーン機能び選ばれているとさに点打しま 
す。（一91ぺージ） 

⑥ PHASE CONTR 日 L インジケーター 

PHASE CONTROL モードを ON に言受定してし^ると 
きに点灯します。（一43ページ） 

⑦ 音芦再生用機能インジケーター 

設定されている機能び点打します。 

アナ□グ入力信号のレベルび高すざるときに OVER 
び点打し、その歪みを補正するためにアナ□グ ATT 
機能卜己4ぺージ)び選ばれると ATT び点打します。 


⑧ V . SB インジケーター 

バーチャルサラウンドバック処理時に点打します。 
(一42ぺージ） 

⑨ SOUND インジケーター 

ミッドナイト/ラウドネスモード、または低音/高 
音の調整機能び選ばれているとさに点打します。 

(一44、4己ぺージ） 

⑩ 音量表示 ( dB ) 

現在のを音量レべ J レを表示します。 

音量レベルは、電源を入/切しても保持されていま 
す。信声ミュート時は点滅します。） 

⑩ SR + インジケーター 

フラットテレビとの連動モード時に点打します。 

(一97ぺージ） 

⑩ STREAM D 旧 ECT インジケーター 

ス hU —ムダイレク h モードで DIRECT または 
PURE DIRECT モードび選ばれているときに点打し 
ます。（一38ページ） 

® スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムび点打しま 
す。（一己6ぺージ） 

® リスニングモードインジケーター 

選択されている IJ スニングモードに応じて点好しま 
す。卜37ぺージ） 

© SLEEP インジケーター 

ス IJ ープタイマーび設定されているとさに点なしま 
す。（一己已ぺージ） 

® テコ ード処理インジケーター 

マト IJ ックス-デコード処理時に点打します。 

□□ PRO LOGICIIx :ドルビープ□□ジックII処理 
またはドルビープ□□ジック llx デコード時。 

Neo : 6 : Neo:6 デコード 時。 

⑩キャラクター表示部 

操作中の情報や IJ スニングモードを表示します。 

⑩入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力び点打します。 


何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数秒間点滅する場 
合は、操作禁止を意味します。 


る部の名祿 
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各部の名称とはた 5 を 


リモートコントロール 


アンプコント□ール部とテレビ/他機器のコント□ール部の2つに分類されます。 
本機の IJ モコンは各操作ボタンごとにじ(下のように色分けされています。 

白=アンプコント□ール 
青=他機器コント□ール 


アンブ3ント a —4 



本機を操作するとさに使います。 


AV アンプむボタン 

本機の電源を日 N または日 FF (スタンバイ 
状態）にします。 

アンプ操作ボタン ( AV アンプポタンを 
巧してか5操作します。） 

入力切換：本機の入力を切り換えます。 
デイマー：フ□ントパネル表示部の明るさを 
切り換えます。（一已已ページ） 

ジャンル： 再生中のソースに最適な 
ADVANCED SURROUND モードを自動 
で選択します （ HDMI コント□-ル対応の 
パイオニア製 DVD レコーダーを HDMI で 
接続しているとさのみ。ただし、本機発売 
時点では対応機器びありませんので、この 
機能は使用でさません)。 

MCACC : MCACC MEM 日 RY を選択しま 
す。（一41ページ） 

スリープ：ス U —プタイマーを設定します。 
卜已已ぺージ） 

SR+ :フラットテレビとの連動モードを切り 
換えます。（一99ページ） 

SBch 処理：サラウンドバックチャンネルま 
たはバーチャルサラウンドバックチャンネル 
の日 N / AUT 日/ OFF を切り換えます。 

卜42ぺージ） 

アナ□グ ATT :アナ□グ信号び入力されて 
いる場合、入力信号のレベルび高すざて音 
び歪んでいるとさに押すと聴さやすくなり 
ます。（一已4ページ） 

CH レベル：チャンネルを選択し、 

古/*でレペ I レを調整します。(一77ぺージ） 


AV アンプボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 


マルチゾーン用切り換えスイッチ 

メインゾーンとゾーン2の操作を切り換えま 
す。 


入力機器 

•运) 


DVD BD TV HDMI 

国国国国 

DVR1 DVR2 CD CD-R 

国国国 ■ 

- - l^iPod USB 

グ、入力切換 /" A ァィマー 

a a a 

ジャンル MCACC スリープ 

■■ WM ■■ 

SR+ SBch 処理 アナ □ グ ATT 

a a a 

• V CH レべ J レ f 

回画 



DIRECT A 丄 'c. STANDARD advsurr 

THX が態お認 PHASE 

田 D 


- ^ 音青切換 

回囚囚 I 田 ‘ 

音声 表示 CH 

TV CTRL AV アンプ 

■s —— m 


メイン 




し AV アンプ I 


マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するとさの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 


音量ボタン 

+/- ：本機の音量を調節します。 
消音： 消音します。 


アンプ操作ボタン （ AV アンプボタ 
ンを巧してか5操作します。） 
オーディオ調整： オーディオに関する調 
整を行います。 （一 44ページ） 

ビデオ調整： 映像に関する調整を行いま 
す。（一47ページ） 

設定： システムセットアップを行います。 
(一已9ページ） 


t/4V ◄-/-►/ 決定/戻る：各種設定項目 

の選択/ミ共走/戻る 


アンプ操作ボタン ( AV アンプボタン 
を巧してか5操作します。） 

U スニングモードボタン 
(AUTO/D 旧 ECT、STEREO/A.LC.、 
STANDARD、ADVSURR、THX): 

いろいろな音場効果を加えることびでさ 
ます。（一37ページ） 

状態確認：選択/設定されている機能の情 
報をフ□ントノ くネルディスプレイに表示さ 
せて確認でさます。（一已已ページ） 

PHASE : PHASE CONTROL モードの 
日 N / OFF を切り換えます。（一43ぺージ） 
音声切換：入力信号の種類(アナ□グ/デ 
ジタル/ HDMI など)を切り換えます。 

(一36ぺージ） 
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各部の名称とはた 5 き 


テレビ/他機器コントロー 



テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について、詳しくは 「iJ モコンで他機器を操作する」卜87ぺージ)をご覧ください。 


数字ポタン 

トラック、チャプター、チャンネル選択に 
使用します。 

ミ夫定： 入力した数字などをミ夫定します。 


テレビ基本操作ボタン 

(1) :テレビの電源を入/切します。 
入力： テレビの入力を切り換えます。 

チヤンネル +/- :テレビのチヤンネルを 
切り換えます。 

音量 +/— ： テレビの音量を調節します。 


TV CTRL ボタン 

テレビのプ U セツトコードを TV CTRL ボタ 
ンに割り当てると、お手持ちのテレビを「テ 
レビ基本操作ボタン」で操作することびでさ 
ます。（一8已ページ） 


AV アンス 


入力機器 


DVD BD TV 

□ □に 

DVR1 DVR2 CD 

□ □に 


HDMI 

CD-R 

□ 

iPod USB 



SR+ SBC 護 アナ□グ ATT 

a a a 


テレビ昼本操作 

〇 〇 

チヤンネル 音量 

n A 


消音 

□ 


巧-ディ澗！ ビデオ 

ツール m 



AUTO/ STEREO/ BD メ Za_ 
DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 

THX 状態 51 認 PHASE 

田■田 

音声切換 

音青 表示 


f UM 

lJ[ZH±] 


TV CTRL AV アンプ 

□ 


晒 

メインこ了—ゾーン2 

八 oiieer 

にぶ?■アンプ I 


入力機器むボタン 

他機器の電源を入/切します。 


LED ランプ 


メニューボタン 

各機器のメニュー画面の操作などをします。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能の切 
り換えなどをします。 


る部の名祿 
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各部の名称とはた 5 を 


リア八。ネル 



© 

©© 

©© 

MONITOR 

© 

『 

m 

TV CAT 

DVR1 

DVR2 


ZONE 2 

m 

mm 

mm 


OUT 

戀 




CDOMT 



MULTI CH IN 

FRONT CENTER SURROUND SURROUND BACK 

參參參戀 


NENT VIDEO 
INB 


I 


CD 

CENTER 


Cl 


な 


3 








① HDMI 入出力端子卜 27 ページ） 

② デジタル音芦入力端子卜 33 ページ） 

端テに表示された機器と違ラ機器を接続するとさは 
デジタル音声入力の設定び必要です。 （^81 ページ) 

⑤ 光デジタル音芦入出力端子 (^33 ぺージ） 

端テに表示された機器と違ラ機器を接続するとさは 
デジタル音声入力の設定び必要です。 （^81 ページ) 

④ R5-232C 端子 ( 一 69 ページ） 

PC と接続するための端テです。 

⑥ コント □ ール入出力端子 ( 一 93 ページ） 

⑥ マルチゾーン用旧入出力端子 (^93 ぺージ） 

⑦ 12 VTR に GER 端子 ( 一 100 ページ） 

⑧ アナ □ グ音芦入出力/ビデオ入出力端子 

( 一 28 〜 30 ぺージ） 

⑨ マルチチヤンネル入力端子卜已 3 ぺージ） 

⑩ スピーカー 端子 

スピーカーインピーダンス6 〇〜16 〇のスピー 
カーを使用でさます。 （6 〇〜8 0未満のスピー 
カーを使ラ場合は設定を変更してください。） 

(一2已ぺージ） 


⑩マルチゾーン映像 / 音芦出力端子卜 89 ページ） 

⑩コンポーネントビデオ入出力端子 ( 一 31 ページ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接続 
するとさはコンポーネント /D4 入力の設定び必要で 
す。（一81ページ） 

@ アナ □ グ音芦入出力端子 ( 一 32 ページ） 

@ プリアウト端子 ( 一 32 ページ） 

© D4 ビデオ入出力端子 ( 一 31 ぺージ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接続 
するとさはコンポーネント /D4 入力の設定び必要で 
す。（一81ページ） 

® AC IN5S 子 ( 一 34 ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 

⑩ AC アウトレット予備コンセント ( 一 34 ページ） 
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各部の名称とはた 5 き 
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各機器の接続 


機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

注意 


スピーカーの巧続 


じ(下のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウーファー 
を接続することをお勧めします。 

己. Ich のスピーカーセットを接続するとさは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R および PRE OUT の 
SU 己 WOOFER に接続して < ださし 、 SURROUND L / R を接続せずに SURROUND 己 ACK に接続すると正し<動 
作しないことびあります。 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするときは「フ□ントスピーカーを高品位接続する」（一88ページ)をご覧 
ください。 



I SPEAKER ( スピーカー）端子 


① 


10 mm 

ar 




①線をねじる。 

③スピーカー端テを緩め、スピー 
カーコードを差し込む。 

③スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくは、プラグ 
の説明書をお読み < ださい。） 
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A 

ま意 


• 公称インピーダンスび6 n 〜1巨 n のスピーカーをご使用ください。 

本機では、スピーカーインピーダンスの設定を変更することびでさます。工場出荷時は8 n 〜16 n ですび、 
お手持ちのスピーカーび6 nlU 上8 n 未満の場合は、設定を変更してください。詳しくは、「スピーカーイ 
ンピーダンスの切り換え」（一2已ページ)をご覧ください。 

• スピーカーと本機の®および©端テどうしを正しく接続してください。 

• スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していないこと 
を確認してください。芯線び IJ アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電源び 
スタンノ くイ状態になることびあります。 













































































































モニター TV とスピーカーの 位置関係 


各機器の接続 




フ□ント 

スピーカーも (R) 
\ン^のード - 

サブウーファー (SW) 


センター 
スピーカー (C) 

フ□ント 

スピーカー左 (L) 


サラウンド 
スピーカー左 (SL) 



フ□ントスピーカーはテレビから等距離になるように 
します。センタースピーカーはモニター TV 画面にお 
いちびセ IJ フなどび自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビび色ズレ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 


サラウンド 
スピーカーち (SR) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


A 


センタースピーカーをテレビの上に 
設置するとさは、適切な方法で固定 
してください。固定しないと地震な 
どの外部の振動により、スピーカー 
び落下してケガをしたり、スピー 
カーを破損する原因となります。 


サラウンドパック 
スピーカーを (SBL) 


スピーカーの配置について、詳しくは「スピーカーの配置について」 
(一1日1ぺ-ジ)をご覧ください。 


m 

続 


ス ピーカーインピーダンスの切り換え 


すべての接続が終了してか5行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、6 上8 n 未満と8 n 〜16 n の2通りあります。お手持ちのスピーカー 
び6 〇1；(上8 n 未満の場合は下の手順で設定を変更して<ださい。（工場出荷時は8 n 〜16 n に設定されて 
います。） 



1 本機をスタンバイ状態にする。 


2 



SPEAKERS ボタンを巧しなが5 
cl) STANDBY / ON ボタンを巧ず。 

スピーカーインピーダンスの設定び 

再度、設定を変更したいとさは手順 
1からやり直してください。 



スピーカーインピーダンスび8 n 〜16 n の場合 


スピーカーインピータンスび6 n じし b 8 n 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器の接続についてい V 0 イオニアビデオコン/ v — ター) 


本機は、入力された映像信号を HDM 陆力端テから出力できるビデオコンバーターを搭載していますので、拾 T の 
ように映像コードの組み合わせを選ぶことびできます。备接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」(一 
108 ぺージ)をご覧ください。 


映像をテレビに表おする 

ソース機器からの映像信号について、出力可能な出力端子は下のとおりです。 


ソース 機器 


本機の 
映像入力へ 



ソース 機器との接続端子 


テレビ モニターとの 接続端子 


A 

高画質 



映像を録画する 


ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


B 巧像コードの組み合わせ 


録画機器 
ソース 機器 \\ 

ビデオ 

(コンポジット） 

5ビデオ 

コンポーネント 
または D4 ビデオ 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

X 

X 

5ビデォ 

X 

〇 

X 

コンポーネント 
または D4 ビデオ 

X 

X 

X 


映像出力から 



録画機器 
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接 

続 


HDMI 対応モニター 
(フラッ h テレビなど） 


し HDI 


〇 


HDMI 対応機器 


HDMI IN に接続した HDMI 機器を再生するときは、 HDMI ボタンまたは入力切換ボタンで本機の入力を HDMI 
IN に切り換えます体体の INPUT SELECT 日 R でも選ぶことびできます)。また 、 HDMI IN に入力された映 
像/音声信号を他の入力に割り当てることびできます。詳しくは、入力の設定 （Input Setup ) (一 8] ページ) 
をご覧ください。 


本機は、 HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DV 臟器によっては 
正常に動作しない場合びあります ( HDCP に対応していない DVI 機器(パソコンのディスプレイなど)には接続 
でさません)。 

本機の HDMI インターフェースは1；(下の規格に基づいて設計されています。 

• High-Definition Multimedia Interface Specirication 

HDMI 、 HDMI □コ '、 および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商標また 
は登録商標です。 


r . システムセットアップなどの日 SD 画面を表示するには、本機の映像出力端子とテレビの入力端テを HDMI ケーブルまたはビデオ I 
コードで接続してください。 

. HDCP に対応していない機器を接続すると 「HDCP ERR 日 R 」 と表示されます。 HDCP に対応した機器を接続したときにちこの表示 
び出ることびありますび、映像びとざれなく出力されれば不具合ではありません。 

. SACD 、 ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 、 DTS-HD Master Audio 信号にも対応しておりますび、出力機器びそれらの 
フオーマットに対応している必要びあります。 


各機器の接続 


HDMI 巧旅機器の巧続 


HDMI とは、 High-Definition Multimedia Interface の略です。パソコンディスプレイなどで使われている 
DVKDigital Video Interface ) 端テを拡張した、テレビ向けのデジタルインターフエースの規格です 。 HDMI 
対応機器と HDMI 対応のフラットテレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音声（ドル 
ビーデジタル（ドルビーデジタルプラスやドルビー TmeHD も含む )、 DTS ( DTS-HD Master Audi 日も含む)、 
MPEG -2 AAC 、 SACD または IJ ニア PCM ) を1本のケーブルで伝送できます。接続には HDMI ケーブルを 
お使いください。 

HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能び働きませんので、必ず HDMI 日 UT から HDMI 
対応のフラットパネルディスプレイなどに接続してください。 
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各機器の接続 



- ③和 

Y ^ 

TV (モニター)の1つの入力に、 S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数同時に接続すると、映像び乱れたり巧く映 
ることびあります。詳しくは 、 TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


DVD プレーヤーの巧続 


「映像機器の接続について」卜26ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一1日8ぺージ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一27ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続す 
るときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」（一31ページ)をご覧ください。 


VSA -1018 AH 



TV (モニター)の接続 


「映像機器の接続について」卜26ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一1日8ぺージ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一27ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続す 
るときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」卜31ぺージ)をご覧ください。 

VSA -1018 AH 
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ブルーレイデイスクプレーヤーの接続 


各機器の接続 



VSA -1018 AH 


HDMI 端テで接続します。 


综 li 


COAXIAL 

结 1! 口-曰 

巧 

VIDEO IN 

© 

© 

靈 © 


© 

OUT 

m 

COMPONENT 

mi 

(DV?) (^) 

RS-232C む 

"藻 

m 

mm 

mm 

m 


mi 

' 捕寒 ) 

臀 

ご。 N. 

DVD 

AUDIO 

IN 

TV SAT 

IN 

DVR1 

OUT IN 

DVR2 

OUT IN 


ZONE 2 

OUT 

mi 

IN I 


IN 日向 I 

(DVR1) I W| 

INB 向 I 

(DVR2) I W| 


IT 圃 




"口補 
00獲） 


扣 m 品 AX) 


Ip 


m 


m 


mm 


mm 


FRONT CENTER SURROUND SURROUND BACK 

mmmm 

參胃參參 


SPEAKERS 

凸— 

o 


m 


m 


禱禱 

禱禱 


VSA -1018 AH 
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続 


地上デジタル/衛星チユーナーの接続 


「映像機器の接続について」（一26ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一108ぺージ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「HDMI 対応機器の接続」（一27ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続す 
るときは「映像信号の]ンポーネント /D4 ビデオ接続」卜31ぺージ)をご覧ください。 

f \/IPEG-2 AAC 信号を再生するにはデジ1 

タル接続び必要です。 

光ファイノ くーケーブルを取り扱うとさは 
急な角度に折り巧げないで < ださい。 

端テの向さを合わせて差し込んで < だ 
さい。 



f 同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、図と異なる場合は入力の設定 (Input Setup ) び必要です 1 

(一 8] ぺージ)。 
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各機器の接続 


DVD レコーダーやビデオデツキの接続 


「映像機器の接続について」卜26ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一1日8ぺージ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一27ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続す 
るときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」卜31ぺージ)をご覧ください。 

録画することを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに統 
一して接続する必要びあります。また音声信号についてちアナ□グ接続する必要びあります。 



前面端子を使った接続 


フ□ントパネルの VIDE 日 INPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、入カファンクシヨ 
ン選択で VIDE 日を選んでください。 



f ポータブル DVD プレーヤーなどは、専用の接続コードび 
付属している場合びあります。詳しくは、接続する機器の 
取扱説明書をご覧 < ださい。 


30 


















































































































SURROUND BACK /回 


禱禱 0 


AC OUTLET 

ご注意： 

テレビやモニターは 
接爲しないで < ださい。 
■ 连&100 W な下 


QFd 


era 參 


1參 

"RIGGER 

"PUT 2 寒 ) 
:V — TOTAL 
mAMAX) 


R SURROUND SURROUND BACK 


參參參參 
參^參參 



VSA-1018AH 


地上デジタル/ 
衛星チューナー 


コンポーネント入力端子と D 入力端子を同時に接続することはでさません。 

お使いの機器に合わせて、どちらか一ちのみ接続してください。 

映像び乱れる場合は COMPONENT VIDEO MONITOR 日 UT 端子と D 4 VIDEO 日 UT 端子のどちらか一方のみ接続してくださし、。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定び必要な場合びあります。 


各機器の接続 


映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続 


コンポーネント端テや D 端テで接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端テで接続したとさよりち高品位な映像 
品質をお楽しみいただくことびでさます。「映像機器の接続について」（^26ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決 
めてください。各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一1日8ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは、入力の設定 (Input Setup ) び必要です(一81ページ)。 

録画することを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに統一 
して接続する必要びあります。また音声信号についてわアナ□グ接続する必要びあります。 
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個 
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E 2 補 

參 


1參 

V TRIGGER 

"PUT 2 樣 ) 
!V - TOTAL 
imAMAX) 


R SURROUND SURROUND BACK 


售參參參 
。參參參 


1 pUTPUfj 


CD プレーヤー 



カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場合びあります。これはアンプのトランスによるリー 
ケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるをのです。このよラなとさには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してくだ 
さし、。 


プリアウトを使ったパワーアンプの接続 


サラウンドバックシステムの設定(一62ページ)と連動して、 PRE 日 UT 端テの SURROUND 己 ACK から出力され 
る音声わ'似下のように変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はごを意ください。 

[ Normal ] のとき：サラウンドバックチヤンネルの音声 
Speaker B ] のとき：ダウンミックスされた 2 ch の音声 
[Front 己 i - Amp ] のとき：フ□ントチヤンネルと同じ音声 

[ZONE 2] のとき： ZONE 2で選択されている入カフアンクシヨンのアナ□グ 2 ch の音声 (Z 日 NE 2日 N のときのみ) 


この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ U ューム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない場合びあります。 


各機器の接続 


アナ□グ音声機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや CD レコーダーでは、さらに「デジタル音声機器の接続」（一33ページ)もでさ 
ます。 
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デジタル音声機器の接続 


各機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続び必要です。接続は同軸ケーブルまたは光ファイバー 
ケーつ') レで行います （ 1つの機器に対してどちらか一ちのみで接続します)。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一1日8ぺージ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 対応機器の接続」卜27ぺージ)をご覧ください。 



お 

続 


f . どのデジタル入力端テをどの機器に使用するかは自由に変更することびでさます。工場出荷時の設定0」アパネル表記）と異なる接 
続を行う場合は入力の設定 (Input Setup ) 卜81ぺージ)び必要です。 

. HDMI 入力端テから入力した信号はデジタル出力端子からは出力されません。 
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各機器の接続 


FRONT CENTER (Single) PRE OUT 

mmmm 

BBaS SURROUND SURROUND BACK 



VSA -1018 AH 


幅の広い側 


つ [ 


四 


AC IN |/| 


テレビやモニターは 
を続しないでください。 
-運動100 vm 下 


D 


mm 


① 

巧につなぐ 



② 

最後につなぐ 


モ備コンセント ( AC 日 UTLET ) の接続 


禮動100 wm 下] 

本機の電源スイッチの ON / STAND 目丫 （ OFF ) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を日 N /0 FF できます。 
接続した機器の消費電力び10日 W を超えないようにしてください。 


A * 消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよう 
な電気器具(暖房、アイ□ン、テレビ、トースター、ドライヤー 
を育 など)は絶対に接続しないでください。機器の故障や乂災の 

"" 恐れびあります。 

. 表示されている消費電力び本機のパネル表示値より少な< 
てをテレビ、サブウーファー、パワーアンプは接続しないで 
ください。電源を入れたとさや大さな音で再生する場合に 
大さな電流び流れ、本機の故障の原因となることびあります。 


AC OUTLET 

ごを意： 

テレビ やモニターは 


r — 里画 

t 

巧100 WL ソト 

3 

1 

I 


源コードの接続 


すべての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 1日日 V )に接続します。 

電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めします。下図のように電源 
プラグの N マークの ある側を コンセントの 幅の広いち（アース側）に合わせて差し込んでください。 


A . 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属しているコード情流容量1己 A 、 機器側 3 P プラグ 
インソケット方式)似がの電源コードはご使用にな5ないでください。 

警告.本機の AC INLET のアース端テは本機のシヤーシに接続されていません。 


電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び入ります。この際、15砂間の HDMI に関する初期化動作を行います。初期化中 
は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください。 「 HDM ロント□-ルモードを設定 
する （HDMI Control Setup )」 （一9已ぺージ)を「日 FF 」 にすることで、この処理は行われなくなります。 

旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。長期間、電源コードを抜 
いた状態でち、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 

電源コードを抜くとさは必ず本体をスタンバイ状態にしてください。 







~暴參參 


i 參參參 
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基本再生 


アンプか6音を出す〜基本再生〜 


接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、「音声入力信号の切り換え」(一36ページ)で入力信号を選んで、 
「 IJ ス ニン グ モー ドでいろいろな音を楽しむ」 （一 37ページ)で IJ ス ニン グ モー ドを選ぶことび主な操作です。 


2 - 

4 

4 - 


入力機器 

• 透 ) 


DVD BD TV HDMI 

国国国国 

DVR1 DVR2 CD CD-R 

卵 ■ ■ ■ 


グ■、入力切換グ、^ 

a a 

ジャンル MCACC 


回 

スリーブ 

I 4 I I 。5 I 「6 I 

SR+ SBcWi アナ□グ ATT 

已山山 


r ° 1 I 〇1 I ミ夫定 1 



才ーディ澗整 


ビデオ！！ 


1 再生する機器の電源を入れる。 

2 

AV アンプ 

© 

本機の電源を入れる。 

(本体の場合は、 6 STANDB 丫 / ON を押します。） 

3 

AV アンプ 
□ 

リモコンをアンプ操作モードにする。 


4 


グ、入力切換 

1112 


DVD BD TV HDMI 

□ □ □ □ 

DVRl DVR2 CD CD-R 

□ □ □ □ 


iPod USB 

□ 


再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切 
り換わります(本体の場合は INPUT 
SELECTOR で選択します)。 

マルチコント□ールボタン(本体の場 g 
合は入カフアンクシヨン切換ボタン）生 
で直接選択することわでさます。 

また、必要に応じて音声入力信号の種 
類を選びます。「音声入力信号の切り 
換え」（一36ぺ-ジ） 


3 


凶 


凶 


AUTO/ STEREO/ BD メニユ ー 

DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 

THX / ィ入抵把疏 rnaoc 

口【巳三 □ 回 

_ _ _音声切換 

I … I 「11 I I ■ I 厂 …I 

音亩 表示 CH 

n □ [ ZHI ] 

TV CTRL AV アンプ 

- s —— m 


—— 5 



A.LC STANDARD advsurr お好みのリスニングモードを選ぶ。 
® [1] 13 「 u ス ニン グモードでいろいろな音を 
(3 楽しむ」（一37ぺージ） 


6 再生機器の再生を開始する。 


7 音量を調節する。 

+ -80 dB 慮ル値)から+12服（最大値)の 

——:範囲で調節でさます。 

■ (本体の場合は 、 MASTER VOLUME で調節 

します） 

消音 一時的に音を消したいとさは、消音ボタンを 

_I 押します。もう一度押すか、音量を調節する 

ことで解除します。 


1^ AUTO/ 
DIRECT 

IhddI 


f 音量について 

MCACC などにより正確にチャンネルレベルを補正した場合、日 d 目び映画 
館での再生音量とほぼ同等になります。 

(日 dB は大音量です。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願いします） 


本機の巧応フォーマット 

. デジタル(光/同軸)入出力端テ経由の対応信号： 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 MPEG -4 AAC、WMA 9 Pro、PCM 
(サンプ U ング周波数: 32 kHz 、44.1 kHz 、 48 kHz 、88.2 kHz 、96 kHz ) 

. HDMI 端テ経由の対応信号； 

上記のすべて、ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタルプラス、 DTS - 
EXPRESS 、 DTS-HD Master Audio ' SACD および DVD 才ーディオ 
(192 kH 治む） 
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基本再生 


音声入力信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびできます。 


〔HDD I [DVD I I 〇 I I : >c] 
THX 状態確認 _ PHASE 

を い ► n r 一 1 

囚日囚田- 

音青 表示 CH 

□ □ CEHI ] 

rv CTRL AV アンプ 

□ m — 

晒 

メ斗ンーゾーン2 

Pioneer 

[ AV アンプ) 


2 


2 


AV アンプ 


音声切換 



リモコンをアンプ操作モードにする。 


再生したい入力信号を選択ずる。 


音声切換ボタンを押すたびに、下のように 
切り換わります。ただし、 「 HDMI 」 は入力び 
HDMI 1 または HDMI 2 のとさのみ選択できま 


す。 


AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL 
- PCM «- HDMI «- 


• AUTO にしたとさは、 HDMI 一 DIGITAL 一 
ANALO G の優先順位で自動的に入力信号 
を選択します。 

• AUT 日び選択されていると CD などの PCM 
音声を再生したとさに巧の頭び切れること 
びあります。その場合は PCM を選択して 
<ださい。 

• PCM 選択時は、 PCM 音声のみ出力します。 
PCM 音声専用のため、 PCIVLLil 外の信号 
では音び出ずにノイズび出ることびありま 
す。 

• HDMI 選択時、「 HDMI 音声出力の設定」 

4己ぺージ)で 「 THR 日 UGH 」 を設定してい 
ると、音声は本機からではなくテレビから 
出力されます。 



ベッドホンで聴< 



1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 



36 





























































甚本再生 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


再生機器からの信号にし巧いろな音場効果を加えることびできます。 


DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 


THX 

田 


:]因 


凹囚 LfJ 凶 


音声 表示 

□ □ 

TV CTRL 


CH 

izra 

w 了、パ 


晒 

ン—シ 


-2 



|バ 

E コン 

THX i 

◄◄ 

AUTO/ 

DIRECT 

HDD I 

STEREO 

A.LC. 

(DVD 

/ 

STANDAR 

ID ADVSUF 

乂 

旧 

本体 

AUTO SURR/ HOME 

STREAM DIRECT THX 

o o 

STANDARD ADVANCED STEREO/ 

SURROUND SURROUND A.LC. 

o o o 


AV アンプ 

~リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを押すたびにモードの 
種類を切り換えて選択でさます。 

それぞれの U スニングモードについて iU 下の設定 
び選べます。 


モードのタイプ 


ボタン 

概要 

選択肢 

用途 


r 



■2 ch 信号入力時 



u モコン 


皿杆〇 Logic llx MOVIE+THX 

映画 



TMY 

映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自技術 

□□Pro Logic+THX 

ちい映画 


1 


1 

を付加することで、映画館や収録スタジオの音場び再 

Neo :6 CINEMA+THX 

映画 


1 

◄◄ 

1 

現されます。 

皿 Pro Logic llx MUSIC+THX 

音楽 




* THX 時は、「オーディオ調整機能」の一部使用び制 

Neo :6 MUSIC+THX 

音楽 

HOIVF 



限されます。 

□□Pro Logic llx GAME+THX 

ゲーム 





THX SELECT 2 GAMES 

ゲーム 

THX 

本体 

入力信号や設定により、 IJ スニングモードの選択 

■マ >1 レチチャンネ j レ信号入力時 





肢び変わります。 

THX Surround EX 

映画/音楽 



HOME 


□□Pro Logic llx MOVIE+THX 

映画 



THX 


THX SELECT 2 CINEMA 

映画 



o 


□□Pro Logic llx MUSIC+THX 音楽 





THX SELECT 2 MUSIC 

音楽 





THX SELECT 2 GAMES 

ゲーム 





■2 ch 信号入力時 



u モコン 


皿 Pro Logic llx MOVIE 

映画 





□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 


blANUAHU 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 

皿 Pro Logic llx GAME 

ゲーム 


1 

な 


2 ch ソースはマトリックスサラウンド•デコードをします。 

□□Pro Logic 

ちい映画 




入力信号や設定により、 IJ スニングモードの選択 

Neo :6 CINEMA 

映画 

STANDARD 



肢び変わります。 

Neo :6 MUSIC 

音楽 

SURROUND 

本体 


Neural THX 

音楽 


STANDARD 


■マ j レチチャンネ j レ信号入力時 



SURROUND 


皿 Pro Logic llx MOVIE 

映画 





□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 



o 


Dolby Digital EX 

映画/音楽 





DTS-ES 

映画/音楽 





DTS Neo : 目 

映画/音楽 
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基本再生 


モードのタイプ 


ザタン 



概要 

選択肢 

用途 


U モコン 




ACTION 

DRAMA 

SCI-FI 

アクション映画 
ドラマ 

S 刊央画 


ADVSURR 





乂 




MONOFILM 

ENT.SHOW 

EXPANDED 

TV SURROUND 
ADVANCED GAME 
SPORTS 

CLASSICAL 

ROCK/POP 

UNPLUGGED 

EXT.STEREO 

PHONES SURROUND 

ちい映画 
ミュージカル/映画 
映画/音楽 

TV 放送 

ゲーム 

スポーツ 

クラシック 

音楽 

アコースティック 

音楽 

ヘッドホン使用時 

ADVANCED 

SURROUND 

本体 

ADVANCED 

SURROUND 

◎ 

了」— r ) 妙王主こノバイーノ’づ出日ん》す又川 ij で祀 1 のロイ J じ/し 

サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択び巧能です。 

(デコード処理を変更することはでさません。) 


U モコン 







STEREO / 

A . LC . 






1 

DVD 

1 

すべての信号を 2ch (最大2.] ch) で再生します。 

STEREO 

A. しじ 

F.S.SURR FOCUS 
F.S.SURR WIDE 

をぞ 

映画/音楽 

映画/音楽 

映画/音楽 

STEREO/ 

A.LC. 

型 

STEREO / 

A . LC . 

◎ 

通常のステレオ再生とフ□ントスピーカーとサブ 
ウーファーのみでヴラウンド再生を行ラフ□ント 
サラウンド•アドノ (ンスの選択が可能です。 


U モコン 

1 





AUTO 

SURROUND/ 

STREAM 

DIRECT 

AUTO / 

DIRECT 

HDD 

本体 

入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて、再生チヤ 
ンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時は AUTO SURR 日 UND び選ばれています） 

AUTO SURROUND 
DIRECT 

PURE DIRECT 

すべてのソース 
すべてのソース 
アナ□グ信号、 
PCM ソース、 
SACD 

AUTO SURR / 
STREAM DIRECT 

◎ 





より詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」卜109ぺージ)をご覧ください。 
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甚本再生 


HOME THX および STANDARD SURROUND モードについ 
て 

下の4つの要素び複雑に関係するため、選択肢は場合によりさ 
まざまに変化します。 

「リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」(->109 
ページ）に組み合わせ表びあります。 

. サラウンドバックシステムの設定(一62ページ） 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したヴラウンドバックスピーカーの本数（^7已 
ぺージ） 

. S 目 ch 処理の設定(一42ページ） 

• 皿 Pro Logic は、最大已 .1 ch までの出力となります。 

. サラウンドバックスピーカーび]本の接続（設定）の場合、 
已 . Ich 信号入力時でも [XlPro Logic llx MOVIE は選択でき 
ません。 

. へッドホン挿入時は HOME THX モードを選択することびで 
さません。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

• 言羊しくは 、 「ADVANCED SURR 日 UND モードの種类頁と効 
果」（一]] ] ページ)をご覧ください。 

STEREO モードにこ)し、て 

. 設定や入カソースにより、サブウーファーからち音び出力さ 
れる場合びあります。 

A . LC . けートレべルコント□-ル）について 

. A . LC . (オートレベルコント□ール)を選択すると、ポータブル 
才ーディオプレイヤーなどに録音された音楽ソースごとの音 
量差を、本機で自動的に均一にしてステレオ再生します。 

FRONT STAGE SURROUND (フ□ントサラウンド•アドバ 
ンス）について 

F . S.SURR FOCUS または F . S.SURR WIDE を選ぶ(ことで、左 
ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで自然なヴラウ 
ンド再生を行います。それぞれの効果は!; TF のとおりです。 

. F . S.SURR FOCUS : 臨場感のある自然なサラウンド効果び 
得られます。フ□ントスピーカーから等距離の直線上(前後 
は移動可能)で視聴してください。 


. F . S.SURR WIDE : F 0 CUS モードよりも横に広い範囲でヴ 
ラウンド効果び得られます。お二人で横に並んで視聴する 
ときに便利ですにの場合 、 Auto MCACC (一 12ぺージ)で 
オートセットアツプを行うことで、より自然なサラウンド効 
果び得られます)。 


FOCUS ( おすすめ） WIDE 



AUTO SURROUND/STREAM D 旧 ECT モードについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル 

数を自動的に選択します。 

. CD などの 2 ch 信号入力時 
^ステレオ再生 

• Dolby Surraund 信号入力時 
一皿 Pro Logic llx MOVIE など 

. デジタル5.] ch 信号入力時 
一 Dolby Di 呂 ital 、 DTS など 

• 6.1 ch 再生検出信号付さデジタルマルチ ch 信号入力時 
一皿 Pro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX 、 DTS-ES 

「AUTO SURROUND 」、 の旧 ECT」、「PURE D 旧 ECT 」 の 3 種 

類について、詳しくは r リスニングモードの詳細と出カチャンネ 

ル数の一覧」（一109ぺージ)をご覧ください。 

.PURE DIRECT モードでは、 Speaker 巨からは音わく出ませ 
ん。 

.PURE DIRECT モードで PCM し U 外のソースを再生すると、再 
生直前にノイズび出ることびあります。この場合は D 旧 ECT 
か AUTO SURR 日 UND にすることをお勧めします。 


再 

生 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、をとの信号に変換させる技術です。また、 2 ch の音源をマル 
チ ch 化させたり、已 .1 ch 信号を 6.1 ch や 7.1 ch に伸長させる技術もデ〕ード（マト U ックス•デ〕ード）と呼ぶことびあります。 
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基本再生 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能が応表 

下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容び対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は対応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを表 
します。 



AUTO SURR 

STREAM DIRECT 

DIRECT 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号 
入力時 

圧縮音声 
入力時 

PCM/DSD 
入力時 

Speaker Setting 

〇 

〇 


〇 

〇 

Channel Level 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Speaker Distance 

〇 

〇 


〇 

〇 

Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 


(OFF) 

(OFF) 

Standing Wave 

〇 

〇 


(OFF) 

(OFF) 

PHASE CONTROL 

〇 

〇 


(OFF) 

(OFF) 

X-Curve 

〇 

〇 


(OFF) 

(OFF) 

サウンドディレイ、才ートディレイ 

〇 

〇 


〇 

O 

ノ、ィビット 

〇 

〇 


(OFF) 

(OFF) 

アナ□グ ATT 

〇 

〇 


- 

- 

DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 


(OFF) 

(OFF) 

サラウンドバック ch 処理 

〇 

(AUTO) 


(AUTO) 

(AUTO) 

ノ '；’ー チヤルサラウンドノむ/クモード 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

(OFF) 

デジタルノイズリダクション機能 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

(OFF) 

ミッドナイト/ラウドネスモード 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

(OFF) 

低音の調整/高音の調整 

〇 

(0 犯） 


(0 dB) 

(0 dB) 

ダイア□グエンノ \ンスメント機能 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

(OFF) 

ダイナミックレンジコント □— J レの設定 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

- 

LFE アッテネーターの設定 

〇 

O 


O 

O 

SACD ゲインの設定 

〇 

o 


- 

o 

サウンドレトリバー機能 

〇 

(OFF) 


(OFF) 

(OFF) 

センターイメージの調整 

〇 

O 


O 

- 


* 1アナ□グ信号び、 DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 (ANALOG DIRECT ) 


. DIRECT と PURE DIRECT モード選択時は、 S 巨 ch 処理を ON に言受定する 
ことびできません。この場合、 AUT 日または日 FF び選択されるため 、 AUTO 
SURR 日 UND とはデコード状態び変わることびあります。詳しくは「リスニン 
グモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」(一1日9ぺージ)をご覧ください。 
. マルチチャンネル信号入力時、すべてのスピーカーから音を出したいとさは 
AUTO SURR 日 UND モードにして、 S 巨 ch 処理を ON に言受定することをお勧 
めします。 
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いろいろながミ兄に合わせた機能を選が/調壁する 

いろいろな m 巧ごとに最適な音場補正の設定を選択する 


基本再生 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で、あらかじめ設定した音場補正 (MCACC MEM 日 RY ) を選択します。 



AV アンプ 

一— リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 Mc ^ MCACC MEMORY を選ぶ。 

I 。5 I 押すたびに MCACC MEM 日 R 丫び切り換わり 
ます。 

MCACC MEMORY ]〜6のいずれかを選択 
しているとさは 、 ADVANCED MCACC イ 
ンジケーターび点打します。 


. スピーカーシステムの設定は、すべての MCACC MEM 日 RY で共通の設 
定です。 

. 工場出荷時は日 RY 1」 に設定されています。 

. MCACC ボタンを押してから知/马ボタンで選ぶことちでさます。 


再 

生 


. ヘッドホン使用時には効果びありません。 


いろいろながミ兄に合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 

MCACC では IJ スニングポジションにおける音場補正を行うので、映画を観る位置とゲームをする位置、音楽を聴 
くとさのソファーの位置など、それぞれの IJ スニングポジションに応じて異なる補正を行う必要びあります。各ポ 
ジションであらかじめ音場補正された、それらの MCACC MEM 日 R 丫を選択することで、最適なサウンドをお楽し 
みいただ< ことびでさます。 

活用例 

たとえば、下の状況に応じた音場補正をそれぞれの MCACC MEM 日 RY へ事前に設定しておさ、 MCACC ボタン 
を押して MCACC MEM 日 R 丫を合わせるだけで、それぞれの状況に応じた音場補正び適用されます。 

• 映画はモニターから離れた位置で観たい 
• ゲームはモニターのお<で楽しみたい 

• 普段の IJ スニングポジションとは違5位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順例 






















































昼本再生 


サラウンドパック ch 処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理を切り換えます。また、ヴラウ 
ンドバックスピーカーを接続していないときは、仮想のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目はじ(下のと 
お0です。 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 

SBch OFF: サラウンドバック ch へのデコード処理は行わず、サラウンドバック ch から音声は出力されません。 
SBch ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理を付加するため、最大の出カチャンネル数でお楽しみ 
いただけるモードです。 

SBch AUTO: 入力信号の種類を検出し、サラウンドバック ch 信号を検出したときのみサラウンドバックスピー 
力一からデコード処理された音声を出力します。 ソフトに最ち忠実な再生となります。 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとき 

Virtual SB OFF ： 仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出しません。 

Virtual SB ON : U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出します。 

Virtual SB AUTO: 入力信号や U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出します。 
入力信号、 IJ スニングモードの種類や組み合わせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力び異な 
ります。詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（一1日9ページ)の表をご覧ください。 


SR+ SBch 娜1 アナ□グ ATT 

の — 

_ CH レべ J レ _ 

「。 I 「0] n 夫定1 
10 11 12 


2 


音声 表示 CH 

□ □1ZHD 

TV CTRL AV アンプ 

□ ■ - 1 

晒 

メインー'^―ゾーン2 



AV アンプ 

リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 犯曜 SBch 処理モードを選択する。 

I 8 ボタンを押すたびに、 ON と AUTO および 

日 FF び切り換わります。 



再生中にスピーカーの出カレベルを調整する 


再生している音を聴きなびら、チヤンネルごとに出カレベルを調整でさます。 
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AV アンプ 

~リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 スピーカーの チヤンネルを選択する。 

1け ディスプレイに 「L ◄ +0.己服►」などと表示 

されます。押すたびにチヤンネルび切り換わ 
ります。 



出カレベルを調整ずる。 

-10.0 服から +10.0 服の範囲内で、日.己服 
間隔で調整でさます。 





























































基本再生 


位相を合わせて音の巧ち消し合いを防ぐ (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際 、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最適 
なスピーカーに振り分ける処理びされます。しかし、この処理には原理上、位相びズレてしまう周波数(群遅延)び 
発生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の打ち消し合いび発生してしまラなどの 
問題びあります。本機では 、 PHASE CCDNTR 日 L モードを日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を再現でき 
ます。工場出荷時は日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧めします。 

(位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山び合っている状態を位相び合っている、合っ 
ていない状態を位相びズレていると言います。） 


PHASE CONTROL OFF 


PHASE CONTROL ON 



音源 


フ□ン トス ピーカー 


嘴/ 


嘴、、 1 a 

サブウーファ- 


\r 


U スニング 
ポジション 




タイミンヴけ 
遅れて打ち消し 
合っている状態 


• U ズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の U ア I 」テイびない 



音源 


フ□ン トス ピーカー 

4)) 


嗦 ）V 

サブウーファ- 


U スニング 
ポジション 

顧 


本来の音色び 
聞こえる状態 


• U ズムびはつきりする 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器のリアリティを感じる 


再 

生 



AV アンプ 

~ リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 ^ PHASE CONTROL モードを ON にする。 

ボタンを押すたびに、日 N と日 FF び切り換わ 
ります。 


.PHASE CONTR 日 L 機旨封まへッドホン使用時にも効果びあります。 

. サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているときは、プラス側 
(日。側）に言受定して<ださし、。ただし、本機の PHASE CONTROL を ON に 
してち効果び分かりにくいとさは、サブウーファーの固体差び考えられま 
すので、効果の大きいちを選んでください。また効果びわかりにくいときは 
サブウーファーの向さや場所を少しずつ変えてみることちお勧めします。 

. サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを日 FF にしてください。 

日 FF にできなしがブウーファーはカットオフ周波数を高く設定してください。 
. スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTR 日 L の効果び正 
しく出ない場合びあります。 

• のときは PHASE CONTROL モードを ON にできません。 

.PURE DIRECT モードびオンのとさ 
.MULTI CH IN 入力を選んでいるとさ 

. けーデイオ調整機制卜4已ぺージ)の HDM 暗声出力を 「 THROUGH 」 
に設定しているとさ 
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昼本再生 


才ーデイオ調壁機能を使用する 


ここでは、拾^下の表にある音声に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認の 
5え、お好みで設定する項目を選んで設定を行つてください。 




入力信号や本機の設定などによって、調整することびでさない項目びありま1 

1白白1台 


す。その場合は設定項目として表示されません。 
- ^ 


トディ澗整 ビデ澗整 



iPod CTRL 


4 AV アンプ 

1 f ~) リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 ^7^® オーディオ調整機能にずる。 

た X 


DIRECT ん L.C. STANDARD advsurr 

I HDD I IDVd] I o] [k I 


THX 状態確認 PHASE 

回 I o ^ I 因 

_ _ _ 音声切換 

囚回囚因 


音亩 表示 

□ □ 

TV CTRL 




設定項目を選ぶ。 

1；(下の表の設定項目から、お好みで調整した 
い項目を選びます。 


4 



手順3で選んだ項目の調整を巧う。 

iU 下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 


5 ^るオーディオ調整を終了する。 

ろ 


参：工場出荷時の設定 


設定頃目 設定-効果の内容 表示と設定 


.»：..：：! ivi ■! ~~ ivii ：：： -Ivin!：：：-.i ■! ii：.| MCACC MEMORY の選択 •MCACC : Ml .MEMORY 1 

1 ::. i ■■■■■:■■ : __^ ( MCACC メモ U — データの名前を変更(一 Ml .MEMORY 1 〜 M 6. MEM 日 RY 6 

MCACC メモリー 73 ぺージ)しているときは変更した名前で表 OMCACC : OFF 

《1，2, 4 示されます） 



周波数特性の補正 
《2, 4, 8,13 


選択されている MCACC MEM 日 R 丫の周波 
数特性の補正の ON / OFF 設定。 

それぞれの MEM 日 RY ごとに設定できます。 


参 EQ : ON 
OEQ : OFF 


: jS --!.: 熙 JE iOH ► 


定在波制御 
《4, 8,13 


選択されている MCACC MEMORY の定在 
波制御の効果の日 N / OFF 設定。 

それぞれの MEM 日 RY ごとに設定できます。 


• S-WAVE : ON 
OS-WAVE : OFF 


■« ： ■!■■■ ： ! ：：： ■! 門 U .：：! ： ' ：： ! 円 ;—;:::.- .ii:. 


サウンドデイレイの調整 
《8 


音声全体の遅延時間の調整 
( DVD ソフトなどで、映像の動きのちびセ I 」フ 
などの音声より遅れている場合、音声全体を遅 
らせることで、映像の動さと音声とを合わせる 
ことびでさます） 


♦DELAY :日.日か 

日.日 fram 目〜 6.0 f 「 ame まで 

(日.1剛畐） 

- ] f 「 ame =]/3 日秒 ( NTSC ) 


：：!：：.：iiM Tr：/i nk! 門 !::: !::: jii. 


ミッドナイト/ラウドネ スモー ド 
《4，日，目，8, 9 


夜間やル音量再生でを、音量に応じて効果を 
調整し、聴さ取りやすくする機能 
MIDNIGHT :マルチチヤンネル再生向さ 
LOUDNESS : 2チャンネル再生向き 


参 MID/LDN : OFF 
両機能ともに OFF 
OMIDNIGHT : ON 
OLOUDNESS : ON 


低音のレベル調整 •BASS : OdB 

-6 服〜+6服 （2 服間隔) 

低音の調整 
《3, 4,日，目，8 


■ 巧門.::.:.:::： ■« 
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基本再生 


設定頃目 設定-効果の内容 表示と設定 


高音のレベル調整 •TREBLE :日 d 目 

-6 服〜+6服に服間隔) 

高音の調整 
《3, 4,己，目，8 


：： ! ：： TP!：：■!：：：：! !：：：■ .ii! な :…!!::::!!;. 


?：：：：：. K ! KV ち ! iJ!"M を 


サウンドレトリバー機能 
《4,己，目，8, 9 


MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 ♦ S.RTRV : OFF 
除されてしまう部分び発生します。サウンドレ OS.RTRV :日 N 
卜 I 」ノ く一機能を ON にすると、 DSP 処理によつ 
てその削除されてしまった部分を補い、音の密 
度感、抑揚感を向上させます。 


雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減する •DNR : OFF 
機能（一46ぺージ「デジタルノイズ U ダクシヨ ODNR : ON 

デジタルノイズ ン」参照） 

リダクション機能 
《4,己，目，8, 9 


与 n...i 門 h: ち ! U! "r !を 


.；!；. :". :: :: ■：：： ~~1：：" .；! : i "" ■■- ；；. センター成分の定位感の調整機能 ♦DIALOG E : OFF 

1 :ミり■■■■■ミ■戸山—:…::—：ミ-:ミ：— .. (映画やドラマのセ U スまたは音楽のボーカ ODIAL 日 G E :日 N 

ダイア□グエン八ンスメント ルを際立たせ、より聴さ取りやすい音にしま 

機能 す） 

《4,日，目，8, 9 


デジタル音声信号へのダイナミックレンジをお岡 T : OFF 
大する機能 （PCM ] 6 bit 、 または圧縮音声 OH 旧 IT :日 N 

20 bit を24 bit に再量テ化することで、より 
滑らかで繊細な音楽表現を可能にします） 



ノ、イビット 
《3, 4, 8 


|；"'；| .,；| :™- I...I -1 1；,. 

デュアルモノラル音声の設定 


] +1デュアルモノラル信号入力時、どちらの音 ♦DUAL : CH 1 
声を再生させるかの設定（一46ぺージ n +1 ODUAL : CH 2 
デュアルモノラル信号とは」参照） ODUAL : CH 1 CH 2 (左右同時再生) 


■由I ：■■■■ :™. : 


:: -j" :■": I 


ダイナミックレンジコント□一 


ルの設定 
《4,目，8,10 


LFE アツテネーターの 設定 


音量の最もルさい部分と最も大きい部分の圧 ♦DRC : AUTO (ドルビー TrueHD 信 
縮比率の調整 号に対してのみ圧縮） 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下げ ODRC : MAX (最大圧縮） 

て映画などを楽しむ場合でも、微小な音び聴さ ODRC : MID 

取りやすくなりますび、大きい音量で楽しむと ODRC : OFF (圧縮無し高音質再生) 

さは、 OFF にすることをお勧めします。） 


ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超 ♦LFE :日服 
低域音声成分）び含まれていることびあります。一已服、一]日服、一1己服 
LFE レベルび大きくて、スピーカーからの音 一2 日 dB 、 OFF から選択 
声に歪みび生じるときは、 LFE レベルをアツテ 
ネート（減衰）します。 


■«" ■. j ■■■■■ 〇 ■■■■■ 1 ! ■■ "■ 


SACD ゲインの設定 
《3, 4, 8 


: ： ! ：： i...ir：M T ■：ii limp iii- 


HDMI 音声出力の設定 
※に 


SACD を歪みな < 再生するための調整 
(工場出荷時の「日」は、高レベルで記録されて 
いるディスクを再生しても音び歪まない設定に 
なっています。「+6」に設定すると、 SACD のデ 
ジタル処理に+6服のゲインを持たせ 、 SACD 
ディスクの情報をより忠実に弓 I き出すことびで 
さ、高音質再生び巧能になります。） 


HDMI IN に入力された音声を、どのように再 
生するかの設定 

「 THROUGH 」 に言受定したとさは本機からは 
音び出な < なります。 


•SACD GAIN : 0 
日：音声び歪む場合 
+6:高音質再生を望む場合 


♦HDMI : AMP 

本機と接続したスピーカーで再生 
OHDMI 音声出力 ： THROUGH 
HDMI 日 UT と接続したテレビ(フラット 
テレビなど)で再生 


I .：!：.：■■： ：■■：：■■■! : -：：： -：■■■：：■■■：-L I HDMI どうしで接続された機器に対する機能 ♦ A.DELAY : OFF 
1 :け"!. … " 1 で、音声と映像の遅延時間を自動で調整し、映 OA . DELAY:ON 

オートディレイ 像の動さと音声を自動で合わせます。 

( オートリップシンク)の設定 
《11 
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基本再生 


設定頃 目 

設定-効果の内容 表示と設定 

=： ii = L .. N 1 U 1 ii ち!.::: U を 

センター幅の 調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 

※ 斗己，目， 7 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.WIDTH : 3 
ピーカーにどの程度振り分けるかの調整 日〜7 

(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した日：センタースピーカーからのみ再生 
音場を創り出すことびできます。） 7 :すべて左ちのフ□ントスピーカーに 

振り分け 

in 門 ::::: iiJ 門ち！ i：：：i f 

ディメンションの 調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 

《 4, 己， 6 

音場の強さのノ くランス調整 •DIMENSION : 0 

(お好みの音場を創り出すことびでさます。） 一3〜+3 

-3: 後方の音場び強くなる 
+3:前方の音場び強<なる 

::!::田 uk ! む苗 Gh 1 G . ii ! 門!::: !::: ! ii . 

パノラマ 調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 

※ 斗己，目 

I 前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、ヴラウ •PANORAMA : OFF 

I ンド ch につなげるような効果を加える機能（正 OPANORAMA : ON 
確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能で 
す。） 

■: i り ■■■■. ■!■!■!!■■■! 。!二. OF 

センターイメージの 調整 
(Neo:6 CINEMA または 

Neo: 目 MUSIC 時のみ） 

《 4, 己，目， 7 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.IMAGE 
ピーカーにどの程度振り分けるかの調整 : Neo : 6 CINEMA ] 日 

(音色の不一致び緩和された音楽再生に適し : Neo : 6 MUSIC 3 

た音場を創り出すことびできます。） 日〜]日 

日：ほぼすベて左右のフ□ントスピー 
力一に振り分け 

10:主にセンタースピーカーから再生 

■も. 5"" i ""■ T " .：： ""8 ■ :■ 

•V !■■■■ S : : ■ : ■: : ■ :■ 

ADVANCED SURROUND 
モードの効果の 調整 
《 4, 日，目 

現在選択している ADVANCED ♦EFFECT :日日 

SURR 日 UND の各モードの残響音効果などの ] 日〜9日 

調整 (EXTENDED STEREO のみ9日び初 

期値） 


《 ]MCACC 日 FF を選択すると、スピーカーシステム設定 
外のすべての補正項目び工場出荷時と同じ状態にな 
0ます。 

《2 MCACC OFF または EQ OFF を選択すると 、 MCACC 
インジケーターび消灯します。 

《3 MULTI CH IN 入力では選択できません。 

《4 HDMI 音声出力の設定び 「 THROUGH 」 のとさは選択 
でさません。 

※已 U スニングモードび HOME THX モードのときは選択 
でさません。 

《6 U スニングモードび STREAM D 旧 ECT モードのとさ 
は選択でさません。 

义1 スピーカー設定（一7已ページ）で、センタースピーカー 
び NO (無し）に設定されているときは選択できません。 

《8 U スニングモードび PURE D 旧 ECT モードのとさは調 
整でさません。 

《9 各入力ごとに設定でさます。 

《 ] 日ダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデジ 
タル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD 、 
DTS 、 DTS-HD Master Audio 信号にのみ効果びあり 
ます。 

《 ]] HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイに 
のみ有効です。日 N に設定してを音声全体の遅延時間び 
改善されないとさは、日 FF に設定して「サウンドディ 
レイの調整」(一44ページ)を手動で調整してください。 

《]2アンプ連動モードを使用しているとさは切り換えること 
びでさません（一9目ページ)。本機の電源びスタンパ' 
イの状態で HDMI の音声と映像をテレビから出力した 
いとさは、アンプ連動モードを日 N にする必要びありま 
す（一9已、9目ぺージ)。 

※巧 DTS - HD および DTS - EXPRESS 音声を入力していて、 
HOME THX モードのときは選択できません。 

このとさ ADVANCED MCACC のインジケーターは自 
動で消灯します。 


p +1デュアルモノラル信号とは ] 

モノラルの音声チャンネ j レを2つ持つデジタル信号の名称です。 

. 巨 S デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放送 
や音声多重放送など 

. 二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル- 
デュアルモノラルモードで録画したちの 
. ステレオの二力国語放送などは、デュアルモノラルとは異な 
るフオーマツトになります。 

. 録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは、 
DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 


デジタルノイズリダクション 

• 下の場合は、日 N にしてもノイズび十分に低減されないこ 

とびあります。 

-突然のノイズ 
-極端に大さいノイズ 
-高い周波数成分を非常にをく含む信号 
-ちとをとノイズの少ない録音状態の良い信号 
. 各音源に対し、デジタルノイズ U ダクションは！; TF のような 
改善効果びあります。 

ステレオ再生時 

-アナ□グ入力…]日 d 目〜] 8服 
-デジタル入力…]日 d 巨〜]已服 
- ADVANCED 、 STANDARD 、 96 kHz 再生日寺…6 d 巨〜] 0 d 巨 
.STREAM D 旧 ECT モードび日 N になっているとさや HOME 
THX モードでは使用でさません。 





























甚本再生 


ビデオ調整機能を ffl 用する 


ここでは下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のう 
え、お好みで設定する項目を選んで設定を行って<ださい。 


厚 T 邑15 


才ーデイ； fi 整 



DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 

[HDD I [pVDI I な I I X：] 
THX 状態確認 PHASE 

I 一 I 「0 ►1 凶 

音声切換 

凹回囚四 

音声 表示 

□ □ 

TV CTRL 



晒 

メイン —J ^ゾーン吕 

Pioneer 

[AV アンプ I 


• 入力信号や本機の設定などによって調整をすることびでさない項目びあ 
ります。その場合は設定項目として選択でさません。 

• すべての項目について、入力ごとに設定でさます。 


AV アンプ 


リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 


ビデオ調整 


よ 


ビデオ調整機能にする。 



設定項目を選ぶ。 

下の表の設定項目から、お好みで調整した 
い項目を選びます。 

手順 3 で選んだ項目の調整を行う。 

iil 下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 


5 背 ビデオ調整を終了する。 



ろ 


再 

生 
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昼本再生 


設定頃目 設定-効果の内容 表示と設定 


m . CiJHU iOH ► 

ビデオコンバーターの設定 


韋 BRIGHT 与0青 


外の映像入力信号を HDMI OUT に 
対してビデオコンノ くートする機能（ソース機器 
とテレビモニターを違う種類のコードで接続し 
ていても、 HDMI 出力端子に接続していれば映 
像を出力することびでさる便利な機能です） 


画面全体の明るさ調整 


画質の明るさ調整 

《1 


•V.CONV : ON 
OV.CONV : OFF 


•BRIGHT: 0 
— 1 日 （暗い）〜 +] 日 （明るい) 


画面の最も明るし巧 K 分と最を暗し巧 K 分との 
明るさの比率調整 


«.iJi !!：：： .：：! iA is. I 緑色とホ色のノ \づン乂調整 

画質の色あい調整 

《1 


I 韋 COHTRASM 0青 

画質のコントラスト調整 
《1 


•CONTRAST :0 

-10 (比率最小）〜+1日(比率最大) 


•HUE :0 

-1 日(緑強調）〜+1日(ホ強調) 


韋 CHR 日 MH 4(自 M 色の濃さを調整 


彩度の調整 

《1 


•CHROMA :日 

-1 日篤い)〜+1日(濃い) 


=1 / H. ur-im HU I u w 

I/p コンパー ターの 設定 
《2, 3 


映像信号の変換機能です。 AUTO に設定する 
と、ディスプレイの能力に従って 48 日 i/ 已 76 め、 
48 日 P/ 已 76p のいずれかび自動で選択されま 
す。 日 N に設定すると、 48 日 i/ 己 76i 信号を 
48 日 P/ 己 76p 信号に変換します。アナ□グか 
ら HDMI への変換時のみ有効です。 


•I/P. C0NV AUTO 
OI/P. C0NV OFF 
Ol/P. CONVON 


《 ] ビデオコンバーターの設定び日 N のとさのみ調整でさ 
ます。 

《2テレビ（モニター）び対応していない解像度に設定し 
た場合は映像び出なくなります。そのとさは設定を変 
要し直してください。また、 D VI 対応機器から映像を 
入力した場合や、テレビ （ モニター）の能力によつては、 
設定した解像度で出力されない場合びあります。 

《3アナ□グビデオ入力を HDMI 出力する際に有効な設定 
です。 
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多彩な機器の再生 


iPod をつないで再生する 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で楽しむことびできます。 




，3 


入力機器 


@ 

DVD BD TV HDMl 

□ □ □ □ 

DVRl DVR2 CD CD-R 

□ □ □ □ 

iPod USB 

グ -N 入力巧 

の 

ジャンル 


I 整 



4 


-再 

1 本機をスタンバイ状態にずる。 生 


2 iPod に付属の USB ケーブルを使用して 、 iPod 
を本機のフ□ントパネルにある iPod DIRECT 
USB 端子に接続する。 

iPod の接続につい口ま、 iPod に付属の取扱説明書もご 
覧ください。 


3 本機とテレビの電源を入れる。 


4 iP^B iPod US 巨ボタンを巧ず。 

— フ□ントパネルの表示部に 「 Loading 」 と 

表示され、 iPod び正しく接続されているか 
どうか確認します。 

- iPod US 目ボタンを押したあとに 「 N 日 
Device 」 と表示された場合は、電源を切つ 
てから本機と iPod の接続をやり直してみ 
て < ださい。 


5区 

哲- 


トップメニューを表示ずる。 
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を彩な機器の再生 
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回回 I + 

テレビ基本操作 

因因 d 

チヤ V 至ル mm 消音 

白白 □ 



iPod CTRL 


DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 

「 hddI idvdI I cm I 乂 I 


8 


iPod ► Plav _002/004 


We are All One 
Beat Band 



再生したいカテゴリーを選んで決定する。 

カテゴ U —はじ(下の中から選びます。 

選んだカテゴ U —の U ストび表示されます。 

Playlists 

Artists 

Albums 

Songs 

Podcasts 

Genres 

Composers 

Audiobooks 

Shuffle Songs 


再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など)を選んで決定ずる。 

和呼ボタンで IJ ストのページを切り換え、 
ボタンで U ストを選択します。_ 

8 手順7を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能です。詳しく 
は「再生機能について」 （ iU 下）をご覧ください。 



再生機能について 


マルチコント□-ルボタンの iPod US 日を押すと IJ モコンび iPod US 目操作モードになり、 U モコンで切 T の操作び 
でさます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りをします。 


フオルダー/ファイル U スト画面を表示中に 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
巧すと、前のトラックに戻ります。 

W 崎 

ページ送り/戻しをします。再生中の場合は、 
前のトラック/次のトラックに進みます。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 


Audiobook を再生中に再生の速さを変更します。 
Faster 一 Normal 一 Slower 


U ピート再生を設定します。押すたびに 

Repeat One . Repeat AIL RepeatO けに 

切り換わります。 

t / 4^ 

トップ 

トップメニューを表示します。 


シャッフル再生を設定します。押すたびに 

メニュー 


Shuffle Songs、Shuffle Albums 、 

Shuffle Off に切り換わります。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


iPod Error uPod エフー）について 

フ□ントパネル表示部にメッセージび表示された場合は、下の操作を行ってみてください。 


メッセージ 

対応 

メッセージ 

対応 

Error 11 

正常に通信できません。コネクターを一度外し、 
iPod のメインメニューび表示されてから、もう 
一度確実にコネクターを接続してください。そ 
れでも iPod び正常に動作しない場合は、 iPod 
を U セットしてください。 

Error 14 

iPod からの応答びありません。 
iPod のソフトウェアを最新ノ くージョンにアップ 
デートして < ださい。それでを iPod び正常に動 
作しない場合は、 iPod を U セットしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウェアのノ くージョンびちいときに表 
示されます。 iPod のソフトウェアを最新ノ くージョ 
ンにアップデートしてください。 

No Music 
Track 

iPod に曲び入っていません。 
iPod に曲を転送してください。 

Error 13 

本機び対応していない iPod び接続されていま 
す。対応したモデルかどうか確認してください。 
(一49ぺージ） 

iPod ソフトウェアのノ くージョンびちいときに表 
示されます。 iPod のソフトウェアを最新ノ くージョ 
ンにアップデートしてください。 

No Track 

iPod で選択したカテづ U - 内にトラックび入っ 
ていません。 

他のカテゴ U - ■を選択してください。 


















































iPod の操 1 乍を巧り換える 


多彩な機器の再生 


iPod の操作を本機と iPod 本体とで切り換えることびでさます。 



な 

iPod CTRL 


iPod CTRL を巧して、操作を iPod 側に 
切り換える。 

iPod 本体で操作できるようになり、本体画 
面び表示されます。本機での操作はでさな 
くなり、 OSD 画面は表示されません。 


2 「• 

iPod CTRL 


らう一度 iPod CTRL を巧して、操作を 
本機側に切り換える。 


r 本機能は iPod 第已世代および iPod nano 第1世代には対応しておりません。 

心 


USB メモリーを再生する 


円 

お手持ちの US 日メモ IJ 一を本機に接続することで、 US 目メモ IJ 一に記録されている音楽フアイルを本機で再生すち 
ることびできます。本機ではステレオまたはモノラル音声を再生することびでさます。 


r . 本機で再生できる USB メモ U - のファイルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、著作権保護のかかっていない音楽ファイルのみです。 
. 本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機び対応している US 巨メモリーは、外付 
け八ードディスクや携帯フラッシュメモ U —、デジタルオーディオ再生機 ( FAT 16、 FAT 32 のフォーマットに対応)などの US 巨マ 
スストレージクラスに属する機器です。 

. 本機ではすべての US 目メモ U - の再生、および電源の供給を保証できない場合びあります。また、本機と接続したことで、 US 巨メモ 
U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を負うことびでさませんので、あらかじめご了承ください。 

• 容量の大さい US 目メモ U —を接続したとさは、読み込みにを少時間びかかることびあります。 

. 本機は US 巨八ブには対応していません。 

. 本機で再生でさないファイルび選択された場合は、自動的に次の再生可能なファイルび再生されます。 

. 曲のタイトルびファイルに記録されていない場合は、ファイル名び日 SD 画面に表示されます。アルバム名やアーティスト名び記録 
されていない場合は、それらは表示されません。 

. 英数字しソ外の文字は「#」で表示されます。 

. 日 SD 画面を表示するには、本機の映像出力端子とテレビの入力端テを HDMI ケーブルまたはビデオコードで接続してください。 

. US 目の音声を ZONE 2から出力することはでさません。 


入力機器 


@ 

DVD BD TV HDMI 

□ □ □ □ 

DVRl DVR2 CD CD-R 

□ □ □ □ 

iPod USB 


グ、入力切換/ディマー 

をを间 

ク y ゎ、川， wr ' Af '。 •711—づ 


-2 


1 AV アンプ 

1 © 

本機とテレビの電源を入れる。 

2 

^od USB 

iPod USB ボタンを押す。 

OSD 画面に 「No Device」 と表示されます。 


3 USB メモリーを本機のフ□ントパネルにある 
iPod DIRECT USB 端子に接続ずる。 




フォ J レダー/ファイレ番号 
ファイル形式 
IJ ピート/シャッフル 

アーティスト名 
アルバム名 
経過時間 


日 SD 画面に 「L 日 ading」 と表示され、 US 目メモ U— を読 
み込みます。読み込みび終了すると再生画面び表示され、 

自動で再生び開始されます。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能です。詳し<は 51 
「再生機能について」（一52ぺージ)をご覧ください。 



























































を彩な機器の再生 

再生機能について 


マルチコント□ールボタンの iPod USB を押すと IJ モコ 
ンび iPod US 己操作モードになり、 IJ モコンで下の操 
作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
押すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。押すたびに 

Repeat AIK Repeat One、Repeat 
Folder に切り換わります。 


シャッフル再生を設定します。押すたびに 

Shuffle On、Shuffle Off に切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

W 崎 

再生中のトラックの頭出しをします。 

トップ 
メニユー 

一番最初の曲に戻ります。 


USB ERROR ( USB 王ラー）につし、て 

USB ERR 日 R と表示されたときは!;(下の内容をご確認 
のラえ、下記の操作を行ってみてください。 


USB ERROR 

内容 

US 巳 ERROR 1 

US 己メモ u —の消費電力び大さすぎます。 

US 巳 ERROR 2 

対応していない USB 機器び接続されています。 

US 巳 ERROR 3 

r 故障かな？と思ったら」（一]] 4 ページ)をご 
確認ください。 

DECODE 
ERROR *1 

音声データまたはファイルの付加情報に何ら 
かの異常びあります。 


*1 このエラーび発生したとさは再生を中断し、自動的に次の再生可能 
なファイルを再生します。パソコン等でタイトル情報を変更すると、こ 
のエラーを発生させる原因となることびあります。 


• 本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみてく 
ださい。 

• 本機の電源を切ってから US 日メモ IJ 一を抜さ、再度 
US 目メモ IJ 一を接続して電源を入れてみてくださ 
い。 

. DVD などの他の入力に切り換えてから、再度 USB 
入力にしてみてください。 

. AC アダプターび付属している US 目メモ IJ 一を お使 
いの場合は、 AC アダプターを接続して使用してみて 
ください。 

上記の操作を行ってち USB ERR 日 R び表示されるとき 

は、 US 目メモ IJ 一び本機に対応していません。 

再生できる圧縮ファイルについて 

本機では標準的なヴンプ IJ ング周波数/ビットレートで 

圧縮されたフォーマットの多くに対応していますび、一 

部対応していないフォーマットわあります。本機で対応 

している圧縮フオーマツトはじ(下のとおりです。 
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• MP3 ( MPEG -1/2/2 万才ーディオレイヤー 3) : 
ヴンプ IJ ングレートは8 kHz 〜48 kHz 、ビットレー 
卜は8 kbps 〜32日 kbps (128 kbpsl ^ U 上を推奨)、 
ファイル拡張テは. m がに対応しています。 

• WMA (Windows Media Audio ) : 

ヴンプ IJ ングレートは32 kHz /44.1 kHz 、 

ビットレートは32 kbps 〜192 kbps (128 kbps 
上を推奨)、ファイル拡張テは. wma に対応して 
います ( VVMA 9 Pro や□スレスエンコーディング 
( loss - less encoding ) には対応しておりません)。 

• AAC ( MPEG -4 Advanced Audio Coding ) : 
ヴンプ IJ ングレートは11.日2己 kHz 〜48 kHz 、 
ビットレートは16 kbps 〜32日 kbps (128 kbps 

上を推奨)、ファイル拡張テは . m 4 a に対応して 
います(アップル□スレスエンコーディング (Apple 
loss - less encoding ) には対応しておりません)。 

f . 著作権保護のかかったファイルは再生することびでさません〇] 
• 可変ビットレート (V 目 R) で圧縮されたファイルを再生でさま 
すび、経過時間び正しく表示されないことびあります。 


MPEG-4 AAC について 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」 の略で、 
MPEG -2 、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術に関す 
る基本 フォー マットです。 AAC データは、作成に使用 
したアプ IJ ケーションによってファイル形式と拡張テび 
異なります。本機では、 iTunes ® によってエンコード 
された、拡張テび「. m 4 a 」 の kk じつマイ 、レを再生するこ 
とびでさます。ただし、著作権保護のかかったファイル 
やエン]—ドする iTunes のノ くージョンによっては再生 
でさないことびあります。 

iTunes は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 

WMA について 


円 ays が 

Windows 

Media™ 


外装猫こ印刷された 、 Windows Media ® の□ゴは、本 
機び WMA データの再生に対応していることを示してい 
ます。 

WMA とは 、 「Windows Media Audio 」 の略で、米国 
Microsoft Corporation によって開発された音声圧縮技 
術です。本機では Windows Media Player によってエン 
コードされた、拡張テび r . wma 」 の WMA ファイルを再生 
することびでさます。ただし、著作権保護のかかったファ 
イルやエン]—ドする Windows Media Player のバー 
ジョンによっては再生でさないことびあります。 
Microsoft、Windows Media 、 Wind 日 ws □コ'は、米 
国 Microsoft じ日「|3日「31；1日11の米国およびその他の国に 
おける登録商標または商標です。 




































5.1ch/6.1ch/7.1ch 
アナ□グ出力端子付さ 
DVD プレーヤーなど 



FRONT ) 

OUTPUT I 


fen feuri 


卜 ^ ! I 


多彩な機器の再を 


7 ルチチヤンネルアナ□グ信号を再生する 


ソース機器の己. lch /6.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力端テと本機の MULTICH IN 端テを接続して、マルチチャンネルア 
ナ□グ信号を再生をすることびできます。 HDMI を使用しないで DVD オーディオや SACD を再生する場合や、本機 
の対応フオーマットい3己ページ)拾34のマルチチャンネル信号を再生したいときに効果的です。 


マルチチヤンネルアナ a ヴ接続 


VSA -1018 AH 


ソース機器によつ口ま、已 . lch /6.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力の各種設定びあるものもあります。出力の日 N / OFF 設定は日 N にしてく 
ださい。また、出カチヤンネルの設定びある場合は、本機に接続しているスピーカーの数に合わせてください。詳しくは、ソース機器の 
取扱説明書をご覧 < ださい。 

MULTI CH IN 端テに入力された信号は本機でダウン三ックス処理を行うことびでさません。 

サラウンドバックび1本のとさは L 端テにつないでください。 

已 . Ich のスピーカーセツトを接続するとさは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R および PRE OUT の SU 巨 WOOFER に 
接続してくださしん SURROUND L / R を接続せずに SURROUND 目 ACK に接続すると正しく動作しないことびあります。 


7ルチチヤンネルアナログ再をする 



MULTI CH IN 入力にする。 

ボタンを押すたびに MULTI CH IN 入力と 
もとの入力とび切り換わります。 


MULTI CH IN 入力での MCACC の各補正は、チヤンネルレベルのみ有効 
となります。 

MULTI CH IN 入力ではし U 下の機能び動作でさなくなります。 
nj スニングモード」（一37ページ)/「オーディオ調整機能」（一44ページ) 
の一部 / 「PHASE CONTR 日 L 機能」（一43ページ)/「アナ□グ ATT 」 （一 
已4ページ)/「低音/高音の調整」（一44ページ） 


DVD プレーヤーによってはサブウーファーチヤンネルのアナ□グ出カレ 
ベルびルさいものびあります。この場合は 「Other Setup 」 の 「Multi Ch In 
Setup 」 で、サブウーファーの入カレベルを 1 日 d 目上げることびでさます。詳 
しくは「マ>1レチチヤンネ j レ入力を設定する」（^84ぺージ)をご覧ください。 
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いろいろな機能 


接続した機器 M で録音/録画をする 


本機を通して録音/録画を行5場合、入出力それぞれの機器は同じタイプのコードで接続されている必要びあります。 
録音/録画端テには、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行っていない 
ため、接続コードのタイプを一致させてください。 




入力機器 

•透) 


DVD BD TV HDMI 

国■国 ■ 

DVR1 DVR2 CD CD-R 

■ ■ ■ ■ 


iPod USB 

グ、入力切換/ "X ディマー 

r 1"112~11 3 ~| 

二；ゎ、パし iwir '& r * 尸 "711 —づ 


— 2 


PHASE 

〕因 

音声切換 


THX 

回 [ 

因回囚 B - 

音声 表示 CH 

□ □ 

TV CTRL 



晒 

ンソ 


3 

1 



AV アンプ 

1 

リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 

録音/録画するソースを選ぶ。 

3 

音声切換入力信号を選択する。 

—、、、、、 1 1 入コ -Hh- — 1- -7 1 -U. /_!_ r-N 1 r-N 1 -I- A 1 -i— 


デジタル録音するときは、 DIGITAL を 
選択します。詳し< は「音声入力信号 
の切り換え」（一36ページ）をご覧く 
ださい。 


4 

録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 

5 

録音/録画ずるソースを再生ずる。 



アナログ入力信号の重みを低減する 


アナ□グ音声信号び過度に入力され(フ□ント表示部の日 VER インジケーターび点打して)音び歪んでしまうとさ、 
入力信号レべ J レを下げて歪みを低減することびできます。 


AV アンプ 

~ リモコンをアンプ操作モードにずる。 


ム ァナアナ□グ ATT ボタンを巧す。 

9 1 押すたびにインプットアッテネーター機能の日 N と日 FF び切り換わり、日 N のときに 
ATT インジケーターび点打します。 
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フ□ントパネル表示部の明るをを調整する 


いろいろな機能 


AV アンプ 

I リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 スリープボタンを巧してタイマーを設定する。 

い 押すたびにス U —プタイマーの時間びじ(下のように切り換わります。 

XU —プタイマーび設定されると SLEEP インジケーターび点打します。 

— ►SLEEP 30 min — ► SLEEP 60 min -i 

— SLEEP OFF ◄ — SLEEP 90 min ◄~I 

r . ス u —プタイマーを設定したあとにス u —プボタンを]回押すと、残り時間び表示されます。 

. マルチゾーン機能(^89ぺージ)び日1\1のとさにスリープタイマーを設定すると、すべてのゾーンの電源び同時に切れます。 


再生中の音声や設定巧客を確認する（ステータス表示) 


IJ モコンの状態確認ボタンを押すことで、1；(下の情報を確認することびでさます。確認は本体のディスプレイに 
表示されます。1；(下の情報は各入力ごとに確認することびでさます。 

入力信号 


AUTO/ STEREO/ 
DIRECT A.L.C. 

IhddI 


THX 

回 


: T ^ A L C ： STANDARD 

][dvd| [o I 

(_ 状態確認 

] BK - 


ADVSURR 

回 

PHASE 
( - 1 ■ 

I —— j 

_ _ _ 音声切換 

四回 LfJ 因 

音声 表示 CH 

□ □1 ZHD 

TV CTRL 

□ m —— 


晒 

メイン —- ゾーン 2 

Pioneer 

[AV アンプ I 


-2 


SBch 処理モード 

\ 

MCACC MEMORY 

\ 

ZONE 2入力 

\ 

HDMI コント□-ル 


1 

AV アンプ 

リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 

状態確認 

設定内容を確認する。 

1 ° ^ 1 

ディスプレイに上記の情報び表示されま 
す。ディスプレイは3秒ごとに切り換わつ 
て表示されます。 



^ - 

ステータス表示中に 
^- 

厂^ボタンを押すと、通常表术 1 し戻ります。 j 
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フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整することびできます。 


AV アンプ 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 


2 


了イマ— 


お好みの明るさに調整する。 

押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 


明るさを一番暗い設定にしたときは、ボ U ューム表示と STAND 巨 Y インジケーターを残して、すべてを消打します。 

設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたとさや、入力信号のフォーマットび変わったとさなどは明るく点打し、数秒後に元 
の明るさに戻ります。 

エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 



ープタイマーを設定する 


応用操作 

















































いろいろな機能 


スピーカーシステムを切り換える 


スピーカーシステム A / 目を切り換えると、再生されるスピーカーび切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 



SPEAKERS スピーカーシステムを切り換える。 

Q ) サラウンドバックシステムの設定（一62ペー 

ジ）によって選択でさるモードび変わります。 
ボタンを押すたびに、じ I 下のように切り換わ 
ります。 

「 Normal 」 に設定している場合 

. —— ►ON — ► OFF — I 


f へッドホンを PHONES 端テに差し込んでいる間は 
自動的に日 FF に切り換わります。（ただし 、 Speaker 
巨に設定されているとさは、スピーカー端テ回から 
^ま音び出ます。） _ 


に peaker B 」 に設定している場合 

r AON - ► BON 

- OFF < - A+B ON 



「Front Bi - Amp 」 に設定している場合 


n ~ ►ON — ► OFF 



「 Z 日 NE 2」 に設定している場合 


1- ~ ►ON — ► OFF 



各スピーカーシステム選択時の出力音声について 


「 Normal 」 に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :すべての スピーカーから 出力されます。 

[Speaker B 」 に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端テ回に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生び可能です。） 
己 （ SP ►日） :スピーカー端テ回に接続されたスピーカーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ可 

能です 。） MULTI CH IN では音び出力されません。 

A + 巨 ( SP ^ AB ) :上記 A ( SP ^ A ) と日 （ SP ►日)の音声び同時に出力されます。 

「Front Bi - Amp 」 に設定している場合 

A + B ( SP ^ AB ) :すべてのスピーカーから出力されます。スピーカー端テ回から出力される音声はスピーカー 
端テ囚のフ□ント出力と同じ音声です。 

「ZONE 2」に設定している場合 

A に P ^ A ) :スピーカー端テ囚に接続されたスピーカーから、メインゾーンで選択されている音び出力さ 

れます 。 ZONE 2 ON のときはスピーカー端テ回に接続されたスピーカーから ZONE 2 
で選択されている音び出力されます。 


上記の全設定共通 

OFF ( SP ^ ) :スピーカーから出力されません。このときサラウンドバックシステムの設定(一62ページ） 
を 「ZONE 2」に設定していて ZONE 2び日 N のときは、 SP ►己から音び出ます。 

(プ IJ アウト端テからは常に音声び出力されているため、サブウーファーからは音び出る場合 
びあ0ます。） 
































設定頃目一質 


本機で設定でまること 


本機のシステムセツトアップで設定でさる全項目です。 


システムセッ ト アップ項目 

詳細項目 

内容 

参照ページ 

1 

Auto MCACC 
(サラウンドの自動設定） 

ALL/Keep SP System 

音場補正の全項目を自動測定 

12.60 

Speaker Setting 

スピーカーシステムの自動設定 

58 

Channel Level 

スピーカー出カレベルの自動設定 

58 

Speaker Distance 

スピーカーまでの距離の自動設定 

58 

EQ Pro. & S-Wave 

残響特性を考慮した周波数特性の自動 
補正および定在波の自動制御 

58 

2 

Surround Back System 
(サラウンドノ（ツクシステムの設定) 


SPEAKER 回端子の用途設定 

62 

3 

Manual MCACC 

(詳細なサラウンドの設定） 

a 

Fine Channel Level 

聴感による各チャンネルの出カレベル 
の微調壁 

63 

b 

Fine SP Distance 

聴感による各スピーカーまでの距離の 
微調壁 

64 

c 

Standing Wave 

定在波制御の設定 

65 

d 

EQ Adjust 

聴感による周波数特性補正カーブの調舊 

66 

s 

EQ Professional 

1 

Reverb Measurem 飢 t (残響特性の測定） 

67 

2 

Reverb View (残響特性の表示） 

3 

Advanced EQ Setup 
(残響特性を考慮した音場補正） 

4 

Data Manag 白 m 巨 nt 

(MCACC MEMORY の 
データ 管理） 

a 

MCACC Data Check 

MCACC メモリーの確認 

72 

b 

Memory Rename 

MCACC メモリーの名前を変更 

73 

c 

MCACC Memory Copy 

MCACC メモリーのコピー 

73 

d 

MCACC Memory Clear 

MCACC メモリーを消去 

74 

s 

Output PC 

残響特性および MCACC パラメーター 
(測定値)① PC へのデータ転送 

71 

己 

Manual SP Setup 

(聴感によるサラウンドの設定) 

a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り/無し、お域再 
生能力などの設定 

75 

b 

Channel Level 

各チャンネルの出カレベルの設定 

77 

c 

Speaker Distance 

各スピーカーまでの距離の設定 
(最適なディレイ値に設定） 

78 

d 

X-Curve 

部屋①大ささに合わせた高音域の減衰 
カーブの設定 

79 

e 

THX Audio Setting 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
の設定 

80 

6 

Input Setup 
(入力に関ずる設定） 


各入力の音声入力や映像入力の切り換 
え、入力名の変更、 12 V TRIGGER 
の ON/OFF などの設定 

81 

7 

Other Setup 
(その他の設定） 

a 

Multi Ch In Setup 

マルチチャンネル入力の設定 

84 

b 

ZONE Audio Setup 

マルチゾーン機能での音声設定 

90 

c 

SR+ Setup 

パイオニアフラットテレビとの連動設定 

98 

d 

HDMI Control Setup 

HDMI コント□-ル機能に対応したパ 
イオニア製品と連動操作ずるための設定 

95 

s 

OSD Adjustm 飢 t 

メニュー画面の表示位置(上下左ち)調壁 

83 


57 












































音の詳細設定 


リスニンク•摄境の設定について〜サラウンド再生のための設定〜 


本機の Advanced MCACC とは 


1^^1下6つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンド再生のための設定とは、この音場補正を行ラことを 
いいます。本機の Auto MCACC セットアップ機能を使うと、これら6つの設定(音場補正)を自動で行うことびでき 
ます。 

スピーカーシステムの設定 （Speaker Setting) 

ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、サウンドトラック 
の特定チャンネルに収録された音声び再生されなかったり、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び発生する場合び 
あります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し、上記の問題を回避します。 

スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEMORY に共通の設定となります。 

スピーカー出カレベルの設定 Channel Level) 

u スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と同様 
に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの悪い 
音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、このち法では正確な設定は不可能です。プ□のスタ 
ジオ•エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施します。本機では 
MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整を誰でも簡単にできるようになりました。 

スピーカーまでの距離の設定 (Speaker Distance) 

実際には、距離を設定することで各チャンネル間の遅延(ディレイ)を算出-補正しています。マルチチャンネル再生では 
特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です 。 AUTO MCACC では、メジャーなどによる実測に比 
ベてサブウーファーまでの距離びやや遠めに設定されることびありますび、それは電気的な遅延を含めた補正となってい 
るためなので問題ありません。 

本機ではスピーカー距離び] cm 単位で補正されるため、より正確な遅延補正び可能です。 

定巧液制御 （Standing Wave) 

オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、もとの音波と干渉することで発生します。定在波は特 
定の低域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えますび、定在波制御フィルターを自動または手動 
で設定することで、 IJ スニングポイントで定在波の影響を受けないサウンドをお楽しみいただくことびでさます。本機の 
「 Multi - Point 」 機能では、複数の U スニングポイントでの定在波を測定することもできます。 

残響特性の測定 （Reverb Measurement) 

IJ スニングルームの残響特性を測定します。本機の MCACC 機能で残響特性を考慮した補正を行ったときは、補正後の部 
屋の残響特性を測定することをでさます。 

視聴環境の周液数特性の補正 （Aco Cal EQ Pro.) 

「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 U スニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性 au 下、 F 特)の補正を意味 
します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 IJ スニングポイントでは音色び違って聞こえます。これは、 
設置場所-設置ち法-壁面-内装など、さまざまな影響により実際の F 特び違ってしまうためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネル 
の音のつなびりび飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館などにおい 
てはこの補正は絶対に欠かせないをのです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究により、一般家庭 
環境における F 特の補正には最を有効であるエンべ□ープ補正ち式を採用し、この差を埋めることを可能にしました。ま 
た、本機では視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 （ Ac 日 Cal EQ Pro .) を標準的に行っており、 EQ 補正の力ーブも 
[" SYMMETRY」、「ALL CH ADJUST ], fFRONT AUGN 」 と 3 タイプあります。通常の才ート MCACC による測定(一 
12ページ)では 「 SYMMETRY 」 の補正のみび行われます。オート MCACC でカスタム設定をすると、一度の測定で複数 
タイプの EQ 補正を行い、それぞれ別の MCACC MEM 日 RY に保をさせることびできます卜6日ページ)。それぞれの 
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音の詳細設定 


補正カーブの特長は！; TF のとおりです。お好みに応じてお使いください。 

.SYMMETRY - L / R でペアになっているスピーカー]組ごとの周波数特性をフラットに補正します(センターなどぺ 
アでないスピーカーは個別に補正します)。位相特性を重視した補正をしたい場合におすすめです。 

.ALL CH ADJUST - 全チャンネルの周波数特性を、それぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重視した補 
正をしたい場合におすすめです。 

.FRONT ALIGN -フ□ント1；(外のスピーカーをフ□ントの特性に合わせこむ補正をします(フ□ントスピーカーは補正 
しません)。フ□ントスピーカーの特性を重視した補正をしたい場合におすすめです。 


システム セツトアップ設定の手順 


電源を入れてメニュー画面を開<までの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 



AV アンプ 

を 


2 


AV アンプ 


本機とテレビの電源を入れる。 

テレビに本機の出力映像び表示されるよう 
に、テレビ側の入力切換を合わせておさます。 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 


3 

な 


システムセツトアップにする。 


テレビ画面にシステムセットアップび表示 
されます。 


System Setup MENU 


2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 
6 - Input Setup 

7. Other Setup 


設 

定 


システムセツトアップの操作には下記のボ 
タンを使います。 


リモコンボタン 

用途 


設定 

な 


システムセットアップを開</閉じる 


カーソル移動と設定値の変更 

選択項目をま定する 


戻る 

ろ 


1つ前の画面に戻る 


. へッドホン使用中は、システムセットアップは表示できません。 

• 約3分間放置するとシステムセットアップ画面には自動的にスクリーン 
セーバー機能び働さます。 

. システムセットアップなどの日 SD 画面を表示するには、本機の映像出力 
端子とテレビの入力端子を H DM I ケーブルまたはビデオコードで接続し 
て < ださい。 

. 入力び iPod US 目になっているときは、システムセットアップを行うこと 
びでさません。また、 ZC ) NE 2 び日 N のとさをシステムセットアップを行ラ 
ことびでさません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたび 
に設定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシステムの構成や配 
置を変更したり、新し < スピーカーを追加したとさには、設定し直す必要 
びあります。 

. システムセットアップ中は電源を切らないでください。電源を切るとさは 
システムセツトアップを終了してください。 
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音の詳細設定 


Auto MCACC をより詳細に測定/設定する 


才ートセットアップ (Auto MCACC) の基本的な使用方法は r ホームシアター入門」スブジブ 3 設定する(一 12 ぺ一 
ジ ) をご覧ください。 

Auto MCACC の [ CUSTOM ] を選ぶと、下記の項目をより詳細に設定することびできます。 

に ustom Menu 」 ： 

どの項目を才ートで設定するかを選択します。 [ ALL ] はすべての項目 、 [Keep SP System 」 はスピーカー 
システムの設定拾の項目を、 それ1；(外はそれぞれの項目のみのオート設定となります。また 、 [Speaker 
Setting ] は、 [ ALL ] で測定するたびに測定結果び更新されます。 [ ALL ] での測定後に U スニングポイントを変 
えて測定したいときは 、 [Keep SP System ] で測定してください。 

「 SYMMETRY」、「ALL CH ADJ」、「FRONT ALIGN 」 ： 

(|■ Cust 日 m Menu 」 び [ ALL]、[Keep SP System ] に選択されているときのみ設定可） 

EQ 補正カーブ（視聴環境の周波数特性の補正）ごとに測定/設定値の保存先を選びます （ MEM 日 RY 内のデー 
夕は上書きされます。各補正カーブの説明は68ページをご覧ください)。各 EQ の保存先をそれぞれ設定すれば、 
一度の測定で複数タイプの EQ 補正び行えます。 SYMMETRY は常に測定しますび、他の2つは測定させない 
ことち可能です。 
rXHX Speaker 」 ： 

( に ustom Menu 」 び [ ALL]、Speaker Setting ] に選択されているときのみ設定可） 

THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。このとき Speaker Settin 呂]は 
すべてのスピーカーび SMALL (ノ」\)になります。 

「 MCACC 」 ： 

( に ustom Menu 」 びに hannel Level]、Speaker Distance ]、 に日 Pro .& S - Wave ] に選択されているとき 
のみ設定可） 

測定/設定値の保存先を選びます ( MEMORY 内のデータは上書さされます)。 

に Q Type 」 ： 

( |■ Cust 日 m Menu 」 び [EQ Pro . & S - Wave ] に選択されているときのみ設定可） 

EQ 補正カーブ（視聴環境の周波数特性の補正）を1つ選択します（各 EQ 補正カーブの説明は68ページをご 
覧ください)。 

l"Stand.Wave Multi-Point 」 ： 

( |■ Cust 日 m Menu 」 び [EQ Pro . & S - Wave ] に選択されているときのみ設定可） 

[ YES ] にすることでメインの IJ スニングポジションとそれじ(外の IJ 
スニングポジション2力所（計3力所）の定在波制御 (Standing 
Wave ) を行うことびでさます。設定の手順は日 SD 画面に従って、 

ちのイラストのよラにメインポジションでの測定び最後になるよラに 
セットアップ用マイクを設置していさます。 IJ スニングポジションを 
1力所でお楽しみいただくときは[ N 0]にすることをお勧めします。 


リス1^3ンリス!^ヨン 


\rWrfj 

メインリスニングポジション 


2 



1 12ぺージの手順1〜2までを行います。 


2 に UST 0 M ] を選んで決定する。 
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音の詳細設定 


3 


1-Auto MCACC 


Custom Menu 


Speaker Setting 
Channel Level 
Speaker Distance 
EQ Pro. & S-Wave 


ENTER:Next か Return 


1-Auto MCACC 


SYMMETRY 


ALL CH ADJ 

[M2.MEMORY 2 ] 
FRONT ALIGN 

[M3.MEMORY 3 ] 
THX Speaker [ NO ] 

[START ] 

ENTER : 苗 art も : Return 


3 より詳しく設定したい項目を選んで設定する。 


Custom Menu 

[ ALL]、[Keep SP System ]、 

[Speaker Setting]、[Channel Level ]、 

[Speaker Distance ]、 

[EQ Pro . & S - Wave ] 

保存先 

[MEMORY 1 〜 6] 

THX Speaker 

[ NO ]、[ YES ] 

EQ Type 

[ SYMMETRY ]. [ALL CH ADJ ]、 


[FRONT ALIGN ] 

Stand.Wave Multi-Point [ NO ]、[ YES ] 


4 [ START ] を選んで決定する。 

Custom Menu で選択した項目の自動測定に進みます。 
[MCACC Data 饥 eck 」 の画面び表示されたら自動測定 
は終了です。測定結果を確認して<ださい ( 「測定/設定 
結果を確認する」一1己ページ)。 

測定び終わりましたら、必ずセットアップ用マイクを本 
機から抜いてください。 


(( 

.Auto MCACC の [ DEM 日]を選ぶと 、 Auto MCACC のデモモードになります。デモモードはセットアップ用マイクを使用せずに 
開始することび可能で、スピーカーを接続していればテスト I -ーンち出力されます。デモモードでの測定内容は本機の設定に反 
映されず、エラーち発生しません。デモモードを終了させるには、戻るボタンを押してください。戻るボタンを押すまでデモモー 
ドは繰り返されます。 

.[Acoustic Cal EQ 」 （周波数特性の補正）と 「Standing Wave 」 （定在波制御)の効果は、それぞれの MCACC MEM 日 RY で日 N / 

日 FF を切り換えることびできます。詳しくは「才ーディオ調整機能を使用する」卜44ぺージ)をご覧ください。 

^ - ^ 


設 

定 
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音の詳細設定 


スピーカーの ffl 用用透を選択する 〜 Surround Back System 〜 


ここではスピーカー端テ回(サラウンドバックチャンネル)の使用用途を設定します。拾 T の項目から選択します。 
[Normal] :-般的なサラウンドバックスピーカー用 (6.1 ch または 7.1 ch システム） 

[Speaker B] : メインの己. Ich システムの音を、メインとは別に 2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[Front Bi-Amp] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用(己. Ich システム） 

[ZONE 2] :本機のある部屋(メインゾーン)とは別の部屋 (ZONE 2) のステレオ再生用 





1 [2. Surround Back System] を選んでミ夫定ずる。 

「 Normal 」 と ！" Speaker B」、「Front 目 i - Amp」、[ZONE 
2] の選択画面び表示されます。詳しい説明は上記をご 
覧ください。 


2 [Normal] か [Speaker B]、[Front Bi-Amp ]、 
[ZONE 2] のいずれかを選んで決定する。 

3 戻るボタンを押す。 

サラウンドノ（ツクシステムの設定を終了します。 


Speaker 巨 ]、 [Front Bi - Amp].[ZONE 2] を選ぶと、サラウンドバックス 
ピーカーについての各種設定を行ラことはでさません。 


プリアウト出力について 

上記設定に連動して、プリアウト端テのサラウンドノくック C りから出力される 
音声び!; TF のよラになります。 

[ Normal ] のとき：ヴラウンドバックチヤンみレの音声 

Speaker 巨]のとき：ダウンミックスされた2かの音声 

[ Front 目 i - Amp ] のとき：フ□ントチヤンネルと同じ音声 

[ZONE 2] のとき : ZONE 2で選択されている入カフアンクシヨンのアナ □ 

グ音声(フ□ント 2 ch 信号相当） 


リスニング摄境をお巧みに調整する 〜 Manual MCACC 〜 


Manual MCACC では、設定をより詳しく手動で調整することびできます。それぞれの調整を行う前に、 U モコン 
の AV アンプボタンを押してから MCACC ボタンを押し、調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選んで、それぞれの調 
整を行ってください 。 MCACC MEM 日 R 丫び日 FF の状態で Manual MCACC を選択すると、 MCACC の選択画面に 
なります。この場合、調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選択し、調整項目へとお進みください。設定にはセットアッ 
プ用マイクを使用することびあります。マイクの接続のしかたは、12〜13ページをご覧ください。マイクを接続 
する際は、設定ボタンを押してシステムセットアップび表示されている状態で差し込んでください。システムセッ 
トアップび表示されていない状態でマイクを差し込むと 、 Auto MCACC のスタート画面になります。 
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音の詳細設定 



Channel Level ) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤンネ 
ルに対して基準となるチヤンネルからテスト I ンび再生されますので、両方のテスト I ンび同じ大きさに聞こ 
えるよラに調整します。 









L _ +0.5dB 

R ィ ^■■■• しレ C 口 ■ [ -9.5dB] 

C [ +1.0dB] SBR [+10.0dB] 
SL [ -9.5dB] SW [-1.5dB] 
SR [ + 10-0dB] 


を ： Finish 



1 [3. Manual MCACC ] を選んで決定ずる。 


2 [Fine Channel Level ] を選んで決定する。 

スピーカー出カレベルの微調整を行う画面になります。 


A テスト I -ーンは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUM 曰ま自動的に□.日 d 己にな 
注意 0、テストトーンび再生されます。 



づ フ□ント左チヤンネルのレベルを調整して決定する。 

フ□ント左チヤンネルからテスト I -ーンび出力されます 。 J 
音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス 化 
□ーモードで7己 dB SPU こ調整してください。 


4 調整したいスピーカーを選んでチヤンネルレベル 
を調整ずる。 

選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して基準と 
なるチヤンネルから交互にテスト I -ーンび出力されま 
す。両方のテスト!-ーンび同じ大ささになるように調整 
しよ9 〇 

-10.0 d 目から+1日.0 d 目の範囲内で、日.5 dB 間隔で 
_調整することびできます。_ 

5 戻るボタンを巧ず。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルより 
ちルさく聞こえる場合びあります。 
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音の詳細設定 



—カーまでの S ち難の微 k 



SP Distance ) 


フ□ント左スピーカーを基準として、その他のスピーカーの距離を調整します。 

選択したチヤンネルと、そのチヤンネルに対して基準となるチヤンネルからテス 
トパルスび再生されます。その2つのスピーカーに対して IJ ス ニン グポジション 
からち図のように向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントび中央に定位す 
るように数値を調整します。このとささらに細かく中央に定位させたいとさは、 

スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向さを少し動かすことでポイント 
を中央に定位させることびできます。なお、サブウーファーのテストパルスは他 
ch と音色び異なります。サブウーファーの音びはっさり聞こえるように調整してください。また、サブウーファー 
の調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上下したりスピーカーの位置を変えてち聞こえち 
の変化びわかりにくい場合びあります。 



2 


3 


4 


System Setup MENU 


1 . Auto MCACC 

2. Surround Back System 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 

6. Input Setup 

7. Other Setup 



3b.Fine SP Distance 


3.05m 

2.81m] 


[ 2.23m] 

[ 2.34m] 


国 曲 国 
图©国 
国国 




3b.Fine S 

P Distance 


SBL 

SBR 


SB し ♦♦ S し 

[ 1.83m] 

[ 2.34m] 

图囚 □ 图 

固◎国 

回 固 

を : Finish 
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スピーカーまでの 距離調整とは 

距離の調整は、映像の「ピント合わせ」によ < 似て 
います。ピントび合っていない映像はどこで見て 
ちぼやけて見えますび、ピントび合った映像は遠 
くからでを見ることびでさます。音の焦点を同じ 
で、ある一点(マイクを置いた U スニングポジショ 
ン）に音源からの到達時間をしっかり合わせるこ 
とで、 U スニングポジションー点だけでなくマル 
チチヤンネ j レ環境における音場全体を正しく形成 
します。 


1 [3. Manual MCACC ] を選んで決定する。 

Z [Fine SP Distance ] を選んで決定する。 

_スピーカーまでの距離の微調整を行う画面になります。_ 

3 フ□ント左チヤンネルのスピーカーまでの実測距 

離を入力して決定する。 


調整したい スピーカーを 選んで スピーカーまでの 
距離を調整ずる。 

選択したチヤンネルとそれに対して基準となるスピー 

カーから、テストパルスびじ(下のように出力されます。 

R-L 

C-L 

SL-L 

SR-R 

S 巨し - S し 
S 巨 R - SR 
SW - L 

0.01 m から 9.0 日 m の範囲内で、日. 0] m 間隔で設定で 
さます。 

A テストパルスは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUME は自動的に0 d 目になり 
注意テストパルスび再生されます。 


5 戻るボタンを巧ず。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 


テストパルスの聞こえるポイントびどうしても中央に定位しないときは、ス 
ピーカーと本機の©、©端テび正しく接続されているかを確認してください。 
©と©び逆に接続されていると中央に定位しません。 













































































音の詳細設定 


定在波制御 (Standing 



オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、ちとの音波と干渉することで発生します。定在 
波は特定の低域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の影響はスピーカーの 
位置や IJ スニングポジションによってち変化します。ここでは実際に音楽ソースなどの再生音を聴さなびら、定在 
波の影響を制御します。 






2 standing Wave ] を選んで決定する。 

定在波制御のフイ J レター設定画面になります。 


3 


3c.standing Wave 
MCACC : M1.MEMORY 1 



[+12.0dB] 


[ 63hz ][ 110 Hz][ 
r 〇 n irfto 1 r 

250hz] 

L んり J L o •り J L 
[ 2,5dB] [ e.OdB ][ 

S.OdB ] 


±> : Finish 


• 音声入力で HDM 吃選んでいるときは、実劇こ音 
を聞さなびらの補正を行ラことはでさません。 

. オーディオ調整機能の 「 S - WAVE 」 の項目 
を 「 S - WAVE 日 FF 」 にしている MCACC 
MEM 日 RY でここでの設定を行うと、自動で 
rS - WAVE 日 N 」 に切り換わります(一44ぺ一 
ジ)。 


3 「円 I お「 Ch 」 を選ぶ。 

どのチヤンネ j レの定在波を制御するか選択します。 

各チヤンネルごとに用意された、3つのフイルターで定 
在波の影響を制御します。 

[ MAIN ] :センタースピーカーとサブウーファーじ(外の 5 A 
すべてのチヤンネル ^ 

に enter ] :センターチヤンネルのみ ち 

[ SW ] :サブウーファーのみ 


4 フィルター N 0.1か! 5 N 0.3 について、各項目を 
調整ずる。 

f :各フィルターの中必周波数を、目 3 Hz 〜2己日 Hz の範 
囲で調整します。 

Q :各フィルターの帯域幅を 2.0 〜 9.8 の範囲内、日.2間 
隔で調整します。数値び大さくなるほど帯域幅はより狭 
くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、日.日 d 目〜] 2.日 d 目の範 
囲内、日.5 dB 間隔で設定します。 

(「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを一12.0 d 目〜 
に.0服の範囲内、日.5服間隔で調整します。手順3で 
[ SVV ] を選んだときのみ調整することびできます。） 


5 戻るボタンを押す。 

定在波制御の設定を終了します。 


的 








































3d.EQ Adjust 


MCACC : M1 63Hz 

Ch [SBL] 125Hz 

250Hz 
500Hz 
1kHz^ 

- 2kHz 

4kHz 

- 8kHz 

苗資貢賽ゴち身黄皇 i16kHz 

ろ : Finish TRIM 


3d.EQ Adjust 


MCACC : M1 _ 

ィ 



A テスト I -ーンは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUME は自動的に日.日 d 巳に 
注意なりテスト I -ーンび再生されます。 


4 調整したいチヤンネルを選ぶ。 

5 調整したい周波数帯域を選んで調整する。 

-12.0 dB から +12.0 d 目の範囲内で、日.己 d 目間隔で 
調整することびでさます。 


• 調整中に 「 OVER !」 びディスプレイに表示されたとさは、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 

• 「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル）に設定されたチヤン 
ネルは 「63 Hz 」 を選ぶことはでさません。 

.「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
た全体的なレべ>1レのノ くランスを再調整します。 


4 


5 


オーディオ調整機能の 「 EQ 」 （周波数特性の補 
正）の項目を 「 EQ 日 FF 」 にしている MCACC 
MEMORY でここでの設定を行ラと、自動で 「EQ 
0 NJ に切り換わります。 （一 44ページ） 


f % 手順4〜5を繰り返して、各チヤンネルの周波数 
W 帯域を調整する。 

/ 戻るボタンを巧す。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 


補正カーフを手動で調整します。下記の調整を行つ刖に、 MCACC ホタンでどの MCACC MEM 日 R 丫の EQ 値を調 
整するか選んでおさます。 


System Setup MENU 


2. Surround Back System 


nagemer 

5 - Manual SP Setu| 

6 - Input Setup 
7, Other Setup 


2 


3 



に Manual MCACC ] を選んで決定ずる。 


Z [EQ Adjust ] を選んで決定ずる。 

どの MCACC MEM 日 R 丫の EQ 値を調整するかの確認画 
_面になります。_ 

3 に TART ] を選んで決定ずる。 

補正カーブの調整画面になります。 



3d.EQ Adjust 


… ，ん … 

ENTER:Next 


音の詳細設定 


チヤンネルごとの周お数特性の補正 (EQ Adjust ) 


〇 〇 〇互 

0 0 0 0 


ぶ 〇 

Jd 〇 〇 〇 〇 
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音の詳細設定 


’の残響特性の測定と残響を考慮した補正 (EQ Professional ) 


残響特性とは視聴環境における音の響さちのことです。ここでは残響特性の測定と確認、それに適した周波数特性 
の補正などをそれぞれ個別に行ラことびできます。チャンネルごとに響きちび異なったり、周波数ごとに響きちび 
異なるような視聴環境では [Advanced EQ Setup ] び特に効果を発揮します。 

残響特性は部屋の形状や内装、スピーカーの設置状況などによって変化するため、この機能は理想的な視聴環境 
を創るための目安としてちご利用いただけます。また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソ 
コン画面上で詳しく確認することも可能です (-71 ページ)。 

[Reverb Measurem 飢 t] ( 残響特性の測定） 

視聴環境の残響特性をおよそ1〜3分程度で測定します。 

現状の部屋の残響特性を測定するときは 、 [Reverb Measurement ] を選んだあと、に Q 日 FF 」 を選択してから 
測定してください。 

残響特性を考慮した補正を行っているとさは、補正後の部屋の残響特性を測定することちでさます。 

その場合は補正した MCACC MEM 日 R 丫を選び 、 [Reverb Mesurement ] を選んだあと、に Q 日 N 」 を選択して 
から測定してください。 

[Reverb View] ( 残響特性の確認） 

測定された残響特性の詳細を日 SD 画面(テレビ画面)で確認することびでさます。 

[Advanced EQ Setup] ( 上級ち向け EQ 設定） 

日 SD 画面(テレビ画励に表示される残響特性を参考にしなびら、周波数特性の補正を行うための「時間軸上の位 
置」をお好みで選択し補正を行います。 


.[Advanced EQ Setup ] は、前に測定した Auto MCACC (一] 2ぺージ)の補正力ーブに上書きしてしまいま 
すのでごを意ください。過去のデータを残したいときは、別の MCACC MEMORY を選んでから [Advanced EQ 
Setup ] を行ってください。 

• [Advanced EQ Setup ] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto MCACC と違い、スピーカーシステ 
ム、スピーカーまでの距離、スピーカー出カレベルなどの設定は行いませんので 、 [Advanced EQ Setup ] を行う 
前に 「Auto MCACC 」 卜12ぺージ)を行うことをお勧めします。 

• [Auto MCACC 」 のに USTOM ] で 、 「Custom Menu 」 を [ ALL]、[Keep SP System]、[EQ Pro . & S - Wave ] の 
いずれかで設定したとさは、すでに部屋の残響特性の測定から最適な補正時間位置の設定、周波数特性の補正を自 
動的に行い、理想的な視聴環境に補正されています。 

•「Auto MCACC 」 卜12ぺージ)後や 「Reverb Measurement 媽響特性の測定)」のあとに 「Reverb View (残 
響特性の確認)」を行うと、定在波制御の設定値によって残響特性のグラフに違いび出ることびあります 。 「Auto 
MCACC 」 では定在波を制御した状態で残響測定しているため、定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示さ 
れます。それに対して 「Reverb Measurement 媽響特性の測定)」では定在波を制御せずに残響測定するため、定 
在波を含めた残響特性グラフをご覽いただけます。部屋の残響特性そのをの(定在波をそのままの状態)を確認し 
たいとさは 、 「Reverb Measurement (残響特性の測定)」を行ラことをお勧めします。 


P 美響特性グラフの見方 

このグラフは、スピーカーから一定のテストノイズを出力し続けた時のマイク入カレベルの時間変移を示した 
わのです。まったく残響びない場合は下図 A のようになりますび、残響びある場合、徐々に音響パワーび累積 
されて下図目のよラになります。 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で日 [ ms ] 付近の 
立ち上びりび鈍 < なる場合びあります。 

. 各スピーカーの「距離と能力の差」による「ディレイ 
とレベル差」は、グラフを見やすくするため、補正さ 
れたちのを表示します。周波数特性に関しては補正 
しないで表示します。 


ル 


A 


時間 


巨 


時間 


設 

定 
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音の詳細設定 


Advanced EQ Setup での補正時間位置の巧め方 


[Reverb Measurem 飢 t ] で測定された残響特性の詳細を 
参考に、補正時間位置をご自身で選択します。 

まずは [Reverb View ] または [Advanced EQ Setup ] の 
日 SD 画面か、パソコン上で残響特性グラフを確認卜 7] 

ぺージ)し、 I ソ下の]〜3のノ く夕ーンを参考に補正時間位置 
をミ夫めます。 

従来の MCACC による EQ 補正では、図1のようにマイク入 
力のデータ取得時間び8日〜1 60[ ms ] の固定になってい 
ました。それに対して、よりプ□フェツシヨナ J レな EQ 補 
正びできる本機の Aco Cal EQ Pro . では、残響音の悪影響 
を受けないようにするため、〇〜8日 [ ms ] の中の1ポイント 
(20[ ms ] 幅)を選択できます。 

各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差び大 
さい場合は、蓄積された残響音の悪影響を防ぐために、早め 
の時間位置を選択することで、直接音(初期反射音を含む） 
の不ぞろいのみを補正することびでさます。残響カーブの 
どこかの周波数帯に突発的な変化のない、早めの時間帯(た 
とえば30〜已〇 [ ms ]) を選択します。 


ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場合 

図3は、チャンネルごとに残響特化び異なっている場合の例 
です。このような場合、従来の EQ 補正は80〜1 60[ ms ] の 
データを取得していたため、スピーカーから音び放射され 
てから 80[ ms ] l ； がきに徐々に各チャンネルの音色びそろっ 
てくるように補正していました。一ち、音像の定位感や移動 
感、音色のつなびりは、残響音ではなく、各スピーカーからの 
直接音湖期反射音を含む)に左もされます。このような場 
合は 、 Advanced EQ Setup で30〜已〇 [ ms ] くらいを指定 
して補正をすると、直接音の特性びそろった理想的な音場 
でお楽しみいただけるよラになります。 




この機能は上級者向けの機能になります。補正時間位置の 
設定および Advanced EQ Setup をすベて自動で行いたい 
場合は 「Auto MCACC 」 の [ ALL]、[Keep SP System ] また 
は正 Q Pro . & S - Wave ] で測定してください。 

ケース1 ) 周波数ごとに残響特性び異なる場合 

図2は、低域び大さく響さ、高域はあまり響かないという特 
性の例です。この場合、従来の EQ 補正は80〜1 60[ ms ] の 
データを取得していたため、低域の残響音の蓄積により、 

「低域び大きく、高域びノ」ぶい」と判断し、 EQ の力ーブは高域 
を上げ気味に補正していました。しかし、スピーカーから直 
接ちに届く約4日 [ ms ] lU 内の特性は、高域も十分な音量び出 
ていますので、遅い時間位置で補正してしまラと高域びさつ 
く感じることびありました。このような場合にはスピーカー 
からの直接音を補正する意味で、 Advanced EQ Setup で 
3日〜已〇 [ ms ] くらいを指定すると、スピーカーからの直接 
音湖期反射音を含む)びフラットになり、聴きやすい音場に 
なります。 


図3チヤンネルごとに残響特性び異なる場合の例 

ケース 3) 全体的に残響特性び似ている場合 

図4のように、各周波数、各チヤンみレの残響特性び似て 
いるような場合には、残響特性び悪影響を及ぼすことは 
ありません。このような場合は30〜已日 [ ms ] ではなく、 
Advanced EQ Setup で目〇〜8日 [ ms ] くらいを指定して 
補正することをお勧めします。直接音と残響音をすべて含 
んだ I -ー タ) レでの補正び行われ、理想的な音場空間を再現 
することびでさます。 



図4周波数ごと、およびチャンネルごとに残響特性び似ている場合の例 


本機能の有効活用 

本機の「残響特性測定およびグラフ表示機能」は、視聴環境 
整備のツールとしてお使いいただけます。スピーカーの L/R 
(左ち）で特性び大きく異なる場合は、片側の設置に問題びあつ 
たり、左ちの壁の反射び大さ<影響している、などび考えら 
れます。設置の見直しや、吸音材の使用効果などを何度ち確 
認しなびら、より理想的な視聴環境を創ることびでさます。 
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図2周波数ごとに残響特性び異なる場合の例 































音の詳細設定 


残響特性の結果をパソコンのモニター画面で確認したい場合には、測定前にあ5かじめ本機とパソコンを接続す 
る必要がありまず。使用できるパソコンの環境については71ページをご覧ください。 

RS -232 C ケーブルで接続してください。ケーブルはメス-メスのク□スタイプを使用します。詳しくはダウン □- 










1 [3. Manual MCACC ] を選んで決定する。 

2 

[EQ Professional ] を選んで決定する。 

3 

[Reverb Measurement ] を選んで決定する。 


4 [EQ OFF ] を選ぶ。 定 

残響特性を考慮した補正を行った状態の部屋の残響特 
性を測定/確認したいとさは、あらかじめ補正を行った 
_ MCACC MEM 日 RY を選んだうえで [ EQ 日 N 1を選びます。 

5 マイクを接続して残響特性の測定の準備をする。 

•付属のセットアップ用マイクを接続して、 U スニング 

ポジションに設置してください。 （ TV モニターの近く 
には設置しないでください。） 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物 
を取り除いてください。 




@ に TART ] を選んで決定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
度かかります。 

測定終了後、測定結果を OSD 画面で確認するとさは手 
順7へ、ノくソコンのモニター画面で確認するとさは「各種 
測定結果の PC 表示機能」 （^71 ぺージ)へお進みくださ 
し、測定結果を確認せずに周波数特性の補正を行うとさ 
は、手順11へお進みください。 

7 [Reverb View ] を選んで決定ずる。 

残響特性の測定結果確認画面になります。 
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音の詳細設定 


14 [ START ] を選んで決定する。 

手順12で選んだ時間帯の音で、周波数特性の補正を自 
動で行います。測定にはおよそ2〜4分程度かかります。 

15戻るボタンを巧ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 (EQ 
Professional ) を終了します。 

[MCACC Data 饥 eckl で測定結果を確認できます。 


13 ボタンを巧して画面を切り換え、必要に応じて 
「EQ Type 」 と rstand.Wave Multi - Point 」 を設 
定ずる。 

それぞれの詳しい説明は目日ぺージをご覧ください。 


11 [Advanced EQ Setup ] を選んで決定ずる。 

補正時間位置を指定する画面になります。 


• 残響特性の詳細をご覧になった結果、チャンネルごとまたは周波 
数ごとに響さちび異なるとさは手順]]へお進みください。 

. 部屋の残響特性を改善したいとさはここで吸音材の調整などを 
見直し、視聴環境の整備を行ってください。そのあと、再度その効 
果を確認することをお勧めします。 

• 残響特性び特にバラつさなく測定されているとさは理想的な残 
響特性び得られていますので、手順]已へお進みください。このと 
さ、通常の Auto MCACC 補正を行っていないと周波数特性は補 
正されないままですので 、 [EQ Professional ] を終了したあと、 
6] ぺージの手順3の [EQ Pro . & S - WAVE ] を実行してくださ 
し、。 


8 測定結果を確認したいチャンネル、周波数を選ぶ。 

9 手順8を繰り返して、各チャンネルにおける各周 
渡数の残響特性の測定結果を確認ずる。 

10 残響特性の測定結果画面を終了しまず。 


8 


-チヤンネル 


周波数 一 ■ 


11 



12 
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3e3.Adv. EQ Setup 


( 2 / 2 ) 


MCACC : M1.MEMORY 1 
EQ Type [ SYMMETRY 
Stand.Wave Multi - Point 
[YES 

Place the mic at your 
2nd reference point. 


ENTER:Start 


日 SD の服表示(縦軸の目盛り）は 2 服ごとに区切 
られています。 



る 

定 

指 

を 

置 

位 

間 

時 

正 

補 


を置の置周換 
ブ位置位とり 
-間位間ル切 
力時間時ネの 
性正時正ンブ 
特補正補ャー 
響。補。チカ 
残すのい。性 
らまでさす特 
びし W 产で響 
な定が^通残 
え指 S 覧共る 
換を日^'5です 
り置 K を数に 
切位 d 波考 
を間周参 
数時 W t 各、 

皮正3ぺ ま 

廓 補 M 辦瓜別 
と、^^ネ換 
ルては { ンり 
ネしちャ切 ( 
ンにめ方チのす 
ャ考決め各数で 
チ参の決は波え 
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音の詳細設定 


各種測定結果の PC 表示機能 


残響特性の測定結果をパソコンに転送してご確認いただくには、下の条件を満たしている必要びあります。 

パソコン本体 

• 日 S び Microsoft ®「 Windows ® XP」（Service Pack 2) または 「 Wind 日 ws ® 2日日日」であること。 

• CPU わく Pentium 3/300 MHzl ^ Lb または AMD K 6/300 MHz _ lU 上(または]日日〇/〇互換'性の技る CPU ) で 


あること 

• メモ IJ 一び128 M 己じ(上であること 

• 画面解像度び8日日 X 6日日ドット1^^(上であること 
• インターネットに接続可能であること 

• RS -232 C ポートを搭載していることに日 M ポートの接続につい口まパソコンのメーカーへお問い合わせく 
ださい） 

RS-232C ヶーブル 

. メス-メス：ク□スタイプ(インター IJ ンク、 IJ バースタイプなど)を使用すること。詳しくはダウン□ード 
した PC アプ IJ ケーシヨンの取扱説明書をご覧ください。 

専用アプリケーシヨン-ソフトおよび専用取扱説明書 
. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ソフトウェアダウン□ードへ進み、ダウン□ードしてください。 
http :// pioneer . jp / support / 


ノート PC など RS -232 C 端テびないパソコンの場合は、市販の US 巨- RS -232 C 変換ケーブル ( USB - シ U アルケースレ)を使い、 

USB 経由で接続することち可能です。 

心 


System Setup MENU 


1 . Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

5. Manual SP Setup 

6. Input Setup 

7. Other Setup 


え ) ： Ex け 


2 


4.Data Management 


a. MCACC Data Check 

b. Memory Rename 

c. MCACC Memory Copy 

d. MCACC Memory Clear 



ろ ： Return 


3 


4e.Output PC 


Start the MCACC 
application on your PC 


を ： Cancel 


データ通信の前に本機の設定で、一度 Auto MCACC [ ALL ] (一 


12、60ページ）を行った状態で RS -232 C ケーブルを接続し、 
「Reverb Measurement 」 （一69ぺージ）を行ってください。 

1 

[4. Data Management ] を選んで決定する。 

2 

[Output PC ] を選んで決定する。 

パソコンへのデータ転送待ち画面になります。 

3 

パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケー 
シヨンを起動して < ださい。 

PC アプリケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転 
送を行います。 

パソコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を 
行うと上書さされます。また本機の電源を切ることでち残響 
特性データはメモ U —から消去されますので、測定後はすみ 
やかにパソコンへデータ送信し、保存しておくことをお勧め 
します。 


4 戻るボタンを押す。 

パソコンへのデータ転送を終了します。 


Microsoft ®、 Windows ® XP および 
Windows ®2000 は米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標または商標です。 


残響特性の表示は、最後に測定した残響特性び 「 EQ 日 FF 」 であれば 
周波数特性の補正前、 「 EQ 日 N 」 であれば周波数特性の補正後の表 
示をご覧いただけます。詳しくは、専用アプ U ケーシヨンの取扱説 
明書をご覧ください。 

心 ぶ 
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音の詳細設定 


MCACC MEMORY のデータ管巧をする 〜 Data Management 〜 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された备種設定内容や設定値を確認、コピー、消去することびで 
さます。また MCACC MEM 日 R 丫に名前をつけることもでさます。 


設定データを確認する (MCACC Data Check ) 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された下の各設定項目の内容や設定値を確認することびできます。 

Speaker Setting :スピーカーシステムの設定 

Channel Level :スピーカー出カレベルの設定 

Sp 朗 ker Distance : スピーカーまでの距離 

Standing Wave :定在波制御フィルター設定 

Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の補正値 


System Setup MENU 
1.Auto MCACC 


2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 


5. Manual SP Setup 
6 - Input Setup 
7, Other Setup 


を： Ex け 



b. Memory Rename 

c. MCACC Memory Copy 

d. MCACC Memory Clear 

e. Output PC 


か Return 



システムセットアップで®用するボタン 

W 7 パー ご 一 ((§) う) 一 

^- ム 



♦ 

\ [4. Data Management ] を選んで決定する。 

フ [MCACC Data Check ] を選んで決定ずる。 

確認したい設定の項目の選択画面になります。 


3 


4a.MCACC Data Check 


1.Speaker Setting 
2. Channel Level 


3. Speaker Distance 

4. Standing Wave 



ENTER:Next か Return 


4 


4a5.EQ Data Check 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
■0 

を ： Return TRIM 0,0 


MCACC ィ 63Hz 0 
Ch [SBL] 125Hz 0 

dB 250Hz 0 

500Hz 0 

1kHz 0 

- 2kHz 0 

4kHz 0 

I - 8kHz 0 

苗資胃賽ゴち寺送夏 il6kHz 0 


3 確認したい設定項目を選んで決定ずる。 


4 必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や Ch 
などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEM 0 R 丫を変えること 
で、各 MEM 日 R 丫の設定値を確認しなびらそのサウンド 
の変化を確認することびでさます。 

他の設定項目を確認するとさは、戻るボタンを押して手 
順3へ戻ります。 


5 戻るボタンを巧す。 

[MCACC Data 饥 eck ] を終了します。 
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音の詳細設定 


設定データの名前をを更する (Memory Rename) 


MCACC MEM 日 R 丫1〜6の名前を変更することびでさます。たとえば、映画を楽しむ視聴位置で音場補正を行つ 
たときは 「 MOVE 」、 ゲームを楽しむ視聴位置であれば 「 GAME 」 のように変更することびできます。 

変更したい設定データの名前は下の中から選びます。 

[ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] [ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ] [ SOFA ] に EAT ] 


System Setup MENU 


1. Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 


5 - Manual SP Setup 

6 - Input Setup 
7, Other Setup 


±)：Exit 





4b.Memory 

/ Rename 

MCACC Position Rename 

M1 ィ 


M2 [ MEMORY 21 

M3 

MEMORY 3 ] 

M4 

MEMORY 4 ] 

M5 

MEMORY 5 ] 

M6 

MEMORY 6 ] 


を : Finish 



1 

[4. Data Management ] を選んで決定する。 

2 

[Memory Rename ] を選んで決定する。 

名前を変更したい MCACC MEMOR 丫の選択画面になり 
ます。 

3 

名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで 
名前を変更する。 

他にも名前を変更したい MCACC MEMOR 丫びあるとき 
は選んで変更します。 

4 

戻るボタンを巧ず。 

[Memory Rename ] を終了します。 



(MCACC Memory Copy) 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された MCACC MEMOR 丫を、他の己つの MEM 日 R 丫のいずれかにコ 
ピーすることびできます 。 MCACC MEM 日 R 丫は全部で6つまで設定することびできます。 


2 


3 


4.Data Management 


a. MCACC Data Check 

b. Memory Rename 

d. MCACC Memory Clear 

e. Output PC 


±)：Return 


4c.MCACC Memory Copy 


Copy 

[ All Data ] 

From 

ィ ■川■川邮け】： 

To ▼ 

[M2. MEMORY 2] 

Start Copy [Cancel ] 

を : Cancel 



1 [4. Data Management ] を選んで決定する。 


2 [MCACC Memory Copy ] を選んで決定する。 

コピーしたい MCACC MEM 日 R 丫 ( From ) と、コピーさ 
れる MCACC MEM 日 R 丫 ( To ) の選択画面になります。 


3 


コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 


73 






































































音の詳細設定 


4 


5 




4 コピー先の MCACC MEMORY を選ぶ。 


5 [0 K ] を選んで決定ずる。 

設定内容のコピーび開始されます。 

に ancel ] を選ぶと〕ピーは行われません。 
Completed ! と表示されたら〕ピーは終了です。 


6 戻るボタンを押す。 

[MCACC Memory Copy ] を終了します。 


設定データを消去する (MCACC Memory Clear) 


6つある MCACC MEM 日 R 丫の中から、必要のない MEM 日 R 丫を消去します。 



2 


し Data Management 


■ MCACC Data Check 

■ Memory Rename 



e. Output PC 


3 




[4. Data Management ] を選んで決定する。 


2 

[MCACC Memory Clear ] を選んで決定ずる。 

消去したい MCACC MEM 日 R 丫の選択画面になります。 

3 

消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 

[0 K ] を選んで決定する。 

手順3で選んだ MCACC MEM 日 R 丫の消去を開始します。 
に ancel ] を選ぶと消去は行われません。 

Completed ! と表示されたら消去は終了です。 


4 



R 他にも消去したい MCACC MEMORY があるとき 
は手順2〜4を繰り返す。 


5 戻るボタンを押す。 

[Data Management ] を終了します。 
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音の詳細設定 


スピーカーやサブウーファーの音を調整する 〜 Manual SPSetup ~ 


ru スニング環境を測定して最適な設定をする」（^ 12 ぺージ)でオートセットアップを行った場合は、すでに設定 
されています。必要に応じてお好みで再設定でさます。 


スピーカー接続とほ音再生能力を設定する (Speaker Setting) 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域を 
最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて、正しく設定してくださ 
い。 [SMALL] (ル)に設定されたスピーカーびあるとき、何 Hz じ(下の低音域を他のスピーカー（サブウーファーを 
含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hzl^U 下の低音域を再生するかを义日 VER (ク□スオーノ く一周波数)の設定 
で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、次ページをご覧ください。 


System Setup MENU 

1.Auto MCACC 


2. Surround Back 

System 

3. Manual MCACC 


4. Data Manageme 

nt 

l« ■ んり ■ 11 h 1 d 川 • 

6. Input Setup 


7. Other Setup 



を ： Exit 


2 


5.Manual SP Setup 


b. Channel Level 
c . Speaker Distance 

d. X-Curve 

e. THX Audio Setting 


3 


5a.Speaker Setting 


Front 

Center 

Surr 


SB 

SW 


[SI 


ィ w 函 

[SMALL] 
[SMALL] 
MALLx2 ] 


回固□国 
固©国 
国固 



2 Speaker Setting ] を選んで決定する。 

スピーカーシステムの設定になります。 


q それぞれのスピーカーについて、それ!5のサイズ 
や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとにじ I 下を選べます。各項目の意味と設定 
方法については、次ページの説明をご覧ください。 


X. OVER [ 80Hz] 

(THXiALL SMALL 


^iReturn 


. THX 認証のスピーカーシステムをご使用の際は、 
すべてに MALL ] に設定してください。 

. 工場出荷時、ク□スオーバー周波数は8日 Hz に設 
定されています。 

• THX スピーカーをご使用の場合、ク□スオーバー 
周波数は8日 Hz に設定してください。 

. それぞれのスピーカーの性能によりますび、小型 
スピーカーを使用している場合、ク□スオーバー 
周波数は200 Hz に設定することをお勧めします。 


Front 

(フ□ン h) 

[ LARGE ] [ SMALL ] 

Center 

(センター） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit 

(サラウンド） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

SB 

(サラウンドバック） 

[LARGE X 2] [LARGE X 1] 
[SMALL X 2] [SMALL X 1][ NO ] 

SW 

(サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ NO ] 

X . OVER 

(ク□スオーバー周波数） 

[己 OHz ] [80 Hz ] [ lOOHz ] 

[150 Hz ] [200 Hz ] 


4 戻るボタンを押す。 

[Speaker Setting] を終了します。 
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音の詳細設定 

スピーカーシステム設定の目安 


スピーカーシステム組み合わせ可能一覧 


Front 

(フ□ント） 

[SMALL] 

[LARGE] 

G 巨 nt 白 r 

(センター） 

[SMALL] [NO] 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit 

(サラウンド） 

[SMALL] 

[NO] 

[LARGE] 

[SMALL] 

[NO] 

SB 

(サラウンドバック） 

[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[NO] 

[LARGE X2/XI] 
[SMALL X2/XI] 
[NO] 

[SMALL X2/XI] 
[NO] 

[NO] 

SW 

(サブウーファー） 

[YES] 

[YES] [NO] [PLUS] 


太字：工場出荷時の設定 


に MALL] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [LARGE] スピーカーやサブウーファーから出力） 

[LARGS :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または]本） 

[YES] :サブウーファーを接続している場合 

[PLUS] :フロント/センターの低域成分をサブウーファーからも同時に出力させる、低域の再生量びもっとも 
多いモード 

常に （2ch 再生時でも）サブウーファーから低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みのち 
におすすめの設定 （ 詳しくは下図参照） 

[N0] :接続していない場合(該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [PLUS] はオートセツトアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 

サブウーファーの再生する音域成分 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は、1ソ下のよラになります。 


フ□ント/センター 
スピーカー 

サブウーファー 

LFE (超低域効果音)成分 

低域成分 

中•高域成分 

SMALL 

YES 





LARGE 

YES 



LARGE 

NO 



LARGE 

PLUS 

^! 


11 




サブウーファーの再生音域 
f フ□ント/センターの再生音域 


_ □ □ _ 

ク□スオーバー 周波数 (工場出荷時： 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください 


f サブウーファーを [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび発生し、十分な低音の I 
効果び発揮されないことびあります。このような場合は 、 Auto MCACC でスピーカーの距離の設定 (Speaker Distance ) を行しバー 
12ぺージ )、 PHASE CONTROLS - ドを「日 N 」 にしてください(一43ぺージ ) 。 

心 Jy 
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音の詳細設定 


テストトーンを聞いて出カレベルを調整する ( ChannelLevel ) 


ij スニングポジション爛聴位置)での各チャンネルの音量レベルび一定にそろうように調整します。実際に出力さ 
れるテスト!-ーンを耳で確かめなびら、手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。 MCACC MEMORY 
日 FF の状態で Channel Leve 吃選択すると、 MCACC MEMORY の選択画面になるので、手動調整したい MCACC 
MEMOR 丫を選んでください。 


2 


3 


4 


System Setup MENU 


1. Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

— んり … 

6. Input Setup 

7, Other Setup 


5.Manual SP 

Setup 

a. Speaker 

Setting 

■■■■ り■■ぶ 

c. speaker 

d. X-Curve 

Distance 

e.THX Audio Setting 


か Return 


5b.Channel Level 


MCACC : M1.MEMORY 
Test Tone 


ENTER:Next 

を ： Cancel 


5b.Channel Level 

Please wait... 

20 

CAUTION 

1 

Loud test tones 
be output. 

will 

ろ ： Cancel 


5b.Channel Level 

MCACC : M1.MEMORY 1 

L ィ■け w にか SR 

[ 0.0 dB] 

C [ 0.0 dB ] SBR 

[ 0.0 dB] 

R [ 0.0 dB ] SBL 

[ 0.0 dB] 

SL 

[ 0.0 dB] 

SW 

[ 0.0 dB] 


ろ : Finish 



2 

3 


AV アンプ 


CH レべ J レ 


0 



各チヤンネルレベルの調整を行ラことをでさます。 
CH レベルボタンを押すたびにチヤンネルび切り 
換わります。（この場合日 SD 表示はされません） 


[5. Manual SP Setup ] を選んで決定する。 


4 


に hannel Level ] を選んで決定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

設定方法を選んで決定ずる。 

[ MANUAL ] :テスト!-ーンを出力するスピーカーを手動 
で切り換えて調整します。 

[ AUTO ] :テスト!-ーンを出力するスピーカーび自動で 
切り換わります。 

A テストトーンは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUM 曰ま自動的に a 日 d 日にな 
注意り、テスト I -ーンび再生されます。 


それぞれのチヤンネルレベルを調整ずる。 

-10.0 d 目から+1日.0 dB の範囲内で、日.己服間隔で 
調整することびでさます。 


設 

定 


サブウーファーからのテストトーンは周波数び低いため、実際のレべ 
ルよりを小さく聞こえる場合びあります。 


音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス 
□-モードで7己 dB SPU こ調整してくださし、 

ち戻るボタンを巧ず。 

に hannel Level ] を終了します。 
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音の詳細設定 


スど一力一ま での距難を調整する (Speaker Distance ) 


ij スニングポジション(視聴位置)からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間び自 
動的に算出され、 IJ スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。手動で設定する場合は、 
それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 

MCACC MEM 日 R 丫び日 FF の状態で Speaker Distance を選択すると 、 MCACC MEM 日 R 丫の選択画面になるので、 
手動調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選んでください。 


System Setup MENU 


1. Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management_ 


6. Input Setup 

7. Other Setup 


か Ex け 



2 


5.Manual SP Setup 


a. Speaker Setting 

b. Channel Level 

d. X-Curve 

e. THX Audio Setting 


か Return 


3 


5c.Speaker Distance 
MCACC : M1.MEMORY 1 


L ィ 

C [1.50 m] 


回图□图 
固◎国 
固固 


5c.Speaker Distance 


MCACC : M1.MEMORY 1 


SR ィ 


固因姐 

SBR 1 
SBL 1 

[ 1.50 m] 
[ 0.50 m] 

I 

I 

国◎回 

ろし 1 

SW 1 

[ 1.50 m] 
[ 5.05 m] 

I 

I 

国国 


1 [5. Manual SP Setup ] を選んで決定する。 


2 [Speaker Distance ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 


3 設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 

離を設定ずる。 

0.01 m から9。日 m の範囲内で、日.01 m 間隔で設定で 
さます。 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置 I 
(「 S 巨 R 」 とに巨 U ) および設定をリスニングポジションから等距離 
にしますと、 THX モードの効果び最大限に発揮されます。 


4 戻るボタンを押ず。 

Speaker Distance ] を終了します。 


±) : Finish 


「より正確な距離の調整は、「スピーカーまでの距離の微調整 （ Fine ! 
SP Distance )」 （一64ぺージ)をご覧ください。音像や定位感びさ 
らに向上します。 

心 - ぶ 
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音の詳細設定 


にい部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) 


広い視聴環境では、聴感上高域びきつく聞こえてしまう傾向びあります。 X-Curve ( X 力ーブ)は高域に kHzl ^^ Lb ) 
の周波数を減衰させる力ーブで、減衰の傾きは一日.己服/ oct 〜 一3.0 服/ oct の.己服ステップ)の6種類から選択 
可能です。下の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は 「EQ Adjust ] い66ぺージ)の補正値には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目安 


部屋の広さ 

〜3目 m 2 

〜48 m 2 

—60 

—72 

〜3日日 m 2 

〜1000 m 2 

減衰カーブ 

一日.已服/〇な 

- I . OdB/oct 

—]. 已 d 巨 / oct 

-2. OdB/oct 

-2 .已服 / oct 

-3. OdB/oct 


System Setup MENU 


1 . Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 


6. Input Setup 

7. Other ~ 


Setup 


2 


5.Manual SP Setup 


a. Speaker Setting 

b. Channel Level 

c. Speaker Distance 

e.THX Audio Setting 


3 


sg 夏 s ゴち导ち畜 

を ： Finish 



1 

[5. Manual SP Setup ] を選んで決定する。 


2 

[ X - Curve ] を選んで決定する。 

聴感上の高域補正になります。 


3 

和-►ボタンで高域減衰カーブを調整ずる。 

-0 .己服から一 3.0 服/ oct を0.己服ステップの6段階で 

設 

定 


調整することびでさます。 

[日 F 鬥を選択すると X - Curve はフラットになり聴感上の 
高域は補正されません。 



4 戻るボタンを巧ず。 

[ X - Curve ] を終了します。 

[ tHX モードでは、 X 力ーブと同じような、高域を補正する Re -] 
^ Equalization という機能び働くため、 X 力ーブの設定は無効になります 。 J 
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音の詳細設定 


サラウンドバックスピーカー巧の距謎を設定する (THXAudio Setting ) 


Loudness Plus : 

日 N にすることで、音量を下げた状態でもサラウンド感を損なうことなく再生します。詳しくは 「 THX 」(-106 
ページ)をご覧ください。 

SB SP Position : 

THX Ultra 2 規格で新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技柿 i を用し V ■こ 、 THX SELECT 2 
Cinema と THX SELECT 2 Music、THX SELECT 2 Games に最適な効果をもたらすための設定です。サラウン 
ドバックスピーカー間の距離の m 〜 0.3 m 、 日.3 m 〜 1.2 m 、1.2 上の3段階)に応じて処理を変化させます。 
THX の推奨するスピーカー配置は下図のとおりです。 

[■Speaker Setting 」 （一 7己ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを [ NO ] または [ xl ] で設定したときは、この項 
目は選択できません。また 、 「Surround Back System 」 （一62ぺージ)でに peaker 己」または 「Front Bi - Amp 」、 
rzONE 2」を選択したときち、この項目は選択できません。 


System Setup MENU 


1 . Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 



6. Input Setup 

7, Other Setup 


を： Ex け 


2 



3 


Se.THX Audio Setting 


Loudness Plus イ ^ 
SB SP Position 

0 - 0.3m 


±) : Finish 


4 


Se.THX Audio Setting 


Loudness Plus [ ON ] 
SB SP Position 



±) : Finish 



1 [5. Manual SP Setup ] を選んで決定ずる。 


2 

[THX Audio Settin 封を選んで決定ずる。 

サラウンドノ くックスピーカー間の距離の設定になります。 

3 

「 Loudness 円 us 」 の [ ON ] または [ OFF ] を選択ずる。 

4 

サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[日一日. 3 m ]、 [>0.3- 1.2 m ]、[1.2 m く]のいずれかを 
選びます。 


5 戻るボタンを巧す。 

[THX Audio Setting ] を終了します。 













































































入力の設定 


リアパネル端モにスカした音芦/映像信号を設定する 〜 Input Setup 〜 


各入カフアンクシヨンごとに、割り当てる音声信号と映像信号の入力端テを変更することびでをます。 iu 下の接続 
を行ったとさは必ずここで設定して<ださい。工場出荷時の設定は!;(下の表のとおりです。〇は工場出荷時は設定 


されていませんび、割り当てることびでさる入力端テです。 X は割り当てることびでさません。 


• リアパネルのデジタル音声入力端テに記載された工場出 
荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

ーデジタル音芦入力の設定 (Digital In ) 

.HDMI 端子に接続した HDMI 対応機器を、 HDMim 外の入 
力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input ) 

「HDMI Control 」 （一9己ぺージ)を 「 ON 」 にしているときは、 
HDM 喘テを HDM 似外の入力に割り当てることはできませ 
ん。 


. コンポーネントビデオ映像入力端モ、または D 4 ビデオ映 
像入力端子に映像機器を接続したとさ。 

ーコンポーネント / D 4 ビデオ映像入力の設定に omp/D In ) 


入力 

入力端子 I 

フアンクシヨン 

Digital 

I HDMI 

Comp/D 1 

DVD 

C0AX1 

0*1 

O 

BD 

X 

(BD) 

X 

TV SAT 

0PT1 

0*1 

O 

DVR1 

OPT 2 

0*1 

o 

DVR2 

OPTS 

0*1 

o 

VIDEO 

固定 

0*1 

X 

HDMI 

X 

HDMI 

X 

iPod USB 

X 

X 

X 

CD 

COAX 2 

X 

X 

CD-R 

O 

X 

X 


HDMI Control の設定び日 N のときは設定 
できません。(一9己ぺージ） 


System Setup MENU 


1. Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Man 

5. Manual 


. Other Setup 


P Setup 


2 



3 



• 別の入カフアンクシヨンで、同じ入力端テを選択 
することはでさません。同じ入力端子を選んだと 
さは、先に設定されていた入カフアンクシヨンの 
設定び日 FF に切り換わります。 

. コンポーネント端テの使用については、「映像機器 
の接続について」(一26ぺージ)をご覧ください。 

. 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択す 
ることはでさません。 


システムセツトアップで使用するボタン 



1 [6. Input Setup ] を選んで決定する。 


2 変更したい入カファンクシヨンを選ぶ。 


3 変更したい設定を選んで、割り当てたい入力端子 
を設定する。 

詳しくは上記の説明をご覧ください。 

たとえば、光デジタル端テ ( IN 回)を使って DVD プレー 
ヤーを接続したときは、 「 Input 」 で 「 DVD 」 を選び 「Digital 
In 」 のに日 AX -1] を [0 PT -2] に変更します。また、 D 4 
VIDEO IN のに入力した映像信号を再生したいときは、 
rComp/D In 」 の設定を [ D 4 In -1] に設定します。 

フラットテレビの映像入力と本機の音声入力を合わせた 
いときは、99ページの「フラットテレビの入力連動設定 
〜 PDP In ( SR +) 〜」をご覧ください。 

4 戻るボタンを押ず。 

[Input Setup ] を終了します。 胃 E 

システムセツトアップを終了するときは、 kl を押します。 
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その他の設定 


ディスプレイに表示をれる入力名を変更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することびでさます。 DVD 入力を選択すると、工場出荷時の設定では 
「 DVD 」 と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の名称 ( DVR - DT 9 日) 
などに変更すれば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさま 
す。 


System Setup MENU 


1. Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 



. Other Setup 


Setup 



4 




1[6. Input Setup ] を選んで決定する。 


2 名前を変更したいファンクシヨンを選ぶ。 

3 (▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

_ * ボタンを押してに/2)ぺージを表示させます。_ 

4 [Input Name 」 で [ Rename ] を選んで決定する。 

工場出荷時の設定に戻したいときは [ Default ] を選んで 
決疋します。 

5 和畔ボタンでカーソルを動かして、ボタン 
で入力ずる文字を選ぶ。 

入力でさる文字は下のとおりです。 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdeTghijkImnopqrstuvwxyz 
0123456789 

!6#$%&6()*+,0./:;<=>?@[\ に』}〜 （ スぺ-ス） 
ボタンを押し続けると文字びスク□ールします。 


6 手順5を繰り返して入カフアンクシヨン名を入力 
ずる。 


7 決定ボタンを押して入カファンクシヨン名を決定 
する。 

他にち名前を変更したい入カファンクシヨンびある場合 
は、手順2〜6を繰り返します。 


S 戻るボタンを押す。 

[Input Setup ] を終了します。 設定 

システムセツトアップを終了するとさは、臣]を押します。 
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その他の設定 


その他の機器の設定をする 〜 other Setup 〜 

システム セツトアップ画面の位置を調整ずる 


日 SD (オンスク IJ - ンディスプレイ)を、お持ちのテレビの中央で表示できるように調整します。日 SD に表示される 
システムセットアップなどの文字び切れないようにする機能です。 


System Setup MENU 


1. Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 



か Ex け 



2 


7,other Setup 


a. Multi Ch In Setup 

b. ZONE Audio Setup 
c . SR+ Setup 



か Return 


3 



1 

[7. Other Setup ] を選んで決定する。 

2 

[OSD Adjustment ] を選んで決定する。 

OSD 画面の調整になります。 

3 

t 4^ 和呼 ボタンでカーソルを押して画面内の枠 
を中央に調整ずる。 

4 

ミ夫定ボタンを巧ず。 


5 戻るボタンを巧ず。 

[OSD Ad 山 stment ] を終了します。 
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その他の設定 


7ルチチヤンネル入力を設定する (Multi Ch In Set 叩) 


マルチチヤンネル入力でのサブウーファーレベルを上げることびできます。 


System Setup MENU 


1 . Auto MCACC 

2. Surround Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5 - Manual SP Setup 

6 - Input Setup 



ろ ： Exit 



b. ZONE Audio Setup 
c - SR+ Setup 

d. HDMI Control Setup 

e. OSD Adjustment 


か Return 


3 


7a.Multi Ch In Setup 


SW Input Gain イ ^ 


ろ : Finish 



1[7. Other Setup ] を選んで決定ずる。 

2 [Multi Ch In Setup ] を選んで決定する。 

_マルチチヤンネル入力の設定になります。_ 

3 rsw Input Gain 」 を r + 1 OdB 」 にする。 

サブウーファーの出カレベルび10服上びります。収 
録されているままのレベルで出力したいときは 「 OdB 」 に 
します。 

4 戻るボタンを押す。 

[Multi Ch In Setup ] を終了します。 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属の IJ モコンを使って、本機拾34のパイオニア製品や他社の機器(ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレーヤー 
など)を操作することびでさます。お手持ちの機器のプ IJ セットコードび IJ モコンに登録されている場合は、該当す 
るコードを呼び出すだけで操作でさるよラになります。 


器のリモコン信号を本機のリモコンに巧び出す(プ U セツトコ • 


本機付属の IJ モコンには、複数の A V 機器(他社製品を含む)のプ IJ セツトコードび登録されています。86ページの 
「メーカーコード IJ スト」を参照して、登録する機器のプ IJ セツトコードを呼び出します。 

备ボタンの役割は rU モコンで他機器を操作する」（一87ぺージ促ご覧ください。 






入力機器 

•透) 


DVD BD TV HDMI 

■ ■国 ■ 

DVRl DVR2 CD CD-R 

■ ■ ■ ■ 


IP 加 Ubbl 


a D a 

ジャンル MCACC スリープ 

D D D 

SR + SBcim アナ□グ ATT 

a D a 

回 jjHj 回。 


回 回 

テレビ昼本操作 

回回 

戶ヤンネル 音量 

白白 


音量 



AV アンプボタンを巧しなが!5設定ボタンを押す。 

U モコンの LED ランプび点滅します。 

設定を中止するには AV アンプボタンを押します。 


-2 


2 


3 


3 


音青 表示 CH 

n □ [ ZHI ] 

TV CTRL AV アンプ 


風 


操作したい機器のマルチコント□ールボタンを巧 
ず。 

テレビ基本操作ボタンにお手持ちのテレビのプ U セット 
コードを登録する場合は、ここで TV CTRL ボタンを押 
しふ9 〇 

U モコンの LED ランプび点好に変わります。 

数字ボタンでその機器に該当ずるプリセットコー 
ド (86 ページ)を入力する。 

-操作したい機器に U モコンを向けてむ入力機器ボタン 
を押します。 

正しく設定されている場合は操作したい機器の電源び 
日 N または日 FF に切り換わります。 

-メーカーコードび正しく入力されてち間違って入力さ 
れても手順1へ戻ります。 

-機器の電源び日 N/OFF しない場合で、その機器に別の 
メーカーコードびある場合は、手順2から別のコード 
でやり直してみてください。 


4 他の機器もプリセツトコードを設定したいときは 
手順2〜3を繰り返す。 

5 AV アンプボタンを巧して設定を終了する。 


，5 


iPod US 日ボタンにはプ U セツトコードを登録することびできません。 
プリセツトのコードき号は、数宇び大きいほど新しい機器に対応しています。 
正しく設定でさているよラでち、一部のボタンのみ違ラコード番号を複数 
あります。実際に操作でさるかを確認してください。 


パイオニア製の他機器コードに関ずる諸を意 

. HDD 内蔵 DVD レコーダーの4コードは 、 PIONEER DVR 487、488、489、493に対応してし、ます。 

. 2日日已年夏前に発売されたフラットテレビをお持ちの方は、667、638(地上波対応)や639(目 S デジタル対応)など、必要に応 
じてお試しください。一部海外向けの〕ードも内蔵されているため、 TV の1日 ch /1 ] ch /12 ch び誤動作するものもあります。 

. TV のコード番号67日は HDD 内蔵フラットテレビの録画再生機能に対応しています。誤動作防止のため、通常 TV 系コードを使用す 
る場合は、コード番号669しソ下のコード番号を選んでください。 


リモコン 


祝 


















































LD 

メーカー/コード 

PIONEER 

KENWOOD 

MITSUBISHI 

PANASONIC 

PHILIPS 

SONY 


CATV 

メーカー /コード 

PIONEER 
DX アンテナ 
FUJITSU 
HITACHI 
NEC 

PANASONIC 

SA 

TOSHIBA 
愛知電子 
住ち電工 
マスプ〇 

CD 

メーカー /コード 

PIONEER 

DEMON 

KENWOOD 

MARANTZ 

ONKYO 

PANASONIC 

PHILIPS 

SANYO 


700,71吕 

7321733 

722,723,724 

721 

720 

72 已17261728 

706,731 

719 

734 

730 

729 


3001348 

309 

310,311,321 
312,323,324 
307,308,320 
304,326 
312,322 
313 


DVD 

メーカー /コード 

PIONEER 

P の NEER(BDP) 

AKAI 

DEMON 

HITACHI 

MICROSOFT 

(video game) 

PANASONIC 

PHILIPS 

SAMSUNG 

SHARP 

SONY 

SONY 

(video game) 

TOSHIBA 

VICTOR 


00010031009, 
018 

020,021,023 
007 

003,010 

012 

017 

003 

013 

00已 
006 
002 

016,019 

0011022 

004 


SONY 

301,316 ,317, 
318 

TEAC 

30 己130613241 
32 已 i 327 

VICTOR 

303 

YAMAHA 

3]4|3]已|32吕 

CD-R 

メーカー /コード 

PIONEER 

34 已 

PHILIPS 

346 

YAMAHA 

347 

TAPE 

メーカー /コード 

PIONEER 

800,814 

DEMON 

810 

KENWOOD 

804,807 

ONKYO 

808,809 

PANASONIC 

803 

SONY 

801，806 

TEAC 

80 己 

VICTOR 

802 

YAMAHA 

811,812 

MD 

メーカー /コード 

PIONEER 

900,90219071 
908 

DEMON 

906 

KENWOOD 

903 

ONKYO 

90己 

SHARP 

902 

SONY 

901 

TEAC 

904 

VCR 

メーカー /コード 

PIONEER 

400,437 

FUNAI 

441 

HITACHI 

46已 |472 

MITSUBISHI 

4201421，4221 
423,424,466, 
467 

ORION 

424 

PANASONIC 

432143314621 

4631473 

SANYO 

42已 |468 

SHARP 

418,419,469 

SONY 

4601461，47已 1 
476,477,478 

TOSHIBA 

4641474 

VICTOR 

40714281429, 
430,431 


DVR 

メーカー /コード 

PIONEER 

480148114821 
4831484,4861 
487148814891 
493 

KENWOOD 

480 

MITSUBISHI 

480 

PANASONIC 

4911492 

SHARP 

496 

SONY 

4901494 

TOSHIBA 

48 已 

TV 

メーカー /コード 

PIONEER 

600163 116321 
633,634163已 1 
636163716381 
63916671668, 
669,670 ,678, 
679,688 

AIWA 

660 

EPSON 

681 

FUJITSU 

6291666 

FUNAI 

6 已 8 

HITACHI 

6061624,62己， 
664 

MITSUBISHI 

609,682 

NEC 

6已9 

PANASONIC 

608,622,671 

PHILIPS 

607 

SAMSUNG 

6731674167已 

SANYO 

6] 41621168已 

SHARP 

602,619,627, 
661 

SONY 

604,684 

TOSHIBA 

60已16261663 

UNIDEN 

687 

VICTOR 

6]3|66已 |6吕3 

YAMAHA 

686 

SAT 

メーカー /コード 

PIONEER 

231，23212331 

234 

AIWA 

已62|已63|已64 

HITACHI 

已已6 

MASPRO 

已已9|已60|已 6] 

PANASONIC 

226|已已8 

SHARP 

已已4 

SONY 

已已7 

TOSHIBA 

22吕，已已已 

VICTOR 

227,已已1|已已2| 
已已3 


■ J モコンによる他機器の操作 


メーカーコー ドリスト 

じ I 下のメーカーコードを本機の IJ モコンにプ IJ セットすることで、その機器を本機の IJ モコンで操作することびで 
さるよラになります。 

メーカーコードにあるメーカーのプ IJ セットコードをすべて呼び出しても、メーカーや機器によっては操作でさな 
かったり、異なる働さをすることびあります。 


16 
1 〇 

0 3 0 5-41 
0 0 0 0 0 0 
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リモコンによる他機器の操作 


u モコンで他機器を操作する 


• じ I 下の IJ モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の IJ モコンコードを登録しておく必要びあります。 
詳しくは「他機器の IJ モコン信号を本機の IJ モ]ンに呼び出す(プ IJ セットコード設定)」卜8已ぺージ)をご覧く 
ださい。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 IJ モコンをその機器の操作モードにして 
ください。各機器の詳しい機能につい口ま、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作できないボタンちあります。 


\ 機器 

ボタン 

DVD プレーヤー 
目 D プレーヤー 
LD プレーヤー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 
CDV プレーヤー 
MD レコーダー 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS/CS デジタルチューナ ー 
地上デジタルチューナー 

チューナー 

入力機器む 

電源の入/切(スタンバイ） 


前チャプター 
(トラック)頭出し 

地上アナ□グ 


►►1 

次チャプター 
(トラック)頭出し 

CS デジタル 


II 

一時停止 

地上デジタル 


► 

再生 

入力切換 


►► 

早送り 

番組表の表示 


◄◄ 

早戻し 



■ 

停止 

目 S デジタル 


数字ボタン 

チャプター/チャンネ J レの選択 

チヤプタ ー( トラック)の選択 

チヤンネルの選択 

周波数/ 

ステーションの選択 

•(10) 

[DVD/ 巨 D 
プレーヤー] 
CLEAR 

[LD プレーヤー] 

10/0 



10 

放送局の 
ダイレクト選局 

ミ夫定 

(12) 

旧 D プレーヤー] 
ミ夫定 

[LD プレーヤー] 

A/ 目面の切り換え 

12 

ミ夫定ボタンと 
して使用 

[CD チェンジヤー] 
ディスクの選択 

12 

クラス (A, 目 1 C) 
の選択 

トップメニュー 

トップメニューの 
表示 

トップメニューの 
表示/セットアップ 
画面 (DISC NAVI) の 
表示 



元の画面 

AM/FM 切換 

メニュー 

ディスクの乂ニュー 
の表示 

旧 D プレーヤー] 

ツ ー) レメニューの表术 

ディスクメニューの 
表示 





At 和 - ► + 

ミ夫定 

をメニュー画面の操作 


♦ t :周波数選択 

和畔： 

ステーション選択 

設定 

[DVD/ 目 D プレーヤ ー] 

[DVD レコーダー] 

セットアップ画面の表示 



ホームメニユーの表示 


CH +/- 


チヤンネルの選択 


チヤンネルの選択 


音声 

音声(言語)の選択 


音声切換、衛星切換 


表示 

表示の切換 



表示の切換 


戻る 

[DVD/ 目 D プレーヤー]、 [DVD レコーダー] 
戻る 



戾るまにな 

EXt の選択 


AUTO/ 

DIRECT 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

HDD 操作の選択 



青ボタンとして使用 


STEREO/ 

A.L.C. 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

DVD 操作の選択 



ホボタンとして使用 


STANDARD 


[ビデオー体型 HDD/ 
DVD レコーダー] 

VCR 操作の選択 



緑ボタンとして使用 


ADV SURR 

旧 D プレーヤー] 
ディスクメニューの表示 




黄ボタンとして使用 



* DVD プレーヤーによっては、1日 ULb を選ぶとさに+ ] 日ち式ではなく ENTER 方式で番号を決める機種びあり 
ますび、その機種も本機 IJ モコンでは. （10) ボタンで操作することびできます。 














































スピーカーの応用接続 


スピーカーの庶用巧続 


SURROUND BACK 端テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの高音質化 
や、別エ IJ アでのステレオ再生に使用できます。（ただし、メインシステムは最大己. Ich までとなります。） 


フロントスピーカーを高品位接続する 〜バイアンプ接続〜 


フ□ントか用スピーカーびバイワイヤ IJ ング対応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 再生び可能です。 

•接続 


バイワイヤ U ング対応 
フ □ントス ピーカー 
裏面 ( L ) 



スピーカー端テ囚の 
フ□ント ch とスピー 
カー端テ回の出力は 
同じです。 High/Low 
は囚/回のどちらと 
でち接続でさます。 


-サラウンドバックシステムの設定 卜62ぺージ） 

「 Front 巳 i - Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に 「 NO (無し）」に固 
定されます。 

• スピーカーシステムの切り換え (一日6ページ） 
A+B ( SP ^ A 目)び通常再生状態となります。 


ネットワークび着脱でさるスピーカーの場合、 
ネットワークび外れた状態では効果び得られませ 
んのでごミち意ください。 


广 ^ 

A フ□ントスピーカーの Bi-Amp 接続をするとさは、ア 

ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
注意いる Hi 呂 h-Low のシヨート金具は必ず外してください。 

I 詳しくはスピーカーの取扱説明書ちご覽ください。 , 


^ Bi - wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「 Normal 」 または！" Speaker 巳」でシス 
テムを組む場合は、目 i - Amp ではなく 
巳 i - wi 「 e 接続び可能です。スピーカー 
端テ回に、バイワイヤ IJ ング対応ス 
ピーカーの High と Low の2本を並列 
に接続してください。 





1本はバナナプラグを 
用いると便利です 


A 


このち法で異なる2つのスピーカーを接続しな 
いで < ださい。 


ノ 


別の部屋でのステレオ再生用スピーカーを接続する 〜 Speaker B 接続〜 


寝室やキッチンなど、メインの IJ スニンクルームとは別の場所でステレオ再生び可能です。 


•接続 



• サラウンドバックシステムの設定 (一巨2ぺージ） 

Speaker 目」を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に 「 NO (無し）」に固定 
されます。 

• スピーカーシステムの切り換え (一日巨ぺージ） 

目または A + B を選択してください。 
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マルチゾーン機能 


mm 

mm 




® 

@ 


@ @ 





る 


霞 


本機に別のアンプとテレビモニターを図のように接続します。 


サブゾーンの機器 
( Z 0 NE 2) 





言 

© 


© 


SURROUND BACK 端子を巧用したマルチゾーン接続 


本 機にテレビ モニターとスピーカーを 図のように接続し ます。 

• サラウンドバックシステムの設定 (一巨2ぺージ） 

rz 日 NE 2」を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に「無し」に固定され、最大己. Ich のシステムになります。 

• スピーカーシステムの切り換え (一日巨ぺージ） 

スピーカーシステムは ON または OFF になります。 


サブゾーンの機器 
( Z 0 NE 2) 


本機(メインゾーン） 



別の部屋で本機の音や映像を再生する〜マルチゾーン機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋(メインゾーン)とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽しめ 
ます(マルチゾーン機能)。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソー 
スを再生することちでさます。 


別の部屋 

入力できる信号 

Z 0 NE 2 

US 己を除いたすべてのアナ□グ信号をに日 NE 2」 OUT 端テから出力します。 
「Surround Back System 」 の設定をに日 NE 2] にすることで、スピーカー端モ 
からの音声出力も巧能です。また、コンポジットビデオ信号も出力します。 


ZC ) NE 2 で再生でさる音声はステレオ（アナ□グ)音声で、 HDMI で入力された音声は再生でさません 。 MULTI CH IN 入力はフ□ン 
卜し R の 2 ch のみの再生となります。また JJ スニングモードや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 

ZC ) NE 2 の映像出力は、ビデオ（コンポジット）出力のみ対応しています。 S ビデオ、コンポーネントは使用できません。 

旧レシーバーびあるときは、旧 ZONE 2 IN 端テに旧レシーバーを接続してさらに旧日 UT 端テに機器をつなぐと、その機器ち旧レ 
シーバーで操作することびでさます。 


マルチゾーン接続 



ZONE 2 端子を使ったマルチゾーン接続 


目 II 

S## 
0 # 
¥ 0 參 



會 V 
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マルチゾーン機能 


マルチゾーンの設定 


本機のシステムセツトアップで、サブゾーンの音声出力設定 (ZONE Audio Setu がを行います。 


AV ァンプ 入力機器 

-ゆ • @ 

DVD BD TV HDMI 

□ □ □ □ 

DVRl DVR2 CD CD-R 

□ □ □ □ 

iPod USB 

□ 



r 茵呂 I 己 

-ディ； r 調整 ビデ補整 

因囚 

、メニュ ー 


AUTO/ STEREO/ BD メニユ — 

DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 

[hddi idvd] [o I I ： > c ] 

THX 状態確認 _ PHASE 

四 re ► 1 を 

_ _ _ 音声切換 

I … I 厂 II 11 "1 r … I 

音声 表示 CH 

□ □ [ZHI] 

TV CTRL AV アンプ 

□ m —— 


rmi 

ン —TCr ゾ 


1 本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画像を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 

2 

設定ボタンを押す。 

システムセットアップび表示されます。 

3 

[7. Other Setup ] を選んで決定する。 

4 

[ZONE Audio Setup ] を選んで決定ずる。 

5 

ZONE 2 Volume Level について、適切な項目 
を選択する。 


Variable :本機で音量の調整をする場合(サブゾーンの 
アンプをノ くワーアンプとして音声出力する場合)に選び 
ます。 

Fixed :サブゾーンのアンプを使って音量の調整をする 
場合に選びます(本機のサブゾーン側の音量は最大にな 
ります)。 


A Fixed を選んだ場合、本機の音量は最大 

で固定されます。大音量での出力を避ける 

注意ため、必ずサブルームのアンプを使って適 

切な音量に調整してください。 

V_ J 



6 

戻るボタンを巧す。 


マルチゾーンの設定を終了します。 

設定 


システムセットアップを終了するときは、 
ます。 

因 を押し 

f 手順已の Volume Level の設定で、 [ Fixed ] はサラウンドバックシステムの設1 

定びに日 NE 2] のとさは選択することびでさません。 

V --- 

- リ 
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マルチゾーン機能 



でマルチゾーンの操作をする 



MULTI-ZONE ON / OFF を巧す。 

押すたびに、じ I 下のように切り換わります。 

ZONE 2 ON :マルチゾーン機能をオンにします。 
ZONE 2 OFF ： マルチゾーン機能をオフにします。 
マルチゾーン機能びオンのときは、表示部の MULTI - 
ZONE インジケーターび点打します。 



4 


2 


3 


4 


MULTI-ZONE CONTROL を巧す。 

押すたびにメインゾーン操作とサブゾーン操作び切り換 
わります。 


10秒間操作びないと自動的にマルチゾーンコント□ールモードび 
終了します。 


INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨンを切 
り換える。 

たとえば、手順2で Z 0 NE 2 ON を選び、手順3で DVD 
を選ぶと、 DVD 入力の音声と映像を Z 0 NE 2 で楽しむこ 
とびでさます。 


MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調整する。 

-80 d 巨から日 d 巨の範囲で調整でさます。 

ただし 「ZONE 2 Volume Level 」 び 「 Fixed 」 のときは日 
dB に固定されます。 

^ MULTI-ZONE CONTROL を巧す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 


G 選んだ機器の再生をずる。 


マルチゾーン機能では、電源の入/切もメインゾーンとサブゾーンで別になります。 
マルチゾーンの設定で [ Fixed ] び選ばれているとさ、本機では音量を調整でさません。 

ス U —プ機能び働くとメインゾーンとサブゾーンの両方の電源びスタンバイになります。 
システムセットアップ中は、マルチゾーン操作はでさません。 


H キスパート 
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マルチゾーン機能 


u モコンでマルチゾーンの操作をずる 


2 - 

3 

3 


入力機器 

•透) 


DVD BD TV HDMI 

■ □ ■ □ 

DVRl DVR2 CD CD-R 

■ ■■国 

^ - iPod USB 

{ グ ■ 、入力切換グ乂、ディマー 

(〇 bJ 回 

、一、/ 1 し 71J —プ 

「4~| I 。5~| I 6] 

SR+ SBC 怕觸 アナ □ ブ ATT 

「71 I 8~| I 9~| 

_ CH レべ J レ _ 

r ° 11 〇11ミ夫定 1 


10 

回 

1 

回 

/- 义 

音量 

百 

アレじさ 4^ 保化 

回回 

チャンネル 音置 

弓 

巧 

巧 

己 


トディ澗整 ビデ補整 



DIRECT A. しじ STANDARD advsurr 

[HDD I 臣 VDI I 0] I >t] 
THX 状態確認 PHASE 

回 I 0 " I 回 

_ _ _ 音声切換 

凹囚囚を 

音声 表示 CH 

□ □ EHI ] 

TV CTRL AV アンプ 

□ n 


亞 

ン _iL ソ 


Pioneer 

C AV アンプ I 


4 


1 マルチゾーン切り換えスイッチをゾーン 2 にする。 

メインゾーン操作モードに戻すとさはメインゾーンに切 
り換えます。 

ス AV アンプむボタンを巧してマルチゾーン機能の 
電源を入れる。 

3 入カフアンクシヨンを切り換える。 

入力切換ボタンで機器を選びます。 

4 音量 +/— ボタンで音量を調整する。 




本機の U モコンで操作できるボタンは I ソ下になります。 

AV アンプ0 ;本機の電源切り換え 
入力切換 ：入カフアンクシヨンの選択 

音量 +/- :音量調整（ただし、システムセットアップの 「Zone 

Audio Setup 」 で [ Fixed ] び選ばれているときは調整で 
さません。） 

ノてイオニア製アンプをサブゾーンで使用している場合、本機の U モコン操 
作で同時にアンプび動作してしまいます。旧レシーバーでマルチゾーン操 
作をするとさは、アンプの U モコン受光部を覆い隠すなどの対策をとって 
<ださい。 
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連動機能/集中コントロール 


IR レシーパーを ffl つて集中コントロールする 


ステレオ機器などを、キャビネット內などの IJ モコン信号び届かない場所に設置している場合でわ、市販の IR レシー 
バーを使用して、 IJ モコンでシステムの操作びでさます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでなく、他社製 
品も含む)び操作でさます。マルチルームの IJ モコン操作などにち使用でさます。 



キャビネットなどに設置 



© 

OQr 
ご 減 

0 ^ 

A 

n 

口 T 

品 11 


R 參 

庐 

こ® 

mm 


售獲變參 
•獲胃濟濟 


'己挺 


。@ 


旧レシーバー 


パイオニア製品 


ぐ ~…つ 

1他社製品 

..售 

1励 J 




旧接続は、旧端テを装備している機器を使用してください。 

接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書を参照してください。 

旧レシーノ く一のリモコン受光部に堂光好から強い光び直接照射されている場合は、リモコン操作びできないことびあります。 
他社製品では旧という名称び使用されていない場合びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確認してください。 

フ□ントパネルのリモコン受光部と旧レシーバーのリモコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバーび優先されます。 


他のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コント□-ル入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の IJ モコン受光部を使って集中コント□-ルす 
ることびでさます。 IJ モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受けられないところに設置した機器も IJ モ 
コン操作び巧能になります。 



本機のリモコン 


. 本機の CONTROL IN 端テにコント□ールコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作することはできません（リモコン 
信号受光部び機能しなくな0ます)。 

. 接続には市販のモノラル三ニプラグ付さコード(抵抗なし）をお使いください。 

. コント□-ル端子の接続をする場合は、必ず才ーディオコード、映像ケーブルまたは HDMI ケーブルの接続もしてください。デジタ 
ル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 


H キスパート 
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連動機能/集中コントロール 


FRONT CENTER (Single) F 

mmmm 

參幽參參 

MM SURROUND SURROU 


VIDEO IN 

© 

VIDEO* 

m 

DVD 

顯 。 IN 

L 垂 

R 參 



t 


s(pn 


a 


I 


a 

み!! 


COAXIAL 

鷄！ 口- 1 


Jno >- 


OPTICAL 

委麗 i n-H 
(TV 細 ) 悼」 


微[屯 




12 V TRIGGER 

(OUTPUT 2 喔 ) 
12V - TOTAL 
50 mA MAX) 


CEB 


ント□—ル機能で HDMI 機器を連動動作する 


HDM ロント□-ル機能に対応したパイオニア製フラットテレビやブルーレイディスクプレーヤーなどを 、 HDMI 
ケーブルで本機と接続することでこれらの機器との連動動作を実現します。 HDMI コント□ール機能で連動でさる 
動作について、詳しくはそれぞれの取扱説明書をご覧ください。 


WEB 、 カタ□グで使用している [ KUR 日 LINK ] という機能名称は、取扱説明書および製品での表示は 
[HDMI Control ] となつております。 


HDMI コント□ール機能に対応していない機器では、ここでの機能を使用することびできません。 
パイオニア製ではない機器とは正しく連動動作でさないことびあります。 


HDMI コントロール機器を接続ずる 


本機にはフラットテレビのほかに、最大2台の HDMI 機器を接続して連動動作させることびできます。接続には 
HDMI ケーブルをご使用ください。一部の HDMI ケーブルでは HDMI コント□-ル機能び動作しない場合びあります。 
接続のあとは 「 HDMI コント□-ルモードを設定する (HDMI Control Setup )」 卜9己ぺージ)を行ってください。 


A 


機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


HDMI コント□ール機器の接続終了後、電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び入ります。この際、1已秒間の HDMI に関 
する初期化動作を行います。初期化中は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってくださ 
し UHDM ロント □- ルモードを設定する （HDMI Control Setup )」 （一9已ぺージ)を 「 OFF 」 にすることで、この処理は行われなく 
なります。 

本機の HDMI コント□-ル機能を十分に発揮するために、 HDMI 機器は本機に接続してください。 HDMI 機器び本機ではなくフラッ 
トテレビに直接接続されると、 HDMI コント□ール機能び働かないことびあります。 


HDMI コント□ールについてのご注意 


本機とフラットテレビは直接接続してください。本機し U 外のアンプや AV 〕 ンバーター ( HDMI スイッチ)などに接続してから本機 
に接続すると、誤動作の原因となります。 

本機の HDMI 入力にはソース機器（ブルーレイディスクプレーヤーなど）を直接接続してください。本機 I ソ外のアンプや AV コン 
バーター ( HDMI スイッチ)などを接続すると誤動作の原因となります。 



HDMI コント□-ル HDM ロント□-ル対応 

対応機器 フラットテレビ 
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連動機能/集中コントロール 


HDMI «^ン トロールモードを設定ずる 




Control Setup ) 


本機の HDMI コント□ール機能を有効にするかどうかを設定します。 

本機の設定外にも、本機と接続する HDMI コント□ール機能に対応した機器の設定も必要です。詳しくは、それ 
ぞれの取扱説明書をご覧<ださい。 
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DIRECT A.LC. STANDARD advsurr 

[HDD I 臣 VD I I o] 〔 X I 
THX 状態確認 _ PHASE 

四 re ► I I 一 I 
囚日囚囚 

音声 表示 

□ □ 

TV CTRL 

晒 

メイン -3-l_ 



7.Other Setup 


.Multi Channel In Setup 
.ZONE Audio Setup 
.SR+ Setup 
■ 。 " 川 ■•BBin 
. OSD Adjustment 



1 リモコンをアンプ操作モードにずる。 

システムセットアップを表示するためには、テレビの電 
源を入れて入力を切り換えてください。 

2 設定ボタンを巧す。 

システムセットアップび表示されます。 

3 口. other Setup ] を選んで決定する。 

4 [HDMI Control Setup ] を選んで決定する。 
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HDMI コント□-ル機能の ON / OFF を選択ずる。 

ON : HDMI コント□-ル機能び有効になります。本機の 
電源を切ってち、 HDMI コント□ール機能に対応したソー 
ス機器を再生すれば、その映像と音声を HDMI 出力から 
テレビに出力します。 

日 FF : HDM ロント□-ル機能は無効になり、連動動作 
することはでさません。本機の電源を切ると、接続した 
ソース機器の映像と音声は HDMI 出力されません。 


戻るボタンを巧ず。 

b HDMI コント□ールモードの設定を終了します。 

システムセツトアップを終了するとさは、0を押します。 


HDMI Control を日 N に設定すると、入力端テの設定の HDMI 入力 
(HDMI Input ) は自動的に日 FF になります。 

HDMI Control を日 N に設定すると、 SR + 機能び使用できなくなります。 


連動動作を開始する前に動作確認する 


接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず行ってください。 


ずべての機器をスタンバイ状態にずる。巧本機の HDMI 入力を切り換える。 


6 


2 フラットテレビ!^ツ外のすべての機器の 
電源を入れる。 

3 フラットテレビの電源を入れる。 _ 

4 フラットテレビの入力を HDMI にする。 7 


手順5で選んだ H D M I 入力に接続した機 
器を再生する。 

フラットテレビに映像び表示されることを確 
認します。 

手順5〜6を繰り返し、すべての HDMI 
入力を確認ずる。 


H キスパート 
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連動機能/集中コントロール 


アンプ連動モードを使5 


フラットテレビの IJ モコンでアンプ連動モードにすることびできます。アンプ連動モードでの動作はじ(下の説明を 
ご覧ください。これらの機能はフラットテレビのメニュー画面で設定します。詳しくは、 HDM ロント□-ル機能対 
応のパイオニア製フラットテレビの取扱説明書をご覧ください。 

なお、フラットテレビの HDM ロント□-ル設定び日 N で、フラットテレビの電源び入っているときに本機の電源を 
入れると自動的にアンプ連動モードになります。 

アンプ連動モードでの連動動作について 

アンプ連動モード使用中は、本機と接続した HDMI コント□ール対応機器がん U 下のように連動動作します。 

-本機の音量、消音などを操作したとさに、その状態をフラットテレビの画面に表示します。 

- HDMI コント□ール対応機器の再生操作に連動して本機の入力び自動的に切り換わります。 

• HDMI コント□-ル対応のフラットテレビでチャンネルを切り換えると、本機の入力び連動して切り換わります。 
. 本機の入力を HDMI 拾34に切り換えても連動モードは継続されます。 

アンプ連動モードの解除 

• アンプ連動モードを解除すると、フラットテレビで HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた場合、本機の電 
源び切れます。 

• アンプ連動モードのときに、本機の電源を切ることでアンプ連動モードは解除されます。このとき再度アンプ 
連動モードにするには、フラットテレビの IJ モコンでアンプ連動を選ぶか、本機の電源を入れます。 

• アンプ連動モードのとき、フラットテレビの IJ モコンでフラットテレビから音を出すように操作すると、アンプ 
連動モードび解除されます。 
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連動機能/集中コントロール 
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本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モコン受光部は U モコン信号を受け付けなくなりますので JJ モコンはフラットテレビ 
に向けて操作してください。フラットテレビの電源び切れているとさは JJ モコンで本機の操作びでさません。 


パイオニアのフラットテレビと連動操作する 


SR + に対応したフラットテレビ (2 日日3年降に発売されたモデル)を 、 SR + ケーブルで接続することでシステム 
動作び可能になります。フラットテレビの画面を見なびら本機のシステムセットアップをしたり、音量や IJ スニン 
グモードの確認びでさます。また、本機とフラットテレビの入力を連動させて切り換えることびでさます。本機と 
フラットテレビをシステム動作させるには、下記の接続および設定び必要となります。 


フラットテレビとの接続 


このシステム動作を実現するためには、専用の SR + ケーブル(パイオニア部品番号： ADE 709日)が必要となりま 
す。詳しくはパイオニア部品受をセンターへご連絡ください卜裏表紙)。市販の4極ミニジャック(両端とも)付コー 
ドもご使用いただけます。 


フラットテレビ 


市販の 


映像出力端子へ 


DVD プレーヤー 
DVD レコーダー 



DVD プレーヤーなどの映像端テ 
はフラットテレビと直接接続して 
<ださい。 


映像ケーブル 


斗じ 轴@ 


市販の同軸 
デジタルケーブル 


別売りの同軸 
SR + ケーブル 



市販の光デジタル 
ケーブル 


M 參參 。 
蠢參の 
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H キスパート 
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連動機能/集中コントロール 


フラッ トテレビとの連動モードを設定ずる ( SR + Setup ) 


本機とフラットテレビの連動について、下の2つの設定を行います。 

PDP Volume Control :音量 連動モードの設定 

連動モードを実行したときい99ぺージ)に、フラットテレビの音量を下げるかどうかを設定します。 

roN 」 に設定すると、連動モードを実行したとき瞬時にフラットテレビの音から本機の音に切り換えることびできま 

す。 _ 

Monitor Out Connect :システムセットアップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したフラットテレビの入力を設定します。システムセットアッ 
プを開始したときに自動的にフラットテレビの入力も切り換わり、また、本機のシステム表示とフラットテレビの 
SR + 表示び重ならないよラに連動させます。 



. 本機とフラットテレビを SR + ケーブルで接続して、本機とフラットテレ 
ビの電源を入れて < ださい。 

. 本機の音声入力とフラットテレビの映像入力の連動設定は「フラットテレ 
ビの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜」卜99ぺージ)で設定します。 

. HDMI コント□-ル機能び日 N のときはフラットテレビとの連動操作を行 
うことはできません。 「 HDM ロント□-ル機制を [ OF 鬥にしてください 
(一 94ぺージ）。 


1 本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを押す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップを表示するためには、テレビの電 
源を入れて入力を切り換えて < ださい。 


2 設定ボタンを押す。 

システムセツトアップび表示されます。 





3 口. other Setup ] を選んで決定する。 


4 に R + Setup ] を選んで決定ずる。 


5 PDP Volume Contrail こついて、音声連動を選 
択する。 

ON :連動モードを実行するとフラットテレビの音量を 
消音します。 

OFF ： 音声連動しません。 


ら Monitor Out Connect について、本機の 
MONITOR OUT 出力か5フラットテレビのど 
の入力へ接続したのかを選択する。 

「 I 叩 ut -1」 〜「 I 叩 ut - 引の叩 ut -」 の入力数はフラットテ 
レビによって異なります)、「日 FF 」 から選びます。システ 
ムセットアップ時に、ここで設定した入力にフラットテ 
レビの入力び切り換わります。 

工場出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。 
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7 戻るボタンを巧ず。 

連動モードの設定を終了します。 

システムセットアップを終了するときは、 m を押します。 


















































フラットテレビの入力連動設定 



連動機能/集中コントロール 


( SR +) 


本機の音声とフラットテレビの映像の入力を連動させるための設定です。ソース機器の映像出力を直接フラットテ 
レビの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してフラットテレビの映像入力ち自動で切り換わりま 
す。フラットテレビに内蔵されているテレビチューナーの音声出力を本機に接続したときにも利用でさます。例と 
して DVD の音声を本機の DVD に、映像をフラットテレビのビデオ入力2に接続した場合を説明します。 

ここか!5読む場合は、59ページの手順1〜3を行って 
か!5下の手順へお進みください。 



1 [6. Input Setup ] を選んで決定する。 

? PDP の映像入力に合わせたい本機の音芦入力を選ぶ。 

例） 「 DVD 」 を選びます。 

3 (▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

ボタンを押してに/2)ぺージを表示させます。 

4 rPDP In ( SR +)」 で、本機の音声入力とフラッ 
トテレビの映像入力の連動を設定する。 

例） rinput -2 」を選びます。 

フラットテレビ ( PDP ) の BS デジタル放送を選ぶとさは、 
本機の入力を TV に切り換えてから P D P の入力を切り換 
えてください。 

な戻るボタンを押す。 

フラットテレビの入力連動設定を終了します。 

システムセットアップを終了するときは、 g を押します。 


連動モードを実巧する 


本機とフラットテレビび SR + ケーブルで接続されていることを確認してください。 
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I 4 I I。5 I「6 I 

SR+ SBchffl® アナ □ グ ATT 

- S 因因 

CH レべ J レ 

i - \ t ~:~I ( ) 

音亩 隶示 CH 

n n [ZHi] 

TV CTRL AV アンプ 

□ m — 


-2 


フラットテレビの電源び日 FF のとさ、または正 
しく接続されていないとさは連動モードは働さ 
ません。 

入力連動モードを設定していない入力のとさ 
は、フラットテレビの画面は切り換わりません。 
フラットテレビと本機に表示される音量値は異 
なります。また、フラットテレビの画面に表示さ 
れる音量値は目安です。 

SR + ケーブルを接続した状態でフラットテレ 
ビの電源び切れているとさは、 U モコンで本機 
の操作びでさません。 

入力び iPod US 巨のときは Mon け or Out 
Connect で設定された入力に連動します卜 
98ぺージ)。 


2 

3 


フラットテレビの電源を入れる。 


AV アンプ 


リモコンをアンプ操作モードにする。 


連動モードを ON にずる。 

表示部に SR + ON と表示されます。 

連動モードを解除したいとさは、再度 SR + 
ボタンを押します。 


4 システム動作を確認する。 

iu 下の操作を行うと本機と、フラットテレビび連動して 
動作します。 

.本機の入力を切り換えると、フラットテレビの入力び 
切り換わります。 

•本機の音量を調整すると、フラットテレビの画面に音 
量値び5秒間表示されます。 

• その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
ます。 


H キスパート 






































リモコンによる連動動作 


姻 k 


12 VHJ ガー対応機器 



トリガー巧応機器との連動 


器を接続する 


12 V 卜 IJ ガー対応機器を本機に接続することで、システム動作を行います。本機の入カフアンクシヨンを選ぶだけ 
で、「12 V TRIGGER 」 端テに接続された機器へ制御信号び送られます。連動設定については「12 V 卜 U ガー端テ 
の連動設定」（一下記)をご覧< ださい。 


接続には市販のモノラル三ニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

12 V TR に GER 端テからは最大で DC OUT 12 V /50 mA (2 端テ I -- タル)び出力されます。 



ISVhUW- 


設定した入カフアンクシヨンび選ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び12 V 卜 IJ ガー端テ 
から出力されます。本機には2つの12 V 卜 IJ ガー端テびあり、それぞれについて設定することびできます。 

ここか!5読む場合は、59ページの手順1〜3を行って 
か 51 U 下の手順へお進みください。 


System Setup MENU 


Auto MCACC 
Surround Back System 
Manual MCACC 
Data Mana 


Other Setup 


P Setuf 



1[6. Input Setup ] を選んで決定する。 

2 連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 

3 (▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

_ボタンを押してに/2)ぺージを表示させます。_ 

4 12 V Trigger 1または2を選ぶ。 

b [ MAIN]、[ZONE 2]、 [ OFF ] か5選ぶ。 

[ MAIN ] : メインルームで、手順2の入カフアンク 

シヨンび選ばれたとさに連動します。 
[ZONE 2] : Z 0 NE 2 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[0 FF 1 :連動しません。 

fi 戻るボタンを巧す。 

[Input Setup ] を終了します。 
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参考/巧術資料 


スピーカーの配置はマルチチヤンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

じ(下の図を参考にしなびら IJ スニングルームに合わせたスピーカーの配置をお試し < ださい。 


スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。また、柔らかすざる棚 
の上などち音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク IJ ートブ□ックなどの使用をお勧めします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイン 卜か！5の角度 



センター （ C ) を使用する場合は広め 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めします。 
(上図の範囲） 


奥行き 



スピーカーの 向さ 



センター ( C ) はフ□ント ( L / R ) と同一 
面からフ□ントまでの距離を超えない 
位置に。フ□ントよりち前ちだと音場 
感を損ねます。 


中抜け感を防ぐために多少内振りに。 
ただし、あまり内振りにしすざると 
広びり感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 


サラウンド スピーカー ( SL / SR ) は 
ちの位置より上ち目日 cm 〜] m で 
やや下振りにします。 DVD オーディ 
才用の配置と両立したいとさは後ち 
寄りに配置します。 SL と SR び真正 
面で向さ合わないよラに多少左ちに 
振ってみて < ださい。 


サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 




サラウンドバックスピーカー ( S 目 / S 巳 L / S 目 R ) も耳の位置より上ち目日 cm 〜 
1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は S 目 L と S 目 R を 
隣接させ U スニングポジションから等距離に設置(設定)すると THX モードの 
効果び最大限発揮されます。 


サブウーファ- 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こらないような場所に配置してください。 
また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びありますのでご注意ください。 



スヒーカーの配置について 


参ち/技術資料 
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参考/巧術資料 


デジタル音声フォーマツトについて 


DVD ソフトのノ ':ッケージのほとんどにじ(下のような表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合び多<、どの音声を聴<のか選択することびでさます。 


1. 英語（己.1か!サラウンド） 

2. 日本語 （ ドルビ-サラウンド） 

3. 英語 ( DTS 己. Ich サラウンド) 


□□ipOLBYj 

DIGITAL 


Setts 

Digital Surround 


収録音声数 録音ち式 音声記録ち式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォー マットであるため、単に「丘 Ich サラウンド」と記載されている場合は、「ド 
ルビーデジタル(己.1か〇」であることを示します。 


デジタル音青の記録方式について 


デジタル音声のフオーマットは、下記の「デジタル記録ち式」と「収録チャンネル」の組み合わせにより細分化されてい 
ます。 


デジタル記録方式 

非圧縮デジタル方式 

PCM (Pulse Code Modulation ) ち式び一般的で 、 CD 
や DVD の 2 ch トラックなどに用いられています。サン 
プ IJ ング周波数やビット数の数字び大さいほど高音質とな 
り、通常の CD は44 kHz / 16 bit ですび、 DVD は48 
kHz /20 bit や9目 kHz /24 bit などで記録されていま 
す。 DVD オーディオは、この高音質を保ったままマルチ 
ch 収録び可能で、] 92 kHz の 2 ch 信号も収録できます。 
SACD を非圧縮マルチ ch 記録ですび、 PCM とは違う高 
速^之変調]ビット方式を採用しています。 DVD オーディ 
才や SACD のデジタル伝送には HDMI 接続び必要となり 
ます。 

圧縮デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべて 
圧縮デジタルち式です。各フォーマットとを聴感必理学な 
どを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧縮ち式を開 
発し、従来のデジタルケーブル （ 同軸または光ファイバー) 
でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


収録チャンネル 

2ch ステレオ信号 

左ちの2つのチャンネルに別々の音び記録されている信 
号で、通常の音楽用 CD などはほとんどびこのタイプです。 

2ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4ch 信号を 
所定の演算で 2ch に変換してある信号です。そのまま 
2ch で再生しても違和感なく楽しめますび、所望のデコー 
ド処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生など）によ 
り、製作者の意図どおりの再生となります。 

マ J レチ ch サラウンド信号 

3c h (上の独立した信号び収録されたものをマルチ ch 信 
号と呼びますび、己.1 ch 収録び最も一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの已 ch と、 
LFE と呼ばれる超低音域専用の 0.1 ch に独立した 
信号び記録されています。近年では 6.1 ch 信号も登場し、 
上記の已 .Ich に加えサラウンドバック ch 信号び収録され 
ています。 


デジタル音青の再を方式について 


7ルチチャンネルサラウンド再生 

3本!;!上のスピーカー（サブウーファーを除く)で多チャン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感び期待でさます。音源となるソフト 
びマルチ ch 収録ならばソフトに忠実に再生し、ソフトび 
2 ch の場合は、マト IJ ックスデコード処理 （ ドルビープ □□ 
ジック llx や Neo :6 技術など)を施し、マルチ ch 再生させ 
ることび可能です。 
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(2 ch ) ステレオ再生 


2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 c h にダウンミックスして再生する場合の双方を意味し 
ます。設定やソースにより、サブウーファーから音び出る 
2. Ich 再生を「ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジ 
タル信号を、ちとの信号に変換させる技術です。また、 
2 c h の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト IJ ック 
ス-デ〕ードと言い、己.1 ch 信号を 6. 1 ch に伸長させる 
技術もデコードと呼ぶことびあります。 


















参考/技術資料 


ドルビー 


ドルビーデジタル 


nn に OLBYI 

TRU^E 


ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク U —卜-デジタルサラウンドち式の名 
称です。映画業界の主流であり、 DVD ビデオの標準音声 
方式としても採用されるなど、デジタル時代の標準フォー 
マットとなっています。独立した各チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感 
あふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚 
特性を応用した圧縮技術により、聴覚上の音質低下を招 
さません。この信号を伝送するには、デジタル接続び必 
要です。その他にを！;!下のよラな機能を持つ柔軟性の高 
いフオーマッ h です。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および已 .Ich 
音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシ ヨン 機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは、平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでを、一定の音 
量で再生されるよラに自動調整する機能です。 「 Dial . 
Norm 」 と表現されることもあります。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォーズ • 
エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト U —ズとルー 
カスフィルム社で共同開発された、目. Ich 再生び可能な新し 
い音響フォーマットです。新たに加えられたサラウンドバック 
ch により空間表現力、定位感び高められ、中央から離れた客 
席からでを360度の回転や頭上を通過するよラな移動音効 
果•音像をより生々しく体感することび可能となりました。フィ 
ルム上ではサウンドトラックのサラウンド L / Rch にエンコー 
ドされるため、既をのドルビーデジタル(己. Ich ) 環境での再 
生互換性びあります。この技術により製作された映画の U ス 
卜は、ドルビーラボラト U —ズのウェブサイトでご覧になれま 
す。 

http :// www . dolby . conn / 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさまざ 
まな機能を、選択して搭載することび可能です。プ〇〇 
ジック llx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でを、必 
ずしもまったく同じ機能を持っているとは限らないこと 
にごま意ください。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 呂 ic、Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AACa 3 は、ドルビーラボラ 
卜 IJ ーズの商標です。 


ド ルビー プ□□ジック 
ド ルビー プ□□ジック llx 


ドルビープ□□ジック llx は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさらに改 
良し、ステレオ音声や已 . Ich 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でさるマト U ックス-デコード技術です。 
ステレオ音声のマルチ ch 化ち式として、ドルビープ □□ 
ジックは 4 ch に、ドルビープ□□ジック II は已 ch 化してい 
ましたび、それらをさらに進化させ、メインの7 ch を創 
り出します。 

また己 . Ich ソース に巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック ch を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7. Ich 再生び可能になりまし 
た。今まで！;(上に自然でシームレスな移動感、滑らかで包 
み込むような、音楽および映画サウンドを体感でさます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応じ 
て切り換えることび可能です。 

■ 2ch ソース用 
M 0 VIE / MUSIC / PR 0 LOGIC 
■ 己 . Ich ソース用 

MOVE / MUS に / DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (naPRO LOGIC llx MOVIE) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 

ビーサラウンド-エンコード作品に効果的です。 

デジタル EX に迫るセパレーシヨンや移動感などび得られ 
ます。 

MUSIC (naPRO LOGIC llx MUSIC) 

7.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生するとさにを効 
果的です。サラウンド Ch は定位よりも広びり感を重視し 
ています。 

PROLOG に （ IXlPROLOG に） 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオ IJ ティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 

SURROUND EX 

左記参照 

サラウンドバック ch を使用しない場合は、自動的に従来 
のプ□□ジック II モードになります。 


特にドル 
ドルビー 


■2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック llx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

プ□□ジック llx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
已 . Ich ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1か 

(サラウンド) 

\モノラル/ 

瓦 Ich 
サラウンド^ 

\ステレオ/ 

7 .Ich 

/サラウンド、、 
サラウンドバック J 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 

全チヤンネル 
フルバンド 


参寒/技術資料 
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参考/巧術資料 


ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジタルプラスは、高精細映像放送番組やパッ 
ケージメディア向けに開発された次世代音声技術です。 
HD DVD の必須音声として、ブルーレイディスクのオプ 
シヨン音声として、それぞれのフォーマットに採用された 
この技術は、将来の放送の要求を満たす高い効率性とさた 
るべさ高精細映像時代に求められる音声の可能性を実現 
するための機能と柔軟性を結合させたものです。 

音声出力については、ディスク U —トチャンネル出力によ 
るマルチチャンネルヴウンド出力を行い、従来を越える音 
質で最大 7.1 チャンネル*出力します。また、従来のド 
ルビーデジタルデコーダーでは通常のドルビーデジタル信 
号として出力するため、完全互換性を持っています（この 
際、処理遅延や音質劣化はありません)。 

最大6 Mbps のビットレート性能で 、 HD DVD では3 
Mbps 、 ブルーレイディスクでは 1.7 Mbps び最大規格 
となります。 

ケーブル]本で高精細映像.音声のデジタル接続を可能に 
する HDMI でヴポー h されています。 

* ドルビーデジタルプラスは、8チャンネル！;(上のチャン 
ネル数をサポートしていますび、現在 HD DVD およびブ 
ルーレイディスクそれぞれの規格では、最大音声チャンネ 
ル数び8チヤンネルに制限されています。 


ドルビー TrueHD 

ドルビー TrueHD は、次世代高精細光ディスク向けに開 
発された□スレス符号化技術です 。 HD DVD の必須音声 
として、ブルーレイディスクのオプション音声として、そ 
れぞれのフォーマットに採用されたこの技術は、]ビット 
精度で復元可能な記録•再生を実現し、次世代高精細光 
ディスクの要である高精細画像を完全なをのにします。高 
精細映像と組み合わせることで、ドルビー TrueHD は高 
精細映像と最高品位のヴウンドで、かつてないホームシア 
ター体験を実現します。 

最大] 8 Mbps のビットレートで、24 bit /96 kHz 、 最 
大 8 C h * の独立チャンネルを記録することび可能です。 
また、ドルビー TrueHD はダイア□グノーマライゼーショ 
ンやダイナミックレンジコント□ールに対応しています。 
ダイア□グノーマライゼーションは、再生中に他のドル 
ビーデジタル、ドルビー TrueHD プ□グラムに移行する 
際も同一のボ U ユームレべルを維持することび可能で、ダ 
イナミックレンジコント□ールは音量を下げてを収録され 
た音源の細部まで聞さとることび可能な （ 音源の細部を聞 
くために大音量にする必要びない）音声再生のカスタマイ 
ズです。 

ケーブル]本で高精細映像.音声のデジタル接続を可能 
にする HDMI でヴポートされています。 

* ドルビー TrueHD は、8チャンネル！; Lb のチャンネル 
数をサポートしていますび、現在 HD DVD およびブルー 
レイディスクそれぞれの規格では、最大音声チャンネル 
数び8チャンネルに制限されています。 


Sdts-HD 

Master Audio 


DTS 


デジタルシアターシステムズ (Digital Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートびをたらす豊富な情報量 
により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実現し 
ます。音楽用にも独自録音による DTS - CD びあります。 

DTS 96/24 


己. Ich すべてを96 kHz /24 bit の高音質で再生するヴ 
ラウンドフォーマットで、スタジオのマスター音源のク 
才 U ティを踏襲しています。 DVD の限られた記録エ U 
アで、高音質/高画質を両立させるために開発されまし 
た。本機は 、 DTS 96/24対応デコーダーを搭載してい 
るので、既をの DTS 対応の DVD プレーヤーと 、 DTS 
96/24に対応するデコーダー （ AV アンプ等)をデジタ 
ル接続することで、再生することびでさます(専用プレー 


ヤーは必要ありません)。従来の DTS デコーダーでは通 
常の DTS 信号として再生されるため、完全互換性を持つ 
ています。 

DTS-ES 


200日年11月に発表されたサラウンドフオーマットで、 
「DTS Extended Surround 」 の略称です。従来の己. Ich に 
サラウンドノ（ック ( SB ) ch を加えたもので、かつてない音像， 
定位感をもたらすことび可能になりました。 「 DTS - ES ディ 
スクリート6.1」と 「 DTS - ES マトリックス6.1」の2種類び 
あり、どちらを従来の DTS 5. Ich デコーダーとの下位互換 
性を有しています。 
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DTS Neo:6 


DTS-EXPRESS 


すべての 2 ch ソースを 6.1 ch 化するマト U ックスデコー 
ド技術です。 Cinema モード / Music モードびあります。 

CINEMA (Neo 巨 : CINEMA) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でも映 
画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo&MUS に） 

6.1 ch 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。また、 
センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音声び音 
場にナチュラルな広びり感を加えます。 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Audio ( DTS-HD マスターオーデイオ） 
は、プ□フェッシヨナルスタジオで作られるマスター音源 
を、その品質のままに伝送することび可能なフォーマット 
です。 DTS-HD Master Audi □び伝送する音声は可変デー 
夕転送レートで、 Blu-ray disc フオーマットにおいては毎 
秒最高24.已 Mbps 、 HD - DVD フォーマットにおいては 
18.0 Mbps であり、スタンダード DVD よりも格段に高 
い転送レートを持っています。この高いデータ転送レート 
によって、 7. Ich の音声すべてを96 kHz /24 bit の高音 
質で伝送することを可能にしています。 


DTS - EXPRESS は最大己.1 ch までの□ービットレート技 
術です。 DTS - EXPRESS び伝送する音声は固定データ転 
送ち式で、24 kbps - 256 kbps までをヴポートしてい 
ます 。 HD DVD disc の SU 目 AUDIO として、ブルーレイ 
ディスクのオプション音声として収録されるほか、放送コ 
ンテンツやメモ U —オーディオコンテンツへの応用び想定 
されています。本機は PRIMARY AUDIO として伝送され 
てさた場合にのみ再生び可能です。 


米国 if 寺言午已4己] 942号、已9已6674号、已974380号、 
已978762号、6226616号、6487已3已号、または、 
米国およびその他の国での登録済み特許、または特許申 
請中の実施権に基づさ製造されています。 DTS は DTS 
社の登録商標であり、また、 DTS の□ユ記号、 DTS-HD 
および DTS-HD Master Audi 日は DTS 社の商標です。 
© 1 996-2007 DTS 社不許複製。 



AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の1つで、日 S デジタル 
や地上デジタル放送で採用されている音声符号化規格 
です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点び特長で、 
番組內容によりマルチチャンネル設定び可能なフォー 
7ツトです。 


■米国におけるノ くテントナンバー 


08/937|9已〇 
已184813 9] 

已|291，已已7 
已|4已1|9已4 
已400 433 
已12221189 
已|3已7|已94 
已7已2 22已 
己，3941473 
已 I 已吕31962 
已12741740 
已163319 8] 


已12971236 
4,9]417 0] 

已 |23已 |67] 
07/640,已已〇 
已 I 已791430 

08/678,666 
98/03037 
97/0287已 
97/02874 
98/03036 

已12271788 
已 |28已 |498 


已 1481，614 
已，已92|已84 
已 1781，888 
08/0391478 
08/211| 已47 
已17031999 
08/已已71046 
08/894,844 
已1299123吕 
已12991239 
已12991240 
已，1971087 


已14901170 
已1264,846 
已1268168已 
已 |37已 |189 
已 I 已81|6已4 
〇已-183|988 
已，已48,已74 
08/已06,729 
08/已76149已 
5,717,821 
08/392|7已6 


参寒/技術資料 
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Windows Media Audio 9 Professional 


Windows Media Audio 9 Professional ( WMA 9 
Pro ) は、マイク□ソフト社び従来の Windows Media 
Audio ( WMA ) のテクノ□ジーをさらに進化させて開 
発したディスク IJ ート-デジタルサラウンドフオーマツ 
卜です。 VVMA は圧縮効率の高さを特徴とし、インター 
ネツト配信によるスト IJ ーミング再生やダウン□ード再 
生など Windows PC での音楽再生に用いられる圧縮音 
声の標準フオーマツトとなっています。 

そしてこの Windows Media 9シ U — ズでは、 WMA の 
特徴を継承しなびら、さらにマルチチャンネル対応に拡 
張しました。 WMA 9 Pro コーデツクは、96 kHz /24 
bit の解像度によるク IJ アな音質-己. lch /7.1 ch 完全 
ディスク IJ ート処理による高い臨場感を確保しなびら、 
低ビツトレートでデジタルサラウンドサウンドを実現し 
ます。またその高い圧縮効率により、 CD / DVD などの 


Windows Media 、 Windows □コ'は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録 
商標または商標です。 


Plays 々 f 

Windows 

デジタルメディアだけでなく、高速ブ - 

□-ドバンド通信によるスト IJ ーミン 
グ配信にも対応しています。 

本機は VVMA 9 Pro デコーダーを内蔵していますの 
で、 WMA 9 Pro 対応プレーヤ ー* と同軸または光ファ 
イバーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pr 日でエンコードされた音声をデコードして再 
生することびでさます。 

* WMA 9 Pr 日対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等び考えられます。た 
だし、それらの機器の同軸または光デジタル出力端子 
から WMA 9 Pro 音声を出力でさる場合のみ、本機でデ 
コードして再生することびでさます。 



WMA 

WMA9 Pro 

最大ディスクI」ートチヤンネル数 

2ch 

己. lch/7.1ch 

最大量子化ビット数 

16 bit 

24 bit 

最大ヴンプ U ング周波数 

48 kHz 

96 kHz 

対応ビットレート 

128 kbps— 192 kbps 

128 kbps — 768 kbps 

S/PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 


Thx 


THX は、 THX 社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館でもホー! LrErCqT / nPdL V 
ムシアターでち、映画のサウンドトラックは映画監督の意図どおり、でさるかざり忠 

実に再生して欲しい」といラジョージ-ルーカス監督の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場 
最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 


THX Selects 

ホームシアター機器び THX Select 2 認証されるに 
は、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一 
連の厳しい試験に合格しなくてはなりません。こラ 
して製品搭載び許諾される THX Select 2 の□ゴ 
は、ご購入いただいたホームシアター製品び長年に 
わたって素晴らしい性能を維持する保証となります。 
THXSelect 2 規格は、プ U アンプ•パワーアンプ 
の性能、操作性、デジタル-アナ□グの両分野にわ 
たる何百ちの性能要求を含め、製品の全体像を網羅 
しています。 

THX Cinema 

映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録する音声もそのサウンドトラックのままで、ホームシ 
アター向けの変更は加えません。家庭と映画館との空 
間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場を 
正確に再現します。 
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THX Surround EX 


「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 
はドルビーラボラト IJ ーズと ルーカスフイルム社の 
THX 部門との共同開発によるものです。 IJ スナーの後 
ちに位置するよう加えられたサラウンドバック ch は、 
ミキシング段階で Dolby Digital Surround EX 技術 
によって符号化され、映画館での上映時に復元されま 
す。従来の己 Ich スピーカー構成では表現しきれなかっ 
た後ち部の繊細な描写力-空間の奥行さや広びり感•音 
像定位などび得られるようになりました。一般家庭で 
この新技術を忠実に再生することびでさるのは 、 THX 
Surround EX の□ゴび搭載された製品だけです。この 
製品は通常の己. Ich ソースでも 「THX Surround EX J 
モードでお楽しみいただけます。この場合のサラウンド 
バックかの音声は、所定の演算処理によって生成されま 
すので、お好みに応じてご使用ください。 


THX、THX □コ'および Select 2 PLUS は THX 社 
の商標です。許可のちとに使用されています。不許 
複製。 























参考/巧術資料 


Re-Equalization 


映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーディオ機器で 
再生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization はル型のホームシアターでも正確な音色 
バランスを再現します。 


I'imbre Matching 


人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じちび変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカーび 
聴衆を囲むように配置されていますび、ホームシアター 
では IJ スナー両側の2本のみです。この配置の違いか 
ら起こる音色の差を補正し、かつ前方から到達する音 
の性質に合わせることによって、フ□ント-ヴラウンド 
間の音のつなびりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation 

映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに対し、 
ホームシアターは通常2本です。そのため、広びり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、お接したスピー 
力一に音場び偏ってしまうことびあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカーで 
ち IJ スニングエ IJ アを拡大して、映画館と同様の効果を 
ちたらします。 

Advanced Speaker Array (ASA) 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカーを 2 本使用 
し、その2本を近接して設置した場合に最高能力を発 
揮します。この技術は THX Select 2 Cinema、THX 
Select 2 Music または THX Select 2 Games で使用 
します。 

THX Loudness Plus 

この技術は THX Ultra 2 Plus ™ と THX Select 2 Plus 
™ の認証を受けた製品の特徴となる新しい音量調節技 
術で、どの音量レベルでわ豊かで繊細なホームシアター 


サラウンド音場を創造します。 IJ ファレンスレベル(本 
機の日 dB ポジションル U 下での再生では音質や空間表 
現び変イヒすることびありますび、各チヤンネ>1レの音量や 
周波数特性を最適化することによりこの変化を補正し、 
音量レベルにかかわらず、サウンドトラックの持つ真の 
インパクトを体験できるようになります。 THX の IJ ス 
ニングモードを選択しているとさは、それぞれのコンテ 
ンツタイプに応じて自動でこの技術び適用されます。 

THX Selects Cinema 

Dolby Di 呂 ital や DTS 等で収録された己.1 ch 映画 ソース 
に適しています。このモードにおける ASA 処理は、ヴ 
ラウンド成分を分析し、雰囲気やち向感び最善になる 
ようサラウンドバックに成分を振り分けます。 

(* 菊参照。 

THX Selects Music 

マルチチヤンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
サウンドトラックとはまったく違ったミキシングを行っ 
ているものびあります。 ASA 技術は、この DTS や 
Dolby Digital 等で収録された己. Ich 音楽ソースに対 
し、音楽再生に適した後部音場の安定的な広びり感を 
ちたらします。 

THX Selects Games 

ステレオやマルチチヤンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの音楽再生に適しています。音場定位技術であ 
る 「Advanced Speaker Array 」（ ASA ) の処理を加え、 
36ぴ取り囲むような音響空間を創り出します。 


巧 

本機は「6.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技術を用いて上 
映された映画でを、 DVD 化の際にこの検出信号を収録してい 
ないちのびあります。この場合は手動で最適なモードに変更し 
てください 。 Surround EX 技術により製作された映画のリス 
卜は各ウェブサイトでご覧になれます。 


Neural-THX Surround 


Neural - THX ® Surround はステレオ素材からマルチチヤンネルサラウンドを創り出します。楽器、音声、背景 
音などの詳細部分をさめ細かく再生し、豊かでディスク IJ ー ト感に優れたサラウンドサウンドを創り出します。 


の 


neural 

SURROUNCr 


THX®TECHNOLOGIES 


本製品は 、 Neural Audio Corporation と THX 社か 
らの実施権に基づさ製造されています。パイオ 
ニア 株式会社は ユー ヴーに対し 、 Neural Audio 
Corporation と THX 社の所有する技術、商標およ 
びアメ IJ 力と諸外国の特許-出願中特許に基づさ、 
本製品を使用する非独占的かつ譲渡不能な限定的権 
利を許諾します。 

Neural Surround Neural Audio Corporation 
の商標です。 THX は THX 社の商標です。それらは 
いくつかの所轄権に登録されている場合びあります。 
無断複写-複製-転載を禁じます。 


参寒/技術資料 の 
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参考/巧術資料 



HDMI (High Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで映 
像と音声を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の D VI 
(Digital Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレンジしたも 
のであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ 
向けのインターフェース規格です。 


Homi 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


接続コードについて 


■ビデオコード 


^ S ビデオケーブル > 


广 m Av コ—ド 


一般的な映像 VIDEO 

用コ—ドで、 A 

コンポジット 黄 ^ ィな^ 

フオー マット 
の映像信号をく^ 

伝をします。 


映像信号 （ Y ) と色信号 S VIDEO 

( C ) を分離して接続す A 

ることびでさ、コンポ ^ 

ジットよりち高品位な 
映像品質を楽しめます。づ 

1 A 


オーディオコードと 
ビデオコードのー ホ 
体化したをのです。^ 



^■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の Y、 Cb / Pb 、 Cr/Pr の 3 つの信号からなり、 
S ビデオケーブルよりち高品位な映像品質を楽しめます 
(ビデオコード 3 本での接続ち可能です)。 
t D 端子変換ケーブルち市販されています。 



■オーディオコード 

オーディオ機器の接続 
に使用します。 
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DTS 

DTS96/24 
(已 .Ich 信号等） 


DOLBY DIGITAL 
MPEG-2 AAC 
PCM 

(5.1ch 信号等） 


SACD 
(5.1 ch 信号） 


r L ir c ir R I 

fSL I _ [SRJ 
[sbOFsb I 而 ^ 
riFEl 


DTS + Neo: 色 + THX CINEMA 
DTS + 皿 PLIIx Movie +THX *1 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX SELECT2 MUSIC *1 
THX SELECT2 GAMES *1 
DTS + Neo: 目 + THX MUSIC *4 
DTS + Neo: 目 + THX GAMES *4 
皿 PLIIx Music +THX*1 


THX SURROUND EX 
皿 PLIIx Movie +THX*1 
THX SELECT2 CINEMA*! 
THX SELECT2 MUSIC *1 
THX SELECT2 GAMES *1 
皿 PLIIx Music +THX 
□□EX +THX GAMES *4 


THX SELECT2 MUSIC 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 


DTS+Neo:6 

DTS + 皿 PLIIx Movie *1 
DTS + 皿 PLIIx Music 


皿 D に tAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 
皿 PLIIx Music 


皿 DIGITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 
□□ PLIIx Music 


皿 DIGITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 


皿 DIGITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 


ストレートデつード 
再生 


ストレー h デコード 
再生 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
DTS-HD 

DTS-HD Master Audio 

WMA9 Pro 

PCM 

(目. Ich 信号/ 7.Ich 信号） 


ストレートデコード再生 


ストレートデコード再生 


rLimrRi 

rsTi rsR] 

[SBD_gBR] 

画* 3 


DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 
(已 .Ich 信号） 


mr c 『 RI 
rsTi [SR] 

[SBDI SB I ISB で ] 
fLFEl 


ストレートデコード再生 


ストレートデコード再生 


ストレートデコード再生 


DOLBY D に ITAL EX 
(6.1 Ch 再生検出信号付） 


「 L N C II R I 

[sr\ [SRl 


THX SURROUND EX 


□□ □に ITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 


皿□に ITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 


AUTO SURROUND 
と同様 


AUTO SURROUND 
と同様 


DTS-ES 
(6.1 ch 信号/ 

目. 1ch 再生検出信号付） 


口励 

画 


DTS ES Matrix + THX 
DTS ES Discrete + THX 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 


上記似外の巳. Ich ソース 


SACD 
巧. Ich 信号） 


rLimrRi 

rsTi 互 {Ml 

fSBOfSBlfSB^ 

njEi 


THX SELECT2 CINEMA *1 
THX CINEMA *4 


ストレートデコード再生 


ストレートデコード再生 


THX SELECT2 MUSIC *1 
THX MUSIC *4 


ストレートデコード再生 


ストレートデコード再生 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
DTS-HD 

DTS-HD Master Audio 

WMA9 Pro 

PCM 

(目. Ich 信号/ 7.Ich 信号） 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz を除く） 
巧. Ich 信号） 


DOLBY D に tAL EX 
(6.Ich 再生検出信号付） 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
(6.1 ch 再生検出信号付） 


DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 
巧. Ich 信号） 


DTS-EXPRESS 
DTS-HD Master Audio 
(5.1 巳 h 信号） 


iLir c ir R I 

rsTi .互 csRii 

[SBD_gBR] 

画* 3 


LUI 

画 

[sbDI 


の面 

[HH 

LSB IISBRI 


riFEl 


r L ir c ir R I 

rsui rsR] 
[sbDisb i isb 百 
riFEi 


THX CINEMA 
THX MUSIC 
THX GAMES 


THX SURROUND EX 
皿 PLIIx Movie +THX*1 
THX SELECT2 CINEMA*! 
THX SELECT2 MUSIC *1 
THX SELECT2 GAMES *1 
皿 PLIIx Music +THX 
□□EX +THX GAMES *4 


ストレートデコード再生 


THX CINEMA *4 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX SELECT2 MUSIC *1 
THX SELECT2 GAMES *1 
THX MUSIC *4 
THX GAMES *4 


THX SURROUND EX 
皿 PLIIx Movie +THX*1 
THX SELECT2 CINEMA*! 
THX SELECT2 MUSIC *1 
THX SELECT2 GAMES *1 
□□ PLIIx Music +THX 
□□EX +THX GAMES *4 


DTS ES Matrix + THX CINEMA 
DTS ES Discrete + THX CINEMA 
DTS + 皿 PLIIx Movie +THX *1 
THX SELECT2 CINEMA *1 
THX SELECT2 MUSIC *1 
THX SELECT2 GAMES *1 
DTS ES Matrix + THX MUSIC *4 
DTS ES Matrix + THX GAMES *4 
DTS ES Discrete + THX MUSIC *4 
DTS ES Discrete + THX GAMES *4 


ストレートデコード再生 


皿 D に tAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 
皿 PLIIx Music 


ストレートデコード再生 


皿 D に tAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 
皿 PLIIx Music 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
DTS + 皿 PLIIx Movie *1 
DTS + 皿 PLIIx Music 


ストレートデコード再生 


□□ D に tAL EX 
□□PLIIx Movie *1 


□□ D に tAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 


ストレートデコード再生 


皿 DIGITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 


AUTO SURROUND 
と同様 


AUTO SURROUND 
と同様 


参考/巧術資料 



リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一 


この表は出力する最大の出カチャンネル数を示したちので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは「デジ 
タル音声 フオー マツトについて」卜1日2ぺ ージ) をご覧ください。 


表中の灰色で表示された部分は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユーヴーによる選択はでさません。 
MULTI CH IN 入力時は、リスニングモードの効果を加えることはできません。 

入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないちのびあります。 


サラウンドパックスピーカーを接続しているとま 


AUTO SURROUND 


PURE DIRECT 


参寒/技術資料 




No HI3r 邸身ち 9S 
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THX 


AUTO SURROUND 


PURE DIRECT 


皿 PLIIx Movie +THX 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 
□□ PLIIx Game +THX GAMES 
Neo: 日 Cinema +THX 
THX SELECT2 GAMES *1 
Neo: 目 Music +THX MUSIC 
□□PL +THX CINEMA *2 


皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
□□ PLIIx Game 
皿 PRO LOGIC *2 
Neo: 色 Cinema 
Neo: 日 Music 


皿 PLIIx Movie 


AUTO SURROUND 
と同様 


AUTO SURROUND 
と同様 


AUTO SURROUND 
と同様 


AUTO SURROUND 
と同様 


皿 PLIIx Movie +THX 
□□ PRO LOGIC +THX *2 
THX SELECT2 GAMES *1 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 
□□ PLIIx Game +THX GAMES 


THX CINEMA 
THX MUSIC 
THX GAMES 


皿 PLIIx Movie +THX 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 
□□ PLIIx Game +THX GAMES 
Neo: 日 Cinema +THX 
THX SELECT2 GAMES *1 
Neo: 目 Music +THX MUSIC 
□□PL +THX CINEMA *2 


Neo: 目 Music +THX MUSIC 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 


皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
皿 PLIIx Game 
□□ PRO LOGIC *2 


皿 PLIIx Movie 
皿 PLIIx Music 
皿 PLIIx Game 
皿 PRO LOGIC *2 
Neo: 色 Cinema 
Neo: 目 Music 
Neural THX *5 


ANALOG DIRECT 


皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
□□ PLIIx Game 
皿 PRO LOGIC *2 
Neo: 色 Cinema 
Neo: 色 Music 



入力信号 

CH 

信号名称 

インジケーター例 


D 日 L 目 Y ヴラウンド 

田 の 

1 SL II S 1 


DTS ヴラウンド 

fSBOrSBlISBR] 

fun 


DOLBY DIGITAL PLUS 

DOLBY TrueHD 

(176.4 kHz/192 kHz を除く） 



DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 


D[r 

!|iig 

賓 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD 

DTS-EXPRESS 

の 四 

rsTimrsn 
[sbOFsbIIsb^ 

fLFEl 


その他のステレオソース 



アナ□グ入力 



PCM 



SACD 



*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないとさは選択することびでさません。 

*2 : PRO LOG にを選択するとサラウンドバックスピーカーから音は出ません。 

*3 :目. Ich 信号のときはに目 U に BR 」 び消灯してに目」び点打します。 

*4 :サラウンドバックスピーカーを2本接続しているとさは選択することびでさません。 

* 己：入力信号びアナ□グ入力と PCM のとさのみ選択することびでさます。 

サラウンド八ックスピーカーを接続していない、または SBch 処埋モード OFF のとき 



olnv/zo : HI9r 邸身 LIUgs 


*1 :已 . Ich 信号のときはに目 U に BR 」 び消灯します。 6.1 ch 信号のときはに BL 」 に目 R 」 び消灯してに B 」 び点灯します。 
*2 :入力信号びアナ□グ入力と PCM のとをのみ選択することびできます。 
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ADVANCED SURROUND モードの 



デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてありますのでお客様び変更することはで 
さません。 


理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、ノ くイオニアオ IJ ジナルのサラウン 
ドモードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生び提供でき 
るよう、多種のモードをご用意いたしました。备ソースはデコード処理に ch ソースはマト IJ ッ クス-デコード処理)歡 
それぞれに合わせた才 IJ ジナルの処理を加えています。1；(下をご参照のうえ、お好みに応じて選択してください。 

ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよ 
うに再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

DRAMA 

落ち着いた雰囲気でス I -一 IJ 一性重視の映画の再生に効果的 
です。 

SCI-FI (Science Fiction ) 

セ IJ フと効果音の分離び良いため、 S 刊央画などの SE (特殊効 
果音)の多いソースに効果的です。 

MONO 円 LM 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送などを楽しむのに効果 
的で、マルチチヤンネルサラウンドで再生します。 

ENT.SHOW (Entertainment Show ) 

ミュージカルのサラウンド感や、劇場ホールのような雰囲気 
をお楽しみいただけます。 

EXPANDED (Expanded Theater ) 

2 ch で収録された音声を、已 ch または 7 ch のサラウンド効果 
で再生でさます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効 
果的です。 

TV SURROUND 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号やステレ 
才信号をマルチチヤンネルサラウンドで再生します。 

ADVANCED GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をより一層高めます。シューティ 
ングゲームや レー シングゲームなど、ちへ左へ駆け巡るよう 
な流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観戦しているよラ 
な臨場感を体感でさるサラウンド再生です。 

CLASSICAL 

大型のコンサートホールをイメージしています。反射音の遅 
延時間帯び長く、さらに残響音を加えることでコンサートホー 
ル特有の美しい響さと、オーケストラの迫力び楽しめます。 

ROCK/POP 

楽器の分離感と臨場感びあり、躍動感のあるサラウンドを楽 
しめます。 

UNPLUGGED 

アコースティック系の音楽ソースに最適なモードです。 

EXT. STEREO (Extended Stereo ) 

標準のステレオに ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音 
声のまま5本または7本のスピーカーで再生します。部屋のど 
の場所でを同じようなステレオ感び得られます。 

PHONES SURROUND (へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチヤ 
ンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 


参寒/技術資料 
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参考/技術資料 


工場出巧時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

8 Q 〜 ] 6 Q 

25 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal 

62 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル） 

75 

ヴブウーファー 

YES 馆り） 

75 

スピーカー出カレベル (Ml 〜 M6) 

0.0 dB (補正無し） 

77 

スピーカーまでの距離 （M] 〜 M6) 

すべて 3.00 m 

78 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

75 

定在波制御 

ON (ただし全フィルター aod 目、補正無し） 

65 

視聴環境の周波数特性の補正 （M] 〜 M6) 

全帯域 aod 目（補正無し） 

66 

X-Curve 

OFF 

79 

サラウンドバックスピーカー間の距離 

日—日.3 m 

80 

入力の設定 

リアパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

81 

入カファンクシヨン 

DVD 

35 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

36 

S 巨 ch 処理モード 

ON 

42 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

37 

MCACC 

M1:MEM0RY1 

41 

PHASE CONTROL 

ON 

43 

オーディオ調整機能の各項目 

(オーディオ調整のページを参照） 

44 

ビデオ調整機能の各項目 

(ビデオ調整のページを参照） 

47 

DIGITAL SAFETY 

OFF 

116 

スピーカーシステム A/ 巨 

SP(A) : ON 

56 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

55 

SR +連動モードの設定 

OFF 

98 

HDMI コント□-ル機能 

ON 

95 

12V 卜 U ガーの連動設定 

すべて OFF 

100 


本機のすべての設定を工場出荷時に戻す 


設定オール IJ セツトは下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。 

設定オール IJ セツトを行うと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ご注意ください。 


①本機び STANDBY モードのときに 
STEREO / A . L . C . ボタンを押しなびら 
OSTANDBY / ON ボタンを3秒じ(上 
押し続ける 


②フ□ントパネル表示部に 「 RESET ?」 と表示されたら 
AUTO SURR/STREAM DIRECT ボタンを押し、 「0 K 」 
表示後に HOME THX ボタンを押します 


STEREO / 

A.L.C. 



AUTO SURR / 
STREAM DIRECT 

HOME 

THX 

◎ 4 



f 電源コンセントからコンセントを長時間抜いた状態にしていてち、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 

V- 
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参考/巧術資料 


仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 ( JEITA 、] kHz 、 10 0/〇、 6 Q ) 

フ□ント . 170 W +170 W 

センター . 170 W 

サラウンド . 170 W +170 W 

サラウンドバック . 170 W +170 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

2日 Hz 〜20 kHz 、 0.09 %、8 Q 
. 100 W +100 W 

定格出力(サラウンド動作時） 

2日 Hz 〜20 kHz 、 0.09 %、8 Q 

フ□ント . 110 W +1 10 W 

センター . 110 W 

サラウンド . 110 W +1 10 W 

サラウンドバック . 110 W +1 10 W 


入力端テ(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33已 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 . 已 Hz 〜] 00 kHz 、 こ目 d 目 

出力端子 （ レべ>1レ/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV /2.2 kQ 

卜ーンコント□-ル 

BASS . ±6服(100 Hz ) 

TREBLE .±6 d 巨 (10 kHz ) 

LOUDNESS (ボ ij ュームポジション ー4 日 d 目時） 

. +4 dB /+2 dB (100 Hz /10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 


LINE 系 . 

SN 比 ( EIA 、] W り kHz )) 

. 103服 

LINE 系 . 

. 83服 

ビデオ部(コンポジット、 S ) 

入力端テ(感度/インピーダンス）…. 

. 1 Vp - p /7 已 Q 

出力端子 （ レべレ/インピーダンス） 

. 1 Vp - p /7 已 Q 

周波数特性 . 

..已 Hz 〜] 0 MHz 

SN 比 . 

. 6已 d 巨 


ビデオ部（コンポーネント、 D 4) 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

Y 入カレべ J レ . 1 Vp - p /7 已 Q 

Cb / Pb 、 Cr / Pr 入カレベル . 日.7 Vp - p /7 已 n 

出力端子 （ レべ>1レ/インピーダンス） 

Y 出カレべ J レ . 1 Vp - p /7 已 Q 

Cb / Pb 、 Cr / Pr 出カレベル . 日.7 Vp - p /7 已 Q 

周波数特性 . 5 Hz ~100 MHz 

SN _ b ヒ . 6已 d 巨 

HDMI 部 

入力端子 . 19 ピン X 2 

出力端子 .] 9ピン(已 V ，1日0 mA ) 

電源部-その他 

電源 . AC ] 日0 V 、已日 Hz /60 Hz 

消費電力 . 320 W 

待機時消費電力 .0.6 W (HDMI Control OFF ) 

.0.7 已 W (HDMI Control ON ) 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (10 日 W 最大） 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

. 420 mm X ] 73 mmx 433 mm 

質量 .] 3.已 k 呂 

付属品 

U モつン . 1 

電源コード . 1 

単3形乾電池 . 2 

セットアップ用マイク（已 m ). 1 

保証書 . 1 

取扱説明書 

•仕様および外観は改良のため予告な<変更することび 
あります。 


IJ 


お手入れについて 

通常は柔らかい布でからおさしてください。巧れびひどい場合は水で己〜6倍に薄めた中性 
洗剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、巧れを拭さ取り、そのあと乾いた布でおいてくだ 
さい。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげる 
ことびありますのでご注意ください。また、化学ぞうさん等をお使いの場合は、化学ぞうさん 
等に添付の注意事項をよ<お読み<ださい。 



音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にしましょう。 
ステレオの音量は、あなたの必びけ次第で大さくも小さくわなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配り 
ましょラ。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いに必を配り、快い生活環境を守りま 
しぶつ。 


参ち/技術資料 
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困ったとを 


K 障かな？と思った6 


故障かな？と思ったら下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われびちです。また、本機外の原因ち 
考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器も、あわせてお調べください。 

下の項目を調べても直らない場合は、修理をご依頼ください。 


音について 


「音び出ない」「音びおかしい」「ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 

入力端テの接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音び出ない 

すづ夕) レ入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

81 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選択する。 

36 


消音(三ユート)状態(音量インジケーターび点滅） 

U モコンで消音(三ユート)を解除する。 

35 


になっている。 

セットアップ用マイクび接続されている。 

セットアップ用マイクを抜く。 

12 


スピーカー出力び日 FF になっている。 

SPEAKERS (音声入力)ボタンを押して、 
ON ( SP ^ A ) にする。 

56 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

35 

フロントスピーカー拟夕^ 

スピーカーシステムの設定びフ□ント Chiu 外す 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

75 

①音び出ない 

ベて N 日になっている。 

U スニングモードび STERE 日またはフ□ントサ 

サラウンド再生用の U スニングモードを選択 

37 


ラウンド•アドノ くンスモードになっている。 

すな。 


サラウンドバックスピー 

SBch 処理モードの設定び日 FF になっている。 

日 N を選択する。 

42 

カーか5音び出ない 

SBch 処理モードの設定び AUTO で「6.1 ch 再生 
検出信号」の記録されていないソースを使用して 

日 N を選択する。 

42 


いる。 

サラウンドバックシステムの設定び 『 rant 目 i - 
Amp ] 、に peaker 功または [ZONE 2] になって 
いる。 

[ Normal ] を選択する。 

62 


スピーカーシステムの設定でサラウンドまたはヴ 
ラウンドバック ch の設定び [ NOK 無し)になって 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

75 


いる。 

接続び正しくない(サラウンドバック ch を1本の 

接続を再確認する(サラウンドバックかを1本 

24 


スピーカーで接続していて R ch 側に接続してい 

のスピーカーで接続しているときは L ch 備こ 



る)。 

接続する)。 


特定のスピーカーから音び 

スピーカーシステムの設定び [ NOK 無し)になって 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

75 

出ない 

いる。 

スピーカーの接続び外れている。 

スピーカーの接続を確認する。 

24 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのように 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 

37 


録音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びルさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

77 


サラウンドバックシステムの設定でに peaker 功 

スピーカーシステムで 「 A +目」または「巨」にす 

56 


び選択されているとさのスピーカーシステムの選 
択び合っていない。 

る。 


表示部にマルチチヤンネ 

再生しているソースのプ□グラムフォーマットに 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 


ル信号①プ□グラムフオー 

はそのチヤンネ j レの情報び記録されているび、そ 

い。 


マットインジケーターび点 
なしているび、音び出てい 
ないスピーカーびある 

のチヤンネルに音声び収録されていない。 



デジタル機器の音び出ない 

デジタル接続び正し < ない。 

デジタ>1レ接続を再確認する。 

33 


デジタ )レ入力の設定び正し < ない。 

デジタ>1レ入力の設定を修正する。 

81 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

接続されているデジタル機器に応じて、音声切 
換ボタンで D に tAL を選択する。 

36 


デジタ J レ出カレぺレ調整機能び付いている CD レ 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



コーダーなどのデジタ>1レ出カレべ>1レ設定び低す 

する 。 （DTS CD の場合は日.日 d 巨に設定してく 



ざる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフォーマットに対応してい 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 

16 


ないプレーヤーである(または出力しない設定に 
なっている)。 

(または出力させる設定にする)。 


PCMm 外の信号の音び出 
ない 

音声入力信号の選択び 「 PCM 」 になっている。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選択する。 

36 
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困ったとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

録音びできない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をアナ 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号は 

54 


□グで録音しよラとしている。 

デジタレ録音のみ可能です。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号であ 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



る。 

は録音することびでさません。 



REC 端テの接続び正し < ない。 

正し <接続し直す。 

32 

無入力でちノイズび聞こ 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配織こ 


无る 


なっていないか確認する。 


MULTI CH IN 端子に接 

MULTI CH IN 端テに接続したものではない信号 

入力切換ボタンで入力を切り換え、マルチチャ 

53 

続した機器で、 DVD オー 

を再生している。(デジタル PCM 出力など） 

ンネル入力の再生をする。 


ディオを再生したび 2 ch 
にダウンミックスされて 
いるよラな音になつてい 
る 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「 LARGE 」 とし 
ていてマルチ ch ① DVD 
オーディオを再生したび、 
マルチ ch 音声びダウン 
ミックスされない 

ダウン三ックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD ①サーチ中にノ 

ヴーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音量 


イズび出る 

取ってしまう。 

を下げ、スピーカーから出る音を抑えてくださ 
い。 


DTS の LD を再生ずると 

音声入力信号の切り換えで ANALOG び選択され 

機器を正しく すづ夕) レ接続し、音声切換ボタン 

36 

ノイズび出る 

ている。 

で D に tAL を選択する。 



サブウーファーの擦続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーか5音び 

サブウーファーあり/なしの設定び [N0] (無し） 

Speaker Setting] 設定を確認して、サブウー 

75 

出ない 

に設定されている。 

ファーの設定を [YESK 有り)または [PLUS] 
にする。 



再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成分 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 



(LFE チヤンネル)び含まれていない。 

い。 



接続び外れている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確認して、外れている 
または、間違っているときは接続し直す。 

24 


サブウーファー側の電源び日 FF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働いて 

サブウーファーの機能を確認する(詳しくはヴ 



いる。 

ブウーファーの取扱説明書をご覧ください。） 


サブウーファーけ5の音 

低域成分びない、または少ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分び少な<、ヴ 

75 

びルさい 

(CD など)を再生している。 

ブウーファーの音量び不足している場合は、 
Speaker Settin 旨]でヴブウーファーの設定 
を [PLUS] にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

に hannel Level] の設定を確認して、適切なレ 
ベルに調整する。 

77 


ク□スオーノ く一周波数の設定び低い。 

[X.0VE 刊の設定を確認して、適切なレベルに 
調整する。 

75 


ヴブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボ U ユームレべルを上げる。 



困 

ご 

た 

と 

を 
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困ったとを 


峽像について 


「映像び出ない」「メニュー画面 ( OSD 画面)び表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、 
映像び出ない。または違 
ラ入力の映像び出る 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

ソース機器と HDM 喘テで接続しているび、 TV モ 
ニターを HDMI 端テで接続していない。 

ソース機器と TV モニターを接続しているコード 
の種類び違っていてビデオコンバート機能び OFF 
に設定されている。 

映像によっては著作権の関係で映像び出力されな 
い場合びあります。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えてください。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を使っ 
て本機と接続する。 

ビデオコンバート機能を日 N にして HDMI OUT 
と TV モニターを接続する。 

ビデオコンノ く一夕一の設定を OFF にしてくだ 
さい。 

27 

47 

47 

コンポーネント端子や D 
端子、 S ビデオ端子に接 
続したソース機器の映像 
び出ない 

入力設定 (Input Setup ) のに omp/D In 」 の設定 
び正しくない。 

COMPONENT VIDEO IN 1と D 4 VIDEO IN 1 
を同時に接続している。 

COMPONENT VIDEO IN 2と D 4 VIDEO IN 2 
を同時に接続している。 

入力の設定 (Input Setup ) を正しく行ラ。 

COMPONENT VIDEO IN 1と D 4 VIDEO IN 

1 はどちらか一方のみを接続する。 
COMPONENT VIDEO IN 2と D 4 VIDEO IN 
2 はどちらか一方のみを接続する。 

81 

録画びできない 

録画機器とソース機器の接続端テび合っていな 
い。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端テ 
を(コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することびでさません。 

54 

コンバート後の出力映像 
び出ない、または乱れる 

コピープ□テクト信号び極端に大さい、または画 
質劣化の激しいビデオテープを再生している。 

コンバート回路またはモニター TV の仕様で 
す。コンポジットまたは S 端テの出力映像でお 
楽しみください。 

26 

OSD 画面び表示されない 

本機の映像出力端子とテレビの映像入力端子を、 

S ビデオケーブルまたはコンポーネント映像ケー 
ブルで接続している。 

日 SD 画面を表示する口ま、 HDMI ケーブルまた 
はビデオコードで接続してください。 



操作について 


「操作できない」情源び切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したときに 

スピーカーコードのお線びスピーカー端テからは 

スピーカーコードのお線をちう一度しっかり 

24 

電源び切れる 

み出して、リアパネルに接触しているか、 +/- び 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 



接触し、保護回路び働いている。 

ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 
ボ U ユームを下げて再生する。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび非 

チヤンネルごとの周波数特性の補正で低域 

66 


常に低いため、保護回路び働いた。または、低周波 

(63 Hz または I 2已 Hz ) のレベルを下げる。 



の過大な入力び持続した。 

DIGITAL SAFETY 機能を SAFETY ] または 
2にすると、さらに数 cIB 音量び上げられる場 
合びあります。スタンノくイモード時に、 
ADVANCED SURROUND ボタンを押し 
なびら STAND 巨 Y / ON ボタンを押すと、 
SAFETY I ON . SAFETY 2 ON . SAFETY 
日 FF び切り換わります 。 （SAFETY ] または 
SAFETY 2を選ぶと一部の機能び使用でき 
な < なることびあります） 


電源び突然切れて 

スピーカーコードのお線びスピーカー端テからは 

スピーカーコードのお線をちラー度しっかり 

24 

PHASE CONTROL イン 

み出して、リアパネルに接触しているか、 +/- び 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 


ジケーターび点滅ずる 

接触し、保護回路び働いている。 

ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 



本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してくだ 
さい。この症状のあとに電源の日 N / OFF を繰り 
返すのはおやめください。 

裏表紙 

電源び突然切れて 

本機の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してくだ 

裏表紙 

DIGITAL PRECISION 


さい。この症状のあとに電源の日 N / OFF を繰り 


インジケーターび点滅ずる 


返すのはおやめください。 


操作ボタンを巧してち動 

空気び乾燥して静電気などの影響を受けている。 

電源プラグを一度コンセントから外して、再び 


作しない 


差し込む。 


AMP ERR または 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してくだ 

裏表紙 

MCACC インジケーター 


さい。この症状のあとに電源の日 N / OFF を繰り 


び点滅して自動的に電源 
び切れる 


返すのはおやめください。 



116 
























困ったとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

AMP OVERHEAT と点 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置を変える。 

5 

滅表示したまま音び出な 


一度電源を切り、冷えてから使用する。 


<なる 




12 V TRG ERR と点滅表 

] 2 V 卜 U ガー端子に不具合び生じている。 

一度電源を切り、12 V 卜 U ガーの接続を見直し 

100 

示される 


て < ださい。 


音声切換ボタンを巧して 

接続またはデジタル入力の設定び正し<ない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設定」 

81 

も入力び DIGITAL にな 


を正しく修正する。 


5ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力しソ外に切り換える。 

35 

己. Ich ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び OFF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を日 N に 

16 

いるのに、日. Ich 再生さ 

なっている。 

する。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは DTS 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



出力設定び日 FF になっている。 

DTS 出力設定を日 N にする。 


DVD オーディオを再生す 

MULTI CH IN 端テはアナ□グ入力端テなので、デ 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明書 


るとプレーヤーには96 

ジタル情報を表示することはでさません。 

ちご覧ください。 


kHz と表示されるび、本 




機では表示されない 




96 kHz ①ソフトを再生 

プレーヤー側で96 kHz 出力び日 FF になってい 

プレーヤーの96 kHz 出力を日 N にする。 

16 

しても表示び9巨 kHz に 

る。 



な5ない 




リモコン操作びでさない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 ml ソ内、左ち3ぴ内で操作する。 

17 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除 < か、操作する場所を移動する。 



堂光打などの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよう 



たっている。 

にする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セツトコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セツトコードを設定する。 

85 

でさない 

電池切れの期間にメモ U —び消去された。 

ちう一度設定を行ラ。 


フラットテレビとの SR + 

HDMI コント□-ル機能び日 N になっている。 

HDMI Control Setup で日 FF を選択する。 

95 

による連動操作びでさない 




旧接続をしているのに相 

接続で〕ント□-ル端テの IN / OUT を間違えてい 

正し <接続し直す。 

93 

手機器びリモコンで動作 

る。 



しない 

コント□ールコードじ(外の接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードまたは HDMI ケー 

93 



ブルなどを接続する。 



他社製品の同用途端テと接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


HDMI コント□-ル機能 

HDM ロント□-ル機能び日 FF になっている。本 

HDMI Control Setup で日 N を選択する。 

95 

によるアンプ連動操作び 

機の電源をテレビよりち先に日 N した。 

テレビの電源を ON してから本機の電源を日 N 

95 

でさない 


にする。 



テレビ側の HDMI コント□-ル設定び日 FF になっ 

テレビ側の HDMI コント□-ル設定を日 N にす 



ている。 

る。 



一夕一/表巧について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*①ソフト 

デジタル接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

33 

を再生してち、巧応ずる 

デジタ J レ入力の設定び正し < ない。 

子づ夕) レ入力の設定を正しく行ラ。 

81 

インジケーターび点なし 

音声入力信号の選択び正し < ない。 

音声切換ボタンで正しい入力を選択する。 

36 

ない 

プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよう修正する。 

16 


再生しているトラックび PCM などになっている。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 
ル*の音声を選択する。 

16 

圧縮デジタル*①ソフトを 

収録フォーマットび已 . Ich (または「6.1か)再生検 

故障ではありません。再生しているソフトの 

102 

再生してもずべてのプロ 
グラムフオーマットインジ 
ケーターび点なしない 

出信号」対応)ではない。 

パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフト 

デジタル信号び入力されていない。 

音声切換ボタンで AUT 日または D に tAL を選 

36 

を再生しても、皿 digi¬ 


ぶ。 


tal または DTS などの 

ソフトの音声び 2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフトの 

102 

表示にならない 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトであ 
る。 

パッケージをご確認ください。 
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困ったとを 
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症状 

原因 

対応 

参照 

Surround EX (または 

DTS ES) ソフト再生時に、 
SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしても EX (または 
ES) デコードしない 

「6.1 ch 再生検出信号」び記録されていない(劇場 
公開時と DVD 収録時は、まれに違う場合びありま 
す)。 

SBch 処理モードの設定を ON にする。 

42 

Surround EX (または 
DTS ES) ソフトを再生 
中、 SL、SB、SR ①インジ 
ケーターは点なずるび、 

EX (または ES) デコード 
しない 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバック 
チヤンネルび [ NOK 無し)に設定されている。 

U スニングモードび正しくない。 

サラウンドノ くック ch の設定を、接続したスピー 
カーに合わせて変更する。 

S 目 ch 処理モードの設定を日 N または AUT 日に 
変更し、 U スニングモードをサラウンドにして 
再生する。 

75 

37,42 

109 

DVD オーディオを再生し 
ているのにディスプレイ 
には PCM と表示される 

HDM 胺続をしている入力で、 DVD 才ーディオを 
再生すると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC 倍場補正)に関する疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音 場 補正のオート設定を 
何度行ってもエラーになる 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

スピーカーコードの接続び正しくない。 

障害物を移動させる。 

スピーカーコードの接続を正しく行ラ。 

サラウンドノ くックスピーカーを I 本だけ接続す 
るときは丄 ( Single ) 端テに接続してください。 
已 . Ich のスピーカーセットを接続するとさは、 
FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R お 
よび PRE 日 UT の SU 巨 W 日日 FER に接続してく 
ださい。 

12 

24 

測定結果のサブウーファー 
の距離び実際の距離より 
長い 

サブウーファー内部□ーノ くスフィレターの遅延特 
性の影響で、再生音にディレイびかかっている。 

MCACC では、こういった遅延特をを考慮した 
ラえで距離を特定して、正確なディレイ時間を 
設定するようにしています。 

15 

スピーカーの大、ル設定 
び誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 
検出している。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 
を切ってみる。 

Speaker Setting ] で正しい設定にする。 

75 

音 場 補正したび、音びお 
かしい 

スピーカー端テの位相び反転している （+/ —び逆 
に接続されている)。 

正しく接続する。 

24 

Acoustic Cal EQ で自動 
測定された補正カーブを 
手動で調整中に 「OVER!」 
びディスプレイに表示さ 
れる 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 
容量を超える。 

「 OVER !」 の表示び消えるまで、さまざまな帯域 
のレベルを下げる。 

66 


EQ 補正をの残響特性表示に閲する疑巧 


症が 

原因 

対応 

参照 

PC または OSD 画面上 
での EQ 補正後残響周波 
数特性表示のグラフびフ 
ラットにそろわない 

グラフの傾斜は残響特性を示しています。部屋の 
残響特性そのをのは、 EQ 補正だけでは直すことび 
でさないため、グラフの傾斜角度は補正前後でを 
同じになります。 

さまざまな原因によって 、 ALL CH ADJUST で補 
正を行ってち周波数特性のグラフはフラットにな 
らないことびあります。 

補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補 
正分だけ水平移動します。補正の効果は、指定 
した時間軸上のあるポイントでそろラことび 
確認でさます。 

残響特性(グラフの形状)そのちのは、視聴環境 
を改善しないと変化しません。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最 
良となるよう自動的に補正を行います。 

PC 表示用 
アプ U ケー 
シヨンソフト 

取扱説明書 

67 

Manual MCACC の EQ 
Adjust で調整した補正量 
び補正後表示のグラフに 
反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィル 
夕で分析したをのを表示します。一方、 EQ 補正は 
専用のフィ j レタを使用して信号の補正を行ってお 
り、分析フィ j レタと EQ 補正専用フィ j レタの形状の 
違いびグラフに反映されない原因です。 

問題ありません (Auto MCACC の場合は、この 
フィルタ形状による違いち考慮したうえで補 
正を行っています)。 































困ったとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

スピーカー システム①設 
定でに MALL ] と設定さ 
れた スピーカーの ほ域び 
補正されていない 

に MALL ] に設定されたスピーカーは、 EQ による 
低域の補正は行いませんび、残響特性の表示はス 
ピーカーから出る音の純辉な特性を示すため、低 
域補正をしていない状態での特性びそのまま表 
术されます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を行っているため、に MALL ] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 



HDMI 接続/再生について 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するとさの疑問や症状です。 

HDMI インジケーターび点滅し続けるときは切 T の症状、原因、対応をご確認ください。 


症が 

原因 

対応 

参照 

映像と音声の両方び出な 

本機は HDCP に対応しています。ご使用の機器び 

HDCP 非対応のときはコンポーネントビデオ、 

27 

い 

HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオコー 
ドのいずれかで接続してください。 



ソース機器の仕様によっては、 AV アンプを通して 
の HDM 胺続びできなし、場合びあります。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 

D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオコー 
ドのいずれかで接続してください。 

27 

映像び出ない 

ソース機器の設定によっては映像び表示されない 
ビデオフオーマットび出力されることびあります。 

ソース機器の設定を変更するか、コンポーネン 
トビデオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、〕ンポジットビ 
デオコードのいずれかで接続してください。 

26 


信号の変換び正し<行われていない。 

ソース機器の映像び影響している。 

I / P コンバーターの設定を切り換えてみてくだ 
さい。 

ソース機器の解像度設定や、 DeepColor の設 
定などを調整してください。 

48 

「NOT SUPPORT 」 と表 
おされ映像び出ない 

信号の変換び正し<行われていない。 

ソース機器の映像び影響している。 

I / P コンノ く一夕一の設定を切り換えてみてくだ 
さい。 

ソース機器の解像度設定や、 DeepColor の設 
定などを変更してください。 

48 

音芦び出ない、またはと 
ざれる 

オーディオ調整機能の HDMI 設定び 
「 THROUGH 」 になつてし、る。 

「 AMP 」 に設定してください。 

45 


DVI 機器と接続しているときは、音声び出ません。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

32-33 


アナ□グ映像を HDMI 出力しているとさは音声接 
続び必要です。 

ソース機器の設定び正しくない。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

ソース機器を正しく設定してください。 

32-33 


オーディオ調整機能の HDMI 設定び 
「 THR 日 UGH 」 で、スレチチヤンみレ音声を入力し 
ている場合、すべてのチヤンネ>1レの音声は HDMI 
出力されません。 

アナ□グまたはデジタル音声接続を行ってく 
ださい。 

32-33 

映像び乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとさ(早 
送りなど)は映像の品位によって映像び歪んだり 
乱れたり映らなくなることびあります。また、ディ 
スプレイ側の性能によっては同様の症状び出るこ 
とちあります。 

ビデオコンバート機能を日 FF にして入力と同 
じビデオフオーマット(コンポーネントビデオ、 
D 4 ビブ'才、 S ビプ'才、コンポジットビプ'オコー 
ドのいずれか)で接続、再生してください。 

48 

HDCP ERROR と表おさ 
れる 

HDCP に対応していない機器び接続されている。 

コンポーネントビデオ、 S ビデオ、コンポジット 
ビデオコードのいずれかで接続してください。 
HDCP に対応した機器でを表示されることび 
ありますび、映像びとざれなく出力されている 
とさは不具合ではありません。 






















困ったとを 

HDMI 接続に関するご注意 

本機を経由してソース機器 ( DVD プレーヤーやビデオ、セットトップボックスなど)と TV (モニター促 HDMI ケーブ 
ルを使って接続すると、映像や音声び出力されないことびあります(ソース機器の仕様により、 AV アンプを経由し 
て TV に映像や音声を出力できないことびあります)。このよラなときは、接続しているソース機器のメーカーにお 
問い合わせください。 

AV アンプを経由して TV に映像や音声を出力でさないソース機器をそのままお使いになるとさは、下記の接続例 
1または接続例2の接続ち法に変更すると映像や音声を出力でさます(詳しい接続ち法にっいては26〜27ページ、 
32〜33ページをご覧ください)。 

接続例1 

■ ソース機器と本機をコンポーネント映像ケーブル （ または D 端テケーブル）、および音声ケーブルで 
接続してください。 

■ 本機と TV を HDMI ケーブルで接続してください。 


f . 上記の接続では、ソース機器からのコンポーネント映像信号を本機びデジタル映像信号に変換して TV に出力します。このため、映] 

像信号を変換したとさに多少画質び変わります。 

心 


を続例。 

■ ソース機器と TV を HDMI ケーブルで直接接続してください。 

■本機とソース機器を音声ケーブルを使って接続してください。このとき TV の音量は最小にしてく 
ださい。 


-^ 

.HDMI 入力端テび1系統の TV からは、直接接続したソース機器の映像のみ出力されます。 

. ソース機器によっては、2チヤンネル音声しか出力されないことびあります(これは、ソース機器び TV の音声チヤンネル数に合わせ 
るためです)。 

. ソース機器を切り換えるとさは、本機と TV の入力を両方切り換えてください。 

.HDM 喘テに入力される映像を TV で見るときは、 TV の入力を HDMI に切り換えます。このとき TV の音量は最小に調整してくださ 
い。 

心 ^ 


US 己再生について 


USB メモ IJ 一を再生するとさの疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

USB マスストレージ機器 
び本機で認識されない。 

接続び正しくない。 

US 巨メモ U — のフオーマットで、 FAT ]2、 NTFS 、 
HFS は本機で再生することびできません。 

US 巨八ブを使用している。 

本機の電源を切ってから再度接続し、電源を入 
れて < ださい。 

USB メモ IJ 一のフオーマツトび FAT ] 6また 
は FAT 32 であるかどうか確認してください。 
FAT ] 2、 NTFS 、 HFS は本機で再生することび 
でさません。 

本機は US 目ノ、ブには対応しておりません。 

51 

USB ERRORS と表示さ 
れ 、 USB メモリーの再生 
びでをない。 

さまざまな原因び考えられます。 

rUSB ERRORCUS 目エラー)について」のすベ 
ての項目を確認、実行し、それでち USB 

ERR 日 R 3 び表示されるとさは、パイオニアカ 
スタマーヴポートセンターへご連絡ください。 

52 

裏表紙 

USB メモリーのファイル 
を再生でをない。 

著作権保護のかかった WMA や MPEG -4 AAC の 
ファィ J レを本機で再生することはできません。 

本機で対応していない圧縮フォーマットを再生し 
ている。 

著作権保護のかかっていないファイルを再生 
してください。(パソコンなどで CD などの音楽 
データを取り込む場合、設定によっては著作権 
保護びかかることびあります)。 

圧縮フォーマツトび本機で対応しているかど 
うか確認してください。 

52 

リモコンの►ボタンを巧 
してち USB メモリーの 
ファイルを再生しない。 

U モコンび US 目モードになっていない。 

U モコンの iPod US 巨ボタンを押して U モコン 
を iPod USB モードにしてください。 
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困ったとを 


エラーメッ セージについて 


システムセットアップでの MCACC (音場補正)時に表示されるメッセージの意味 

「Connect microphone 」 ： 

[Connect Mic!J : 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端子に、付属のマイクを接続してください。 

「Too much ambient noise !」 ： 

「 Noisy !」 ： 

周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

• エアコンなどモーターを使用した機器や、超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるなどの処置を行ってみ 
て < ださい。 

• 周囲び比較的静かな時間帯に、ちラー度やり直してください。 

rCheck Microphone 」 ： 

「Mic Err 」 ： 

マイクからテスト信号び検出でさなくなりました。 

• オートセットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

•スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

• 測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 ERR 」 ： 

「ERROR Front」「ERROR Suit 」 「ERROR SB 」： 

Speaker Leve 側定後の Yes/No Check 判定で、し U 下のような間違った接続を検出しました。 

• フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 N 日」、サラウンドバック 「 ERR 」 の場合；サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時)の場合； R か側から検出しました （1 本のみ接続するときは、 L か側を使用してください)。 

「 Subwoofer/Level is too high. Turn volume down 」： 
rsw Volume down 」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び大さすぎます。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

「 Subwoofer/Level is too low. Turn volume up 」： 
rsw Volume Up 」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出でさません。サブウーファー本体の電源を確認し、ボ U ュームを適正値に上げてく 
ださい。 

「Select MCACC memory 」 ： 

「Select MenrM M1 ►」 ： 

Manual MCACC 、 または Manual SP Setup の Channel Level、Speaker Distance を行う際 、 MCACC MEMORY の選択び 
MCACC OFF になっています。調整を行いたい MCACC MEM 日 RY を選んでください。 


困つたとを 
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困ったとを 


保証と アフターサービス 


保証書（別添) 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめ 
て販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読みの 
うえ、大切に保管してください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維 
持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質巧、ごホ目談 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修理を依巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思った 
ら」の項目をご確認ください。それでも異常のあるとさは、 
必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼ください。 
ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い求めの販売店 
に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相談窓□のご案内 • 
修理窓□のご案内」卜裏表紙)をご覽になり、修理受付 
センターにご相談ください。 


連絡していただをたい内容 


• ご住所： 

• お名前： 

• お電話番号： 

♦ 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSA -1018 AH 
♦ お買い上げ曰： 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく）： 

• 訪問ご希望曰： 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など）： 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記 
載されている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 

■ 保証期間が過ざているときは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有 
斜で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記の注意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1 . 一般家庭用し U 外での使用（例：店舗などにおける 
BGM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないでください。 

3. 八ウリングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないで < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないでください。 

リ 6_Ja 



長年ご使用の AV 機器の点検を！ 



夏情点検 


-電源コードや電源プラグび 




口 

このよラな症状は 
ありませんか 

異常に熱 < なる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

-電源び入ったり切れたり 
する。 

-本体か5異常な音、熱、 
臭いびずる。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントか5巧を、必ず販売店に 
ご相談ください。 
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困ったとを 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜] 2:00、 13:00-1 8:00 (弊社休業日は除く） 
〇已2-已32-1148 干4己]-00日3名ち屋市西区押切 2-8- 18 
日已目 4-33-7 日80干 444-0931 岡崎市大和町字荒田3日-]大和ビレツジ B -] 
〇已 9-2 13-日712 〒已 14-082] 津市垂水已22-已 
〇已 8-274 -已2已6干已〇 0-83 已日山支阜市六条江東 1-1-3 
□已 4-23 日-4063 干 422-8034 静岡市駿巧区高松]-] 7-1 7 
〇已已 -967-84 已已干41 0-0876 ミ召津市 j ヒ今ミ尺] 2-7 

〇已 3-422-140] 于43已 -0042 ミ兵ネ公市東区擦ケミ頼田 T 4] 已ビラモデ V レナ已号 
□76-240-0 己已〇干 920-0362 金沢市ち府 3-60-1 K 2 ビ V レ ] F 
□7 曰-42己-3027 干 939-821 1富山市二□町]- 7- 1 
0776-27-1 768 干91 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 


♦中部地区 

☆名ち屋 サービスセンター 
岡崎 サービス 認定店 
津 サービス 認定店 
岐阜 サービス 認定店 
静岡 サービス 認定店 
沼津 サービス 認定店 
お松 サービス 認定店 
金沢 サービス 認定店 
富山 サービス 認定店 
福井 サービス 認定店 


FAX 01 1-61 1-5694 
FAX 0166-己已 -7207 
FAX 日 155-23-7757 
FAX 0138 -40 -巨473 


受付月〜金 9:30-1 8:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜] 2:00、 13:00-1 8:00 (弊社休業日は除く) 
〒〇日 4-0822 札幌市中央区;！ヒ2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干日 70-083] 旭 J I 怖旭町]条1 T 目 438-89 
〒〇 80-001 日帯広市西5菜南 28 T 目1-] 

干041 -0 日]]函館市富岡町 2- 1 8-7 


•東北地区 

☆仙台 サービスセンター 
山形 サービス 認定店 
郡山 サービス 認定店 
盛岡 サービス 認定店 
青森 サービス 認定店 
八戸 サービス 認定店 
秋田 サービス 認定店 


受付月〜金9:3日〜]狂00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 ] 3:0日〜18:00 (弊社休業日は除く） 


FAX 022-37 已 -499 日干 98]-3] 2] 仙台市泉区上谷刈日-1日-2日 

FAX 023-日]已 -1627 干990 -0023 山形市松波]- 8- 17 

FAX 024-991-7466 干9日 3-88 日]郡山市鶴見坦 1-9-2 巳クレールアヴエニ 

FAX 0] 9-日已 9- 189已干020 -00 己]盛岡市下太田下り|原1已3-1 

FAX 日] 7-73 已 -2438 干030 -082] 青森市勝田 2-16-1 日 

FAX 日] 78-44-33 已]〒〇 3]-0802 八戸市ル中野 3-1 日-8 

FAX 018-869-7401 〒日] 0-0802 秋田市が旭川き福の目34已 -1 


.ュ- 伊藤第2ビル 1 FD 号 


•東京都内 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-524-5947 


受付月〜±日:30〜1狂00 ( 曰-祝•弊社休業日は除く） 

干]已己-日032世田谷区代ミ尺 4-2 己-9 
干170 -0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1 F 
干190-日日03立川市栄町 4-18-1 エクセル立川 ] F 


♦関東-甲信越地区 

な千葉サービスセンター 
松戸サービス認定店 
水戸サービス認定店 
つくばサービス認定店 
☆埼玉サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
☆ネ申奈川サービスセンター 
横おサービス認定店 
ネ申奈川西サービス認定店 
=宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

043 -207-2 已已已 

FAX 

日 47-340- 已〇已 2 

FAX 

日 29-248-1306 

FAX 

0298-已 8- 13日9 

FAX 

048 -6 己]-8030 

FAX 

049 -233-6 已 8] 

FAX 

028 -657 -已882 

FAX 

0270 -22- 18己9 

FAX 

02己-374-已7已日 

FAX 

02已 9-63-3400 

FAX 

04已 -943-3788 

FAX 

04已 -348-8 曰 6] 

FAX 

046-231-1209 

FAX 

04994-日-124日 

FAX 

日 263-48 -日已7已 

FAX 

026 -229 -巳2已〇 

FAX 

〇已已 -228-8003 


受付月〜金9:30〜1致00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実ノ V イツ1 F 
干 270-0021 松戸市小金原 4-9-23 
干31日-0844水戸市住吉町 307-4 
干30己-004已つ < ば市梅園 2-2 -日 
干33 1-08] 2さいたま市北区宮原町 1-310-1 
干3已 0-0804 JI 腿市下広谷1 128-1 1 
〒32 1-09] 2宇都宮市石井町3373-] 

干372-日 80] 伊勢崎市宜子町1 191-17 パサージュ808伊勢崎101号 
干9已〇 -0982 新漏市中央区堀之内南]- 20-1] 

干9已 2- 1209佐渡市金井町千種1 158-1 

干 224-0 日37横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
干240 -0043 横お市保±ヶ谷区坂本町2已〇 
干 243-0422 海を名市中新田 4-10-53 中山ビル 1 F 
干]日 0-12]] 王宅村大字坪田 

干390 -08 已2松本市大字島立 180-5 パイオこア松本拠点 1 F 
干38日-093已長野市中御所1 -24 
干400 -0 日3已甲府市飯田 4-9- 14 



ンリスト 


サービス 拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（沖縄県の方は沖縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


XXXXXXXXXX 

AAAAAAAAAA 

FFFFFFFFFF 


夕店店店 

ン定定定 

ス_セ認認認 

地ビビビビ 


TT 


ヴヴササ 

幌川広館 

札旭帯函 


困つたとを 
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困ったとを 


受付月〜金日:30〜1狂00 (± ■曰-祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、13:00〜1日:00 (弊社休業日は除く） 

06-631 0-9120 干已 64-00 已 2 吹田市広芝田了已- 8 

日 722-7 已 -2 日 2 己〒已 93-8322 巧市西区津义野町 1 -8-1 已□-ズマンション] F 
日 78-26 己- 0832 〒日已 1 -0093 神戸市中央区二宮町 1 了目] 0-1 □-レル兰宮ノースアベニュー 1 F 
0792 -已] -26 已 6 〒日 7 1-0224 ク臣路市貝 U 所田了佐 ±] -] 26 
0734 -4 日- 302 日〒日 4 ] -0021 和歌山市和歌浦東 3- 1 -2 已 

□7 已 -3 已 2-2 已88〒日 00-8322 京都市下京区西洞院通五条東南角ル柳町已1 3-2 五条义保田ビル 1F 

0742 -36-87 ] 3 干 630-8132 奈良市大森西町 2 ] -26 

□773-24 -已 37 己〒目 20-00 己己福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


082 -248-9939 
086-244-8748 
□8 已 2-22-7779 
0849-31-2791 
08已 7-28-80] 1 
0834 -33 -已7已9 
087-861-4841 
088-669-6076 
088-802-3321 
089-91] -已608 


受付月〜金9:30〜1狂00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干730 -0041 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1 F 
干700 -097 已岡山市今 8-1 已 -2] 

〒日 90-00] 7松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 
干 720-0815 福山市野上町 3- 1 2-9 
〒日 80-0934 鳥取市徳尾 422-2 
干 745-0006 周南市花富町 3-1] 森広事務所1 F 
干760 -007 曰高松市今里町 1-1 日-1 

干 770-8023 徳島市勝占町中須 92-] 大松ジョ U 力地下1階103号 
干 780-0051 高知市愛岩町 3-12-13 晃栄ビル ] F 
干79 1-80] 3松山市山越己- 12-8 


092-412-7460 
093 -941-83 已4 
092-461-1643 
09已 -849-4606 
日 96-33]-3323 
□97 -已己]-2049 
099-201-3803 
日 985-27-3] 3巨 


受付月〜金日:30〜1狂00吐•曰•祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多区博多駅南 2- 1 2-3 
干802 -0044 j ヒ九州市ル倉北区熊本] T 目 9-4 植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干8已2-8]4已長崎市昭和 1 T 目] 2-10 クリスタル八イツ平野 
干 862-09 18熊本市巧立 5 T 目 14- 17 
干87日-0921大分市巧原 3-23-1 已曰商ビル1日1 
〒日 90-0046 鹿児島市西田 3-8-24 サニーサイド 2]1 F 
干 880-0821 宮崎市浮城町 98- 1 


参関西地区 

☆大阪サービスセンター 
大阪南サービス認定店 
神戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


参中国-四国地区 

☆広島サービスセンター 
岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービスステーション 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
松山サービス認定店 


参九州地区 

☆福岡サービスセンター 
j ヒ九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 
宮崎サービス認定店 


参沖縄県 受付月〜金 9:30-18:00 吐.日.祝.弊社休業曰は除く） 

沖縄ヴービスステーシヨン TEL 098-879-1910 干901 -21 13浦添市大平 2-2 -日ひろえ八イツ102 
_ FAX -098-879-1352 _ 

平成20年2月現在 記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


XXXXXXXX 

AAAAAAAA 

FFFFFFFF 
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困ったとを 


本機を操作するとさの主な用語や表示をまとめました。 


五十音順 


アドバンスドサラウンド . 38,111 

アナ□グ ATT . 4日|已4 

位相 . 43 

オーディオ調整 . 44 

才ートセットアップ . 12, 60 

音場補正 . 41，已8,118 

音声入力信号 . 36 

解像度 . 48 

画質 . 26, 48 

ク□スオーバー周波数 . 75, 76 

サウンドディレイ . 4日，44 

サウンドレト U ノ （一. 4日 I 4已 

サブゥーファー . 75, 76, 84, ] 日],]]已 

サラウンドバックスピーカー . 42, 62, 75, 76. 80,101 

残響特性 . 已8, 67,118 

システムセットアップ . 已ス已9 

周波数特性 .58. 66, 67 


仕様 . 

消音（:ミュート） 
初期設定 . 


. 113 

. 35 

. 112 

状態確認（ステータス） . 己己 

スピーカー .] 1| 24| 已目| 62| 7已，88| 101 

スピーカーインピーダンス . 2已 

ス U —プタイマー . 已已 

ダイア□グエン八ンスメント . 4日| 4已 

ダイナミックレンジコント□-ル ( DRC ) . 4日|4已 

超低域音声 ( LFE ) . 40, 75, 76 

定在波制御 . 4日，已8| 6已 

ディスプレイ . 19 

ディマー . 已已 

デジタル音声 . 33| 36,已4|102 

デジタルノイズ U ダクション （ DNR ) . 4日|4已 

デュアルモノ . 4已 

. 34 


電源.. 


接続コード . 108 

ドルビー . 1031109 

バーチャルサラウンドバック . 42 

バイアンプ接続 . 88 

ノ、イビット . 40, 4已 

バイワイヤ接続 . 88 

パソコン . 69, 71,106 


ビデオコンバーター.. 


.26, 48 


ビデオ調整 . 47 

フラットテレビ . 97 

フ□ントサラウンド-アドバンス . 38, 39 

フ□ントパネル . ]7|已已 


へツ ドホン.. 
補正カーブ.. 


. 36 

.66, 67 


補正時間位置 . 68 

mi . 122 

ミッドナイト . 40144 

マルチゾーン . 89, 90 

ラウドネスモード . 40144 


U アパネル.. 


.22 


参照ぺージに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 

U スニングモード . 3ス ] 日9 

リモコン . 已，]ス2日| 8己，87 

録音/録画 . 26|已4 


を < いん 


困つたとを 
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困ったとを 

アルフアベツト/数字順 WIM .65. 66 


USB. 已] I 120 

Acoustic Cal EQ (Pro).4 日， 已 8 WMA9 Pro.] 06, ] 日9 

Advanced EQ Setup.67,118 X-Curve.40 79 

Advanced MCACC. 已 8, 118 x . OVER 7 已 

ALL CH ADJUST.60 12 V TRIGGER. 100 

Auto MCACC. 12, 601 121 ] 2V 卜 U ガー .] 日 0 

Auto Surround. 38, 4 日，] 09 

Channel Level.40, 63, 77 

Custom Menu.60 

DeepColor.119 

DIRECT/PURE DIRECT. 38, 4 日， 109 

DTS.102,114 

DVD オーディオ .3 已，已 3,102 

EQ Adjust.66,118 

EQ Pro & S-Wave.60 

EQ Professional.67 

Fine Channel Level.63 

Fine SP Distance.64 

Front Bi-Amp.62, 88 

F.S.SURR FOCUS.38 

F.S.SURR WIDE.38 

F 特 .58 

HDMI. 26, 27, 4 己， 94,108,119 

HDMI Control.94 

HDMI コント□-ルモード .94 

iPod.49 

Input Name.82 

Input Setup.81 

Manual MCACC.62 

Manual SP Setup.7 已 

MCACC Data Check.72 

MCACC MEMORY.41,72 

MCACC Memory Clear.74 

MCACC Memory Copy.73 

MCACC Memory Rename.73 

MPEG-2 AAC.10 已 I 109 

MULTI-ZONE.89 

Neural Surround.107 

OSD Adjustment.83 

Other Setup.83 

Output PC.71 

PC 表示機能 .71 

PHASE CONTROL.40, 43 

Reverb Measurement.67 

Reverb View.67 

SACD. 40, 4 已，已 3,109 

SB ch.42,109 

SB ch 処理 .42 

Speaker B.62, 88 

Speaker Distance.40, 64, 78 

SPEAKERS.2 已，已 7 

Speaker Setting. 401 7 已 

SR+.97 

Standing Wave.40, 6 已 

STANDARD.37,109 

STREAM DIRECT.38, 40 

Surround Back System.62 

SYMMETRY.60 

THX. 37, 80, 1061 109 

THX Audio Setting.80 
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く各窓口へのお問い合わせの時のごを意 > 

「0120」で始まる原！フ IJ - コールおよび函.フ U - ダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などか5ご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 18:00 、 ± 曜 • 日曜 • 祝日 9:30 〜 12:00 、 13:00-17:00 ( 弊社休業日は除く） 

• 家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■ IP 0120-944-222 ■ 一般電話 03— 已 496 — 298 日 

■ファックス 03-3490 - 已 7] 8 

■インターネットホームぺージ http://pionee り p/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰⑤故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 



受付時間月曜〜金曜 9:3□ 〜 19:00 、 

± 曜 ■ 日曜 • 祝日 9:30 〜 12:00 、 13:00-18:00 

( 弊社休業日は除く） 

■電話 

0] 20- 已 一 8] 028 国一般電話 

03- 已 49 目 -2023 

■ファックス 

函, 0120-5-81029 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜を 30 〜 18: 日 0 (± 曜 - 日曜 - 祝日 - 弊社休業日は除く） 


■一般電話 

098-879-1910 


■ファックス 

098 -879- 13 巳 2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

参部品（付属品、 U モコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 18:00 、 ± 曜 • 日曜 • 祝日 9:30 〜 12:00 、 13:00 〜 18:00 ( 弊社休業日は除く） 

国電言舌 。 ]20- 已 一 8109 已 国一巧受電言舌。已 38-43-11 日 1 

■ファックス 函 . 0]20- 已 一 81096 

平成2日年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V0L027 

/ JIS C 目 100 日 - 3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
- 第 3-2 部：限度値 - 高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20A1^U 下の機器 ) 」に基づさ、商用電力系統の高調 
\ 波環境目標レベルに適合して設計 - 製造した製品です。 

\ ' ⑥ 2008 パイオニア 株式会社禁無断転載 


JIS C 6] 日日日- 3-2 適合品 


パイオニア株式会社 忠1日 3-86 日4東京都目黒区目黒 1 T 目健1号 


<ARA7259-A> 














